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叶究ノ ト

第
一
節
条
例
の
法
的
性
質
に
閲
す
る
F
J

子
説

条
例
日
十
v
げ
法
説

一
条
例
委
任
。
法
説

一
一
学
説
の
検
討

第
三
節
小
括

第
一
草
地
ん
日
治
同
体
の
事
務
と
条
例
制
山
惇

第
節
地
方
自
治
団
体
の
事
務

事
務
の
類
型

(
一
)
白
治
事
務
(
固
有
事
務
)

(
今
)
委
任
事
務

一
)
凶
体
委
任
事
務

ご
機
関
委
任
事
務

一
向
治
事
務
、
凶
体
委
任
事
務
、
被
問
委
任
事
務
の
す
法
卜
の
区
別

第
一
節
事
務
の
配
分

第
一
一
節
事
務
の
類
担
と
判
例
の
傾
向

判
例
の
傾
向

(
一
)
委
任
の
根
拠
法
令
が
な
い
機
関
委
任
事
務
を
規
定
し
た
条
例

(
)
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
委
れ
状
例

(
一
)
条
例
の
規
定
対
象
外
の
場
合

一
判
例
の
検
討

第
四
節
小
括

第
二
章
条
例
の
法
律
適
作
判

第

節

概

説
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韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

第
一
節
憲
法
卜
の
「
法
令
の
範
囲
内
」
の
解
釈

第
一
一
節
作
民
的
権
利
義
務
に
対
す
る
法
律
留
保
事
項
と
条
例

山
内
七
嗣

(
こ
ん
ng説

(
今
)
ヰ
謹
也
生
況

一
れ
政
機
関
の
見
解

一
一
判
例
の
傾
向

凶
関
連
判
例

第
凶
節
条
例
制
定
権
の
憲
法
上
の
限
界

概
説

一
志
本
的
人
格
と
条
例

(
二
干
等
原
則
と
条
例

一
)
概
説

ご
関
連
判
例

(
」
職
業
選
択
の
自
市
川
と
条
例

一
)
概
説

一
)
関
連
判
例

二
一
)
表
現
的
判
由
と
条
例

三
財
産
権
法
定
ヱ
丘
と
条
例

(

一

)
U
T
V叫

ご
財
産
権
規
制
不
能
説

一
)
財
産
権
規
制
許
百
説

必
財
産
権
行
使
児
制
許
容
説
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③
条
例
準
法
律
説

品
川
~
愈
法
受
授
権
説

(
)
学
説
の
検
討

(
一
)
悶
辿
判
例

凶
罪
刑
法
定
主
義
と
条
例

(
ご
令
市
町
説

ご
条
例
準
訟
律
恥

一
)
法
律
授
権
説

一
一
一
)
憲
法
授
権
説

(
今
)
達
志
説

(
一
)
学
説
の
検
副

(
四
)
地
方
自
治
法
治
(
)
条
の
間
制
点
投
ぴ
改
7
1
方
議

五
組
悦
法
律
主
義
と
条
例

(
一
)
川
子
市
叫

ご
地
方
税
条
例
主
義

一
)
地
方
税
法
律
主
義

(
)
学
乱
の
検
討

(
一
)
悶
辿
判
例

第
五
節
法
律
優
位
の
原
則
と
条
例
制
定
権
の
限
界

川
以
倖
優
位
の
原
則
と
条
例

一
法
律
如
l
{

門
領
域
と
条
例

一
一
法
律
と
異
な
る
日
的
の
条
例

凶
担
過
条
例
改
ぴ
追
加
条
例
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韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

(
ご
超
過
条
例
を
適
法
と
し
た
判
例

F

)

超
過
条
例
を
違
法
と
し
た
判
例

第
六
節
小
括

第
阿
草
条
例
に
対
す
る
統
制

第
節
作
民
に
よ
る
統
制

条
例
の
制
定
及
び
改
隠
市
求
権

(
二
意
義

(
」
必
求
権
の
内
容

一
請
願
権
及
び
住
民
の
一
詐
開
権

第
一
節
ウ
法
的
統
制

第
一
一
節
行
政
的
統
制

再
議
挺
求
に
よ
る
統
制

(
ご
意
義

(
)
再
議
要
求
制
度
の
類
型

(
ご
汗
議
要
求
権
者

F

四
)
条
例
系
市
川
議
要
求
の
事
山
及
び
本
準

(
立
)
再
議
要
求
の
「
続

(
ハ
)
汗
議
要
求
の
実
態

一
モ
デ
ル
条
例
案
に
よ
る
統
制

一
一
本
認
目
協
議
に
よ
る
統
制

第
四
節
司
法
的
統
制

違
法
条
例
に
対
す
る
大
法
院
提
訴

一
違
憲
・
違
法
命
令
・
児
則
存
青
権
に
よ
る
統
制
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叶究ノ ト

一
一
色
法
訴
願
制
岐
に
よ
る
統
制

第

五

節

小

括

お
わ
り
に

は
じ
め
に

一
般
的
に
、
条
例
論
に
閑
寸
る
研
究
は
干
に
条
例
制
定
梓
を
め
ぐ
る
法

律
問
題
の
領
域
と
、
仙
川
条
例
に
つ
い
て
の
実
態
的
領
域
と
い
う
一
つ
の

次
一
川
で
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
，
削
留
の
領
域
に
関
す
る
州
究
で
あ
り
、

研
究
の
対
象
を
韓
国
の
条
例
論
に
限
定
し
、
韓
同
に
お
け
る
条
例
制
定
権

の
範
阿
と
限
界
に
つ
い
て
日
本
の
条
例
論
と
の
比
較
検
討
の
伺
点
か
ら
述

べ
な
が
ら
、
韓
国
に
お
け
る
条
例
制
定
権
の
範
阿
と
限
界
を
め
ぐ
る
実
態

と
珂
論
状
況
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
、

円
本
の
喝
行
は
、
条
例
制
定
権
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
に
つ
い
て
は
、
ふ
干

に
志
訟
と
訟
律
と
の
閑
係
に
お
け
る
条
例
制
d

疋
惟
の
純
同
と
限
界
を
テ
ー

マ
に
愈
法
及
び
行
政
法
学
的
組
域
で
附
究
が
れ
わ
れ
、
条
例
論
が
形
成
さ

れ
て
き
た
η

特
に
、
一
九
六

0
年
代
以
降
、
公
害
・
環
境
行
政
の
領
域
で

因
の
法
令
基
準
よ
り
両
次
の
規
制
を
規
定
し
た
り
、
リ
出
入
い
の
既
制
以
ト
に

条
例
で
規
制
日
的
や
組
制
対
象
を
追
加
し
た
り
、
法
令
が
二
記
の
規
慎
・

基
準
以
上
の
極
類
・
事
項
を
規
制
対
象
に

ν

て
い
る
場
行
、
条
例
が
そ
の

規
制
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
も
の
を
規
制
し
た
、
い
わ
ゆ
る
上
来
せ
条
例
、

検
山

L
条
例
、
叫
mき
り
条
例
な
と
が
現
れ
、
そ
の
法
的
許
申
什
性
を
め
ぐ
り

理
論
的
党
民
が
凶
ら
れ
な
が
ら
、
法
律
と
条
例
の
悶
係
に
閲
す
る
条
例
論

が
形
成
さ
れ
て
き
た
、
そ
の
過
程
で
法
律
と
条
例
の
関
係
に
関
す
る
戦
後

の
通
説
的
な
見
解
で
あ
っ
た
凶
の
法
令
が
先
1
U
し
て
い
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
法
律
の
明
不
的
委
任
が
な
け
れ
ば
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
法
律
先
市
論
」
の
克
服
が
れ
わ
れ
た
。
法
律
と

条
例
的
関
係
に
関
す
る
「
法
律
先
内
論
一
の
克
服
の
可
能
性
は
、
す
で
に

徳
同
公
安
条
例
連
日
比
事
件
に
お
け
る
且以
内
裁
判
決
に
お
い
て
公
認
さ
れ
て

お
り
、
川
判
次
が
示
し
た
判
断
怠
山
市
は
ム
f

い
い
の
裁
判
夫
務
界
に
お
け
る
通

説
的
な
凡
解
と
な
っ
て
い
る
c

一
方
、
将
阿
の
場
台
、
日
本
と
阿
採
に
、
条
例
制
定
権
を
め
ぐ
る
法
律

問
題
に
つ
い
て
は
、
キ
に
愈
法
と
法
律
と
の
関
係
お
け
る
条
例
制
定
住
の

範
囲
と
以
界
を
テ

1
7
に
憲
法
及
び
行
政
法
リ
ヂ
の
領
域
で
研
究
が
行
わ

ItiJと58(4・284)1912



韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

れ
、
条
例
論
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
峰
凶
の
場
合
は
独
斗
後
、

し
ば
ら
く
の
岡
地
方
自
治
を
実
施
し
た
経
験
は
あ
っ
た
が
、
一
九
六
刊

以
来
中
断
さ
れ
た
同
期
が
三
口
年
間
に
及
び
、
地
上
A
f片
治
が
筏
山
出
し
た
の

が
一
九
九
ロ
ザ
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
た
め
、
地
心
山
治
問
休
の
条

例
制
定
権
が
品
ー
口
と
し
て
取
り
卜
げ
ら
れ
る
必
要
性
は
そ
れ
ほ
ど
な
か
っ

た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
地
方
自
治
中
断
刷
に
お
け
る
条
例
制
定
の
実

態
は
地
ん
議
会
な
ど
作
民
の
意
思
を
反
映
す
る
干
段
も
な
く
、
地
方
自
治

問
休
は
中
央
行
政
機
聞
の
下
部
機
聞
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
条
例
制
定

は
中
央
行
政
機
関
が
制
I

疋
し
た
モ
デ
ル
条
例
案
に
従
ワ
て
行
わ
れ
、
条
例

の
什
-
+
牲
は
乏
し
く
、
川
治
体
独
自
の
向
，
K

川
立
法
は
殆
ど
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
従
っ
て
、
日
本
の
よ
う
な
法
律
と
条
例
の
抵
触
が
問
題
と
な
る
余

地
は
始
と
な
く
、
卜
乗
せ
・
検
出
し
条
例
の
法
的
許
谷
性
に
関
す
る
開
制

は
r汀
卜
し
て
こ
な
か
っ
た
の
そ
の
た
め
、
従
点
、
韓
国
に
お
け
る
条
例
論

に
関
す
る
研
究
は
そ
れ
ほ
と
所
刊
を
浴
び
ず
、
蓄
積
き
れ
た
研
究
成
果
も

合
な
く
、
学
説
の
民
間
も
日
本
の
条
例
論
を
参
考
に
し
た
も
の
が
多
く
、

独
日
の
理
論
形
成
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
九

C
年
代
以
降
地
方
自
治
が
綾
活
し
、
住
民
の
選
挙

に
よ
り
選
ば
れ
た
門
長
と
地
ん
議
員
や
議
公
が
構
成
さ
れ
て
か
ら
は
、
憲

法
と
地
ん

H
，
巾
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
条
例
制
定
権
を
活
用
し
、
自
キ

性
と
創
意
性
の
あ
る
条
例
が
登
場
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
過
程
で
条
例
肉
親

ハ
疋
が
法
律
と
抵
触
し
裁
判
に
ネ
っ
た
り
、
上
乗
せ
・
横
山
川
し
条
例
の
許
容

性
を
め
ぐ
り
憲
法
・
行
政
法
学
的
領
域
で
も
議
論
が
?
父
わ
さ
れ
る
な
ど
白

治
立
円
以
に
対
す
る
関
心
が
而
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
乾
同
の
地
方
自

治
制
度
は
日
本
と
歴
史
的
背
景
や
現
行
法
制
度
が
異
な
っ
て
い
る
も
の

の
、
日
本
と
同
じ
く
機
関
対
?
止
到
の
首
長
制
を
九
阿
九
年
の
地
方
自
治

法
制
定
以
来
変
わ
ら
ず
維
持
し
て
お
り
、
川
上
小
と
顎
似

v

て
い
る
と
こ
ろ

が
か
な
り
多
い
。
そ
の
た
め
か
、
近
年
の
韓
国
に
お
け
る
条
例
制
定
権
を

め
ぐ
る
り
平
説
や
、
判
例
の
見
解
な
と
は
、
日
本
の
学
説
や
刊
倒
的
影
響
を

大
き
く
交
け
て
お
り
、
条
例
制
定
権
の
範
聞
と
限
界
を
巡
っ
て
は
、
日
本

の
そ
れ
と
岡
山
悼
の
苧
説
や
論
点
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
条
例
制
定
権
を

め
ぐ
る
両
国
の
実
定
法
上
町
規
定
を
比
較
し
て
み
る
と
、
韓
国
の
ほ
う
が

よ
り
限
定
・
制
約
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
条
例
制
定
権
の
範

附
は
狭
く
、
自
主
的
条
例
を
制
定
す
る
に
は
現
状
の
実
定
法
L
L

の
制
約
環

境
が
あ
ま
り
に
も
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
c

条
例
制
i

足
惟
を
め
ぐ
る
山
岡
町
支
定
法
卜
の
規
定
を
比
較
し
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
υ

北法58(4-28;))1913

先
ず
、
条
例
制
定
権
の
根
拠
に
ワ
い
て
、
円
本
の
場
介
、
条
例
制
定
権

の
法
的
根
拠
は
世
法
第
九
川
条
と
地

h
自
治
違
法
的
一
凶
条
一
項
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
市
山
法
第
九
凶
条
は
、
「
地
ん
公
共
同
体
は
、

法
律
の
純
凶
内
で
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
ー
疋
め
て
お



叶究ノ ト

り
、
地
ん
自
治
法
第
一
四
条
項
に
は
、
「
山
口
通
地
方
公
共
同
体
は
、
法

令
に
違
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
お
条
一
項
の
事
務
に
関

L
、
条
例
を

制
疋
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
記
め
、
地
ん
川
治
体
の
条
例
制
定
権
を
保

障
し
て
い
る
。

一
方
、
科
同
の
場
合
、
条
例
制
定
権
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
一
一
七
条

一
項
と
地
方
自
治
法
第
二
一
条
に
法
的
恨
拠
が
規
定
さ
れ
て
い
る
じ
す
な

わ
ち
、
憲

U
片
山
一
一
七
条
項
に
は
、
地
丸
川
治
同
体
は
「
法
令
の
範
川

内
で
自
治
に
閲
す
る
組
1

疋
を
制
U

心
す
る
こ
と
で
き
る
一
と
規
定
さ
れ
て
い

る
じ
そ
し
て
、
こ
の
憲
法
規
定
を
具
体
化
し
た
地
ん
片
治
法
第
一
一
条
に

は
「
地
占
同
，
旧
川
体
は
法
令
の
範
同
内
で
そ
の
事
務
に
閑
し
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
一
と
し
地
方
自
治
団
体
の
「
条
例
制
定
権
一
を
規
疋

し
て
い
る
ハ
刻
'
疋
の
丈
百
で
み
る
か
ぎ
り
条
例
制
定
権
の
山
上
位
平
制
定

範
囲
は
舵
阿
の
方
が
日
本
の
そ
れ
よ
り
制
限
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ

る
、
す
な
わ
ち
、
念
法
上
の
説
記
か
ら
見
る
と
、
日
本
の
場
合
は
法
律
の

範
囲
内
で
条
例
制
定
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
に
刻
し
て
、
韓
国
は
法
令

の
範
阿
内
で
条
例
制
定
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
法
律
の
範
囲
内
と
法
令

の
範
阿
内
と
の
注
い
は
、
後
占
は
法
律
と
命
令
を
含
む
概
念
で
あ
り
、
一

般
的
に
、
幹
阿
で
は
回
会
で
制
定
さ
れ
た
法
律
と
そ
の
卜
位
況
範
で
あ
る

大
統
領
令
、
総
理
令
、
部
令
な
ど
の
施
わ
ん
い
及
び
施
れ
規
制
を
令
わ
せ
て

呼
ぶ
時
に
使
用
さ
れ
る
従
っ
て
、
条
例
を
制
定
す
る
際
に
は
法
伴
と
そ

の
下
位
規
範
で
あ
る
命
令
に
も
拘
点
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
す
法
範
阿
は

文
百
で
み
る
か
ぎ
り
日
本
に
比
べ
る
と
、
よ
り
制
限
さ
れ
た
も
と
な
っ
て

い
る

ItiJと58(4・286)1914

一
方
、
地
方
自
治
円
以
上
の
刻
ー
元
か
ら
み
る
と
、
日
本
の
場
合
は
法

令
に
違
反
し
な
い
限
り
条
例
制
定
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
に
刻
し
て
、

韓
凶
の
場
合
は
以
官
官
訟
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
は
ん
い
の
範
川
内
で
条

例
制
定
権
を
保
障
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
愈
法
第
一
七
条
第
項
の
「
法

令
の
範
凶
内
」
の
玄
味
に
対
す
る
解
釈
と
関
わ
り
を
持
つ
。
条
例
制
定
格

的
範
阿
を
広
く
捉
え
る
立
場
か
ら
は
、
「
法
令
の
純
凶
山
一
の
意
味
を
「
法

令
に
違
反
し
な
い
範
州
内
で
」
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

解
釈
し
、
条
例
制
定
権
の
範
凶
を
狭
〈
祝
え
る
立
場
か
ら
は
、
「
法
令
の

範
囲
内
一
の
意
味
を
「
法
令
の
委
停
に
よ
り
一
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
解
釈
す
る
つ
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
の
地

h
自
治
法
の
よ

う
に
「
法
令
に
違
以
し
な
い
限
り
」
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

実
定
法
ト
明
ら
か
に
え
言
上
組
{
止
し
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
「
法
令
の
範
凶

内
」
の
意
味
を
「
法
令
に
違
反
し
な
い
限
り
」
と
解
釈
す
る
の
は
鼎
迎
が

あ
り
、
地
方
自
治
法
!
の
既
定
か
h

り
い
い
聡
の
条
例
制
定
住
を
比
較
す
る
と
、

韓
国
の
ほ
う
が
よ
り
制
限
的
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
一
百
わ
き
る
を
得
な

し

第
二
に
、
法
規
た
る
条
例
、
す
な
わ
ち
、
作
民
の
権
利
義
務
を
規
律

L
、

作
民
的
権
利
五
務
に
閲
す
る
疋
め
を
内
容
と
す
る
条
例
に
つ
い
て
相
違
が
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見
ら
れ
る
。
日
本
の
地
方
自
治
法
的
一
同
条
一
項
に
は
「
昔
通
地
方
公
共

同
体
は
、
義
務
を
認
し
、
又
は
桂
利
を
制
限
す
る
に
は
、
法
令
に
特
別
的

定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
条
例
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
、
法
令
に
特
別
な
定
め
が
な
い
か
き
旬
、
法
律
の
委
任
が
な
く
て
も
条

例
に
よ
る
制
限
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
韓
同
の
地
方
日
治
法

第
一
二
条
刊
し
需
き
に
は
、
「
住
民
の
権
利
制
限
若
し
く
は
義
務
の
賦

謀
に
関
す
る
事
項
又
は
罰
則
を
む
め
る
と
き
は
法
律
の
委
任
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
一
と
規
定
し
、
住
民
の
栴
利
義
務
に
変
動
を
も
た
ら
す
い
わ
ゆ

る
行
政
事
務
条
例
の
制
I

疋
に
心
当
た
っ
て
は
、
法
律
の
委
任
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
法
律
留
保
の
原
則
を
明
ら
か
じ
し
て
い
る
。
こ
の
一
力
条
但

し
再
き
規
ど
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
そ
の
違
意
性
が
ふ
平
張
き
れ
、
地
ト
々

自
治
団
体
の
条
例
制
定
権
を
萎
縮
さ
せ
、
条
例
の
白
ヱ
性
を
妨
げ
る
要
凶

で
あ
る
と
し
て
批
判
さ
れ
て
き
た
が
、
末
だ
に
削
除
さ
れ
て
い
な
い
の
行

政
官
V
務
条
例
の
制
定
に
関
す
る
日
韓
の
実
1

疋
法
上
の
規
定
を
み
る
か
ぎ

り
、
悼
凶
の
ほ
う
が
条
例
制
定
権
の
f
U
L
性
を
発
揮
す
る
に
は
よ
り
制
限

的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
c

第
三
に
、
日
韓
の
地
方
自
治
法
に
は
と
も
に
、
条
例
の
実
効
性
を
担
保

す
る
た
め
の
制
定
を
定
め
て
い
る
が
、
罰
則
の
山
川
市
什
商
で
速
い
が
あ
る
。

日
本
の
地
方
自
治
以
前
一
川
条
二
取
は
「
条
例
に
違
反
し
た
音
に
対

L
、

一
年
以
ド
ー
の
懲
役
若
し
く
は
禁
鋼
、
一

C
C万
円
以
下
の
罰
金
、
拘
将
、

科
料
若
し
く
は
没
収
の
川
又
は

T
1
U
M
H
U
卜
の
過
料
を
科
す
る
己
円
の
規
定

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
一
と
規
定
し
、
条
例
に
よ
り
秩
序
罰
だ
け
で
な

く
、
刑
事
罰
も
設
け
て
い
る
3

こ
れ
に
対
し
て
、
韓
国
の
地
方
自
治
円
以
第

一
七
条
一
頃
に
は
「
地
方
自
治
団
体
は
条
例
で
条
例
違
反
行
為
に
刻
し
て

一
I
Nウ
ォ
ン
以
下
的
過
怠
料
を
定
め
る
こ
と
が
山
来
る
一
と
規
f

疋
L
、

刑
事
罰
則
を
定
め
る
権
限
を
一
般
的
に
委
任
せ
ず
、
行
政
秩
序
罰
で
あ
る

過
怠
料
(
円
本
の
科
料
に
該
当
)
を
定
め
る
権
限
の
み
を
委
任
し
て
い
る
。

元
々
旧
地
方
自
治
法
第
一
心
条
は
「
市
道
は
当
該
地
!
刈
山
治
同
体
的
条

例
で
三
川
以
下
の
懲
役
又
は
拘
禁
、
。
万
ウ
ス
ン
以
下
の
罰
金
・
拘

山
川
田
利
料
又
は
立
つ
万
ウ
オ
〆
以
卜
の
過
怠
料
(
過
料
)
の
罰
則
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
一
と
規
定
し
、
条
例
で
刑
事
罰
則
を
制
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
が
罪
刑
法
定
義
を
定
め

た
志
法
第
二
条
と
作
民
の
権
利
制
限
又
は
義
務
賦
認
に
関
す
る
事
項
や

罰
則
を
ー
疋
め
る
場
合
に
は
法
律
の
委
任
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
地

ん
川
治
法
第
丘
条
の
伊
し
害
児
定
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
を
め
ぐ

り
学
説
ょ
の
対
ー
止
が
あ
っ
た
が
、
結
局
、
達
志
の
余
地
が
強
い
と
み
な
さ

れ
一
九
九
同
年
四
月
に
行
わ
れ
た
地
占
自
治
法
改
辻
の
際
、
条
例
違
反
行

為
に
対
し
て
刑
事
罰
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
旧
地
点
山
治
法
第
二
口

条
の
規
定
は
削
除
さ
れ
、
行
政
秩
ザ
訂
の
み
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
現

行
地
方
白
治
法
第
一
仁
条
円
規
定
に
改
7
1
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
条
例
で
鋭

北法58(4-287)1915
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定
で
き
る
出
則
の
内
零
を
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
に
日
本
の
ほ
、
つ

が
刑
事
罰
を
条
例
で
制
疋
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
か
ら
条
例
の
実
効
性
を

何
保
す
る
う
え
で
よ
り
強
い
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
〕

第
川
に
、
長
の
規
則
制
定
権
に
つ
い
て
、
円
本
の
地
心
山
治
法
は
第
一

五
条
項
に
、
「
色
泊
地
方
公
比
川
体
的
長
は
、
法
人
μ
に
違
以
し
な
い
限

り
に
お
い
て
、
そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
閉
し
、
規
則
を
制
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
ー
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
恥
同
の
地
ん
山
治
法
第
二
一

条
に
は
「
地
!
刈
山
治
問
休
の
長
は
、
法
令
又
は
条
例
が
委
任
し
た
範
阿
内

に
お
い
て
ぞ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
閉
し
て
規
則
を
制
疋
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
し
て
お
り
、
法
令
の
委
任
に
基
づ
く
法
人
育
委
任
規
則
と
、
条

例
の
雲
行
に
基
づ
く
条
例
安
行
規
則
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
υ

従
っ
て
、

制
則
は
法
令
や
条
例
の
委
任
の
純
岡
を
組
、
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
委
任
規

則
の
性
質
L
L

、
上
位
の
法
令
な
ど
の
妥
任
範
囲
を
超
え
て
規
定
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
ず
、
法
令
な
と
の
全
休
的
な
立
法
趣
旨
に
違
反
す
る
組
則
を
制

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
の
点
で
、
特
困
の
規
則
制
定
権
は
円
本
に

比
べ
る
と
弱
く
ご
く
制
限
さ
れ
て
い
る
と
芹
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

第

πに
、
広
域
向
治
国
体
条
例
と
基
礎
地
方
自
治
団
体
条
例
と
の
関
係

で
あ
る
。
砕
阿
の
地
ん
川
治
法
第
一
条
一
項
に
は
、
地
点
山
治
川
休
の
世

相
胤
に
つ
い
て
一
山
特
別
布
、
広
域
巾
と
地
及
び
特
別
自
治
道
、
一
ヨ
市
と
部
及

びば」

(μ
は
特
別
巾
と
広
域
市
の
管
斡
区
域
内
に
置
か
れ
る
向
治
区
で
あ

り
、
そ
の
向
治
権
の
範
囲
は
法
令
の
一
疋
め
に
従
っ
て
巾
・
郡
と
異
な
る
こ

と
が
で
き
る
)
の
一
種
類
が
一
疋
め
ら
れ
て
い
る
。
地
方
自
治
団
体
聞
の
関

係
は
、
基
本
的
に
は
、
山
治
体
に
法
人
格
が
ワ
え
ら
れ
(
山
治
法
第
三
条

一
項
)
、
対
等
・
ア
等
の
関
係
を
持
つ
と
さ
れ
る
υ

従
っ
て
、
広
域
地
心

自
治
団
体
と
基
礎
地
ん
い
治
同
体
の
関
係
も
、
荒
本
的
に
は
対
等
・
独
?
止

ν

た
悶
係
を
も
っ
と
さ
れ
る
が
、
引
実
は
、
広
範
な
国
家
長
仔
事
務
の
存

存
に
よ
り
出
域
地

h
自
治
団
体
の
い
討
が
基
礎
地
方
自
治
同
体
の
い
以
を
指

蝉
・
耽
督
す
る
垂
直
的
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
る
c

広
域
地
方
自
治
団
体

は
現
行
法
卜
必
げ
ら
れ
て
い
る
椋
々
な
関
与
・
昨
督
手
段
を
用
い
て
本
礎

地
方
自
治
団
体
を
統
制
し
て
い
る
が
、
条
例
制
定
権
に
対
す
る
統
制
も
そ

の
一
つ
で
あ
る
c

す
な
わ
ち
、
現
行
地
方
自
治
法
第
一
七
条
に
は
、
条
例

と
刻
川
の
立
法
限
界
に
つ
い
て
、
「
市
・
郡
及
び
白
ム

m
k
の
条
例
と
規
則

は
巾
・
道
の
条
例
や
規
則
に
違
以
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
、
広
域
地
ん

自
治
団
体
の
自
治
ウ
法
権
の
基
礎
地

h
自
治
国
体
の
白
村
山
mv止
法
権
に
対
す

る
優
越
を
認
め
て
い
る
〕
こ
の
点
、
地
方
分
権
新
法
に
よ
る
改
正
前
の

い
い
本
の
川
地
点

μ
治
法
で
は
、
広
域

μ治
体
で
あ
る
都
道
府
県
が
慕
縫
自

治
体
む
あ
る
市
川
村
を
包
括
す
る
自
治
体
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
か

つ
、
法
体
系
の
統
一
を
確
保
す
る
矧
{
か
ら
、
川
旧
地
方
自
治
法
第
一
川
条

一
現
に
、
「
都
道
府
県
は
、
市
町
村
の
行
政
事
務
に
問
し
、
法
令
に
特
別

の
疋
め
が
あ
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
条
例
で
必
要
な
児
定
を
設
け
る
こ
と

ItiJと58(4・288)1916
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が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
川
原
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
が

市
町
村
の
わ
政
事
y
加
に
閑
し
一
疋
め
る
条
例
が
、
い
わ
ゆ
る
統
制
条
例
で
あ

り
、
市
町
村
の
行
政
事
務
条
例
が
統
制
条
例
に
遵
反
す
る
と
き
は
、
当
該

布
町
村
の
条
例
は
、
無
効
と
さ
れ
た
(
同
条
四
項
)
。
都
道
府
県
は
、
こ

の
統
制
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
道
凶
川
県
の
独
一
U
の
意
志
で
、

市
町
村
の
行
政
事
務
の
処
理
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
都
道
附
県
が
市

町
村
の
条
例
制
定
権
を
統
制
す
る
ア
段
と
な
っ
と
い
た
が
、
昨
今
の
分
権

改
革
で
こ
の
組
定
は
削
除
さ
れ
た
。

広
域
地
方
自
治
団
体
条
例
の
優
越
刊
を
名
丈
で
認
め
て
い
る
韓
国
の
制

度
は
日
本
の
旧
地
方
自
治
法
上
の
統
制
条
例
制
民
よ
り
も
、
草
礎
地
方
自

治
凶
体
に
対
す
る
強
力
な
統
制
手
段
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
白
川
か
り
み
て

も
、
慢
凶
の
基
礎
地
ん
川
治
川
休
に
お
け
る
川
治
げ
法
権
の
一
円
十
七
件
は
川

本
よ
り
か
在
り
卜
九
き
な
制
約
を
受
け
て
い
る
と
い
え
る
。

近
年
、
日
本
に
お
け
る
条
例
制
定
権
を
め
ぐ
る
げ
法
嶋
境
は
大
主
な
変

化
を
送
げ
て
い
る
九
九

0
年
代
以
降
進
め
ら
れ
た
地
ん
一
分
権
改
革
は
、

一
九

λ
五
年
五
日
に
地
方
分
持
推
進
法
を
制
d

疋
L
、
阿
次
に
わ
た
る
勧
刊

を
総
て
、
一
九
九
八
引
合
片
に
「
地
占
分
権
推
進
引
-
向
」
が
悶
ぷ
決
定
さ

れ
、
九
九
九
年
に
は
阿
計
幽
を
実
現
す
る
た
め
の
間
違
法
律
に
対
す
る

大
幅
な
法
改
T
I
が
れ
わ
れ
、
地
方
分
権
一
軒
法
が
成
立
し
、
一

G
O
O
-
-

凶
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
、
一

C
C
C年
分
権
改
革
の
長
大

の
成
果
は
、
戦
後
長
い
閉
山
町
昨
人
生
権
型
地
ん
山
治
制
伎
の
耐
久
岡
と
な
っ
て

い
た
機
関
委
仔
事
務
制
度
を
廃
止
し
、
新
た
な
事
務
区
分
と
し
て
法
定
乏

託
事
務
と
j

円
治
事
務
を
設
け
た
こ
と
で
あ
る
〕
こ
れ
に
よ
り
、
白
治
体
の

条
例
制
定
格
的
説
阿
は
大
き
く
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
り
す
な
わ
ち
、

従
点
、
機
関
委
『
事
務
に
対
し
て
は
条
例
制
定
住
が
及
ば
な
か
っ
た
の
で
、

条
例
制
定
住
の
組
問
は
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
分
権
改
A
T
に
よ
り
従
来
の

椛
問
委
任
事
務
の
五
五
百
が
白
治
事
湾
化

L
、
自
治
体
の
条
例
の
制
定
此

び
運
用
に
係
る
事
務
孟
が
飛
眼
的
に
川
明
大
し
、
条
例
制
定
梓
の
対
象
と
範

聞
も
ム
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
憲
法
九
凶
条
の
「
法
律
の
範
凶

内
に
お
い
て
」
、
地
ん
自
治
法
一
四
条
の
「
法
令
に
違
反
し
な
い
限
り
に

お
い
て
一
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
本
本
的
性
格
に
は
変

化
が
な
い
た
め
、
新
た
な
自
治
市
4

務
に
つ
い
て
自
治
休
が
ど
こ
ま
で
条
例

で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
自
治
事
務
に
つ
い
て
定
め
る
法
令
の
規

疋
に
よ
り
方
有
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
き
い
と
思
わ
れ
る
い
ず
れ
に
せ
よ
、

今
円
の
川
本
に
お
け
る
条
例
制
定
を
め
ぐ
る
i

止
法
的
報
?
唱
は
、
凶
が
先
占

し
て
い
る
事
務
領
域
に
つ
い
て
は
条
例
制
J

疋
権
が
止
ば
な
い
と
す
る
「
先

占
領
域
論
」
は
、
町
叫
に
過
去
の
も
の
と
な
り
、
独
自
の
存
存

E
哀
を
変
失

し
た
今
川
お
い
て
は
、
分
権
改
正
に
よ
り
改
止
さ
れ
た
地

h
自
治
法
第
一

条
の
二
に
掲
げ
ら
れ
た
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
原
則
、
す
な
わ
ち
、
(
心

凶
際
社
会
に
お
け
る
凶
ま
と
し
て
の
存
ウ
に
関
わ
る
事
務
、
一

Z
全
凶
的
に

北法S8(4.28D)191i
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統
一
し
て
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
国
民
の
諮
川
動
も
し
く
は
地
方
自
治

に
関
す
る
基
本
的
な
準
則
に
関
す
る
事
務
、
③
全
凶
的
な
規
院
で
も
し
く

は
〈
l

阿
的
な
視
点
に
す
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策
及
び
事
業
の

実
施
な
ど
、
と
の
調
和
を
閃
り
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
や
必
要
牲
に
沿
っ

た
条
例
を
、
批
ん
さ
れ
た
条
例
制
定
権
を
前
附
し
い
か
に
創
出
し
運
用
す

る
か
が
、
大
変
重
要
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
つ

一
方
、
収
阿
は
金
大
中
政
権
か
ら
現
置
武
法
政
権
に
至
る
ま
で
育
実
な

分
権
改
革
が
進
め
ら
れ
、
山
中
央
権
限
の
地
ん
移
設
の
た
め
の
地
ん
移
譲
促

進
法
九
九
八
年
)
、
地
方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
の
荒
本
原
則
を
疋
め

た
「
地
占
分
権
特
別
法
」
(
二

0
0
凶
年
三
地
域
間
の
不
均
衡
を
解
消
し
、

白
止
型
地
方
化
を
促
進
し
て
凶
ゑ
の
均
衡
あ
る
発
展
を
阿
る
た
め
の
「
凶

家
均
等
発
反
特
別
法
」
(
一

C
O
凶
年
)
な
と
の
制
定
平
、
地
方
分
権
を

推
進
す
る
た
め
の
円
体
的
な
い
程
と
課
題
を
時
り
込
ん
だ
基
本
引
川
町
で
あ

る
「
地
ん
分
情
ロ

l
ド
マ
ッ
プ
一
(
一

C
O
一
年
)
の
検
定
な
と
に
よ
り
、

地
方
分
権
を
困
政
の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
小
山
へ
党
出
抽
出
地
点
日
治
制
肢
の
杵
と
さ
れ
る
椛
問
委
任
事
務
制
肢
の

廃

H
や
分
権
型
社
会
に
ム
ロ
う
白
治
寸
法
権
の
在
り
ん
な
ど
に
関
す
る
議
論

は
桁
と
論
外
視
さ
れ
て
い
る
の
が
引
状
で
あ
る
つ

本
稿
は
、

l
記
の
よ
う
な
日
韓
の
条
例
制
定
住
を
め
ぐ
る
立
法
的
段
境

や
実
定
法
ト
の
現
状
を
踏
ま
え
、
神
回
の
現
れ
地
ん
円
治
法
制
に
お
け
る

条
例
論
の
現
状
を
、
日
本
の
条
例
品
と
の
比
較
検
討
の
視
点
か
ら
、
条
例

制
疋
佐
の
範
阿
と
限
界
に
関
す
る
神
凶
同
内
に
お
け
る
学
以
や
刊
例
を
中

心
に
桁
介
し
な
が
ら
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
ち
且
衣
と
飽
U

円
は
次
の
よ
う
に

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
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第
に
、
神
凶
の
地
方
自
治
法
制
は
制
度
の
恨
幹
を
な
す
地
ん
い
治
法

そ
の
も
の
が
制
疋
当
初
か
ら
川
本
の
地
方
自
治
訟
を
モ
デ
ル
と

ν
て
制
定

さ
れ
た
た
め
、

H
m
N
の
地
方
自
治
制
度
は
類
似
点
が
多
〈
、
抱
え
て
い
る

謀
題
や
附
題
占
、
に
も
共
通
占
が
多
い
c

特
に
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
条
例

論
に
お
い
て
は
、
地
ん
川
治
制
復
活
以
降
、
円
本
の
条
例
論
に
閲
す
る
学

説
や
理
論
が
多
く
導
入
さ
れ
て
お
り
、
条
例
の
法
律
適
九
門
性
が
問
題
と

な
っ
た
刊
例
に
お
い
て
も

H
本
的
判
例
珂
必
が
か
な
り
反
映
さ
れ
て
い

る
じ
本
稿
は
こ
う
し
た
条
例
論
に
お
け
る
川
幹
の
共
通
点
や
相
違
{
を
比

較
枚
討
の
畑
町
点
か
ら
与
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
韓
の
条
例
論
の
抱
え
る

共
通
し
た
問
題
点
を
凡
山
し
、
白
神
の
地
ん
一
日
治
法
制
に
お
い
て
、
条
例

が
川
治
体
の
政
策
形
成
や
住
民
福
相
の
増
進
な
と
、
地
i
M
山
人
出
の
剤
入
品
を

実
現
す
る
出
具
と
し
て
の
役
相
を
果
た
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
共
通
の

謀
題
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
従
半
、
川
本
で
は
諸
外
国
の
条
例
論
に
閉
す
る
研
究
は
そ
れ

ほ
ど
重
視
さ
れ
ず
、
山
本
同
内
の
条
例
論
に
関
す
る
研
光
が
と
し
て
行

わ
れ
た
た
め
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
蓄
積
さ
れ
た
条
例
論
に
関
す
る
丈
献
の



山
町
で
諸
外
国
の
条
例
論
を
取
り
い
上
げ
た
止
械
は
極
め
て
昂
薄
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
本
稿
が

H
本
で
は
ま
だ
そ
れ
ほ
と
取
り
卜
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

韓
国
の
条
例
品
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
韓
阿
だ
け
で
な
く
諸
外
阿
の

条
例
論
に
関
、
い
を
持
つ
一
契
機
と
な
れ
ば
中
で
あ
る
、
な
お
、
十
本
稿
は
全
凶

中
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
中
の
小
括
に
は
円
惇
的
条
例
論
に
附
す
る
比

較
検
討
を
行
っ
た

第
一
章
緯
同
の
地
方
自
治
法
制
に
お
け
る
条
例
の

位
青
づ
け

韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

第

節

現
行
法
上
の
条
例
制
定
権
の
根
拠

舵
同
の
窓
法
は
一
九
四
八
司
七
日
月
一
七
日
に
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
第

八
章
に
地
方
自
治
団
体
の
宇
務
範
岡
と
地
ん
い
治
阿
休
の
組
織
や
運
日
な

と
地
方
白
人
出
に
閲
す
る
規
定
を
設
け
地
方
白
治
を
憲
法
的
に
保
障
し
て
い

る。
認
同
の
窓
法
は
こ
れ
ま
で
九
次
に
わ
た
る
改
7
1
を
わ
っ
て
い
る
が
、
地

ん
川
治
と
関
連
し
た
キ
な
改
正
日
の
沿
革
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
υ

ま
ず
、
凶
政
を
卜
人
統
預
制
か
ら
議
院
内
閣
制
度
に
変

え
た
第
一
次
改
定
に
お
い
て
は
、
地

h
白
円
治
国
体
長
を
件
民
の
直
長
選
挙

に
よ
り
選
出
す
る
公
選
別
と
し
、
ハ
巴
・
函
・
洞
な
と
の
基
礎
地

hF川
治
同

体
に
ま
で
地
方
山
治
が
実
施
さ
れ
、
地
方
議
会
に
は
条
例
制
定
梓
が
利
与

さ
れ
た
3

次
に
、
平
事
政
権
に
変
わ
っ
た
一
九
六
一
年
の
第
三
共
和
阿
憲

法
で
あ
る
第
五
次
改
暑
い
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
地
心
山
治
に
関
す
る

臨
時
仙
同
法
一
(
九
六
一
年
九
日
日
制
定
)
に
よ
り
、
地
方
一
日
治
が

全
雨
的
に
中
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
条
例
制
定
権
は
中
止
入
行
政
機
関
の

承
認
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
の
そ
し
て
、
大
統
領
也
選
別
、
川
智
弘
裁
判
所
な

ど
を
事
人
し
た
一
九
八
八
年
の
第
九
次
芯
法
改
愈
ド
ー
に
お
い
て
は
、
山
中
附

さ
れ
て
い
た
地
上
川
自
治
が
九
九
年
か
ら
復
日
L
、
地
上
川
自
治
凶
体
長

の
公
選
制
、
地
上
刈
一
議
公
の
構
成
な
と
が
段
附
的
に
実
施
さ
れ
、
地
方
自
治

同
体
的
条
例
制
定
住
が
復
出
し
た
υ

現
行
韓
国
憲
法
は
そ
の
第
八
章
に
地
方
白
治
に
閲
す
る
独
守
し
た
章
を

設
け
、
そ
の
約
七
条
第
一
項
に
、
「
地

h
u治
同
体
は
住
民
の
ね
利

に
関
す
る
事
務
を
処
理
し
、
別
砕
を
色
理
し
、
法
令
の
純
凶
内
で
い
治
に

悶
す
る
規
定
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
十
三
止
め
ら
れ
て
い
る
〕
こ
れ

は
、
愈
法
が
地
上
刀
自
治
凶
体
に
地
点
以
治
行
政
に
関
す
る
権
限
と
責
仔
を

与
え
、
統
治
阿
体
と
し
て
の
刊
怖
を
付
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
白
治
す
法

権
を
承
認
し
た
こ
と
を
H
E

昧
す
る
。

北法58(4-291)1919

定
法
第
一
七
条
第
一
項
の
既
定
に
荒
づ
き
、
地
方
自
治
法
第
一
二
条

に
は
「
地
方
自
治
団
体
は
法
令
の
純
凶
内
で
そ
の
事
務
に
関
し
て
、
条
例
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を
制
定
す
る
こ
と
が
山
点
る
。
刊
し
、
佐
川
町
の
権
利
制
限
止
は
義
務
賦
謀

に
関
す
る
事
現
や
罰
則
を
定
め
る
に
は
法
律
の
委
H
U
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
規
I

記
し
、
同
法
第
三
九
条
項
に
は
、
条
例
の
制
疋
及
び
改
廃
は

地
方
一
読
ん
山
の
議
決
に
よ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
、

、
と
こ
ろ
が
、
憲
法
第
四

C
条
は
、
「
リ
一
法
停
は
、
同
会
に
属
す
る
一
と

定
め
、
凶
会
寸
法
の
原
則
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
憲
法
第
一

一
七
条
約
一
項
の
地
克
F

川
治
同
体
の
条
例
制
定
権
と
、
憲
法
第
凶
口
久
人
の

回
会
的
げ
法
惇
ζ

の
聞
係
が
問
題
と
な
る
υ

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第

凶
O
条
に
よ
り
回
会
は
i

止
法
被
問
と
し
て
の
地
作
手
一
持
つ
が
、
こ
れ
は
凶

公
が
す
法
権
を
独
卜
門
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
、

同
条
は
、
窓
法
秩
序
に
お
い
て
回
会
が
中
心
的
な
げ
法
機
関
で
あ
る
こ
と

と
、
法
律
の
形
式
P
行
わ
れ
る
止
法
機
能
は
必
ず
凶
会
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
す
且
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
地
ん

H
，
巾
川
体
の
条
例
制

定
権
を
妨
げ
る
極
廿
で
は
な
い
と
さ
れ
る
υ

芯
法
第
一
七
条
約
一
頃
の
法
的
判
的
併
を
め
ぐ
っ
て
は
、
地
ん
川
治
権

を
凶
有
株
説
の
ー
止
ぬ
を
取
る
か
伝
来
的
立
場
を
取
る
か
に
よ
り
、
確
認
規

定
説
と
創
設
組
定
説
に
分
か
れ
る
υ

位
認
組
疋
説
は
、
条
例
制
定
の
根
拠

を
地
方
白
治
悶
体
に
保
障
さ
れ
て
い
る
j

円
治
権
に
求
め
、
世
法
第
一
七

条
第
項
や
地
ん
向
治
法
第
一
一
条
の
既
定
が
な
く
て
も
条
例
制
定
住
は

存
在
し
、
窓
法
第
一
一
七
条
第
一
項
の
児
定
は
そ
れ
を
砕
認
す
る
規
定
に

一
方
、
創
設
凱
定
説
は
、
愈
法
第
一
七
条
第

的
規
定
は
確
認
規
定
で
は
な
く
、
創
設
規
定
で
あ
り
、
地
l

力
自
治
法
第
一

一
条
は
こ
の
憲
法
児
定
に
荒
つ
一
主
、
名
称
、
形
式
、
児
定
事
項
の
範
阿
な

ど
を
明
確
に
し
た
こ
と
に
過
き
な
い
と
い
、
っ
。
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過
ぎ
な
い
と
い
う
υ

項

七
条
第
一
項
は
、
自
治
に
関
す
る
包
括
的
な
規
則
制
定
権

と
し
て
条
例
制
疋
惟
を
保
障
し
て
い
る
の
で
、
原
則
的
に
回
の
げ
法
は
凶

公
が
、
地
方
自
治
団
体
の
す
法
は
地
点
主
読
ん
ム
が
担
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、

山
法
維
の
機
能
的
配
分
を
阿
っ
て
い
る
、
従
っ
て
、
法
律
に
よ
っ
て
も
白

治
の
伐
心
的
な
部
分
は
侵
害
で
き
な
い
こ
と
を
規
i

注
し
、
こ
れ
に
必
要
な

ー
リ
法
権
を
地
ト
ル
山
治
同
体
の
権
限
と
し
て
保
障
し
た
の
で
あ
る
、
法
令
に

お
い
て
白
治
に
関
す
る
事
項
を
詳
細
に
混
疋

L
、
条
例
制
定
権
を
制
約
す

憲
法
第
一

は憲る
違法こ
tt(のと
@は
相旨地
却J に h
で反山
あす治
る 1るを
こ保
と障
でし
あ向
i) ムi門

j也悶
);す
11 る
治条
の例
本巾l
!Ef定
に権
以を
す授
る中主

体人
1-r- 1<.. 

第

節

条
例
の
法
的
性
質
に
閲
す
る
学
説

一
般
的
に
、
条
例
と
は
自
治
体
が
法
令
の
範
問
内
で
そ
の
権
限
に
凶
す

る
事
務
に
関
し
て
地
ん
議
会
の
一一
議
沃
に
よ
り
制
定
さ
れ
る
法
で
あ
る
の
条

例
は
不
特
定
多
数
人
に
対
し
て
対
外
的
拘
以
力
を
持
つ
法
規
で
あ
り
、
形



式
的
意
味
の
法
律
で
は
な
い
が
、
実
質
的
意
味
の
法
律
に
該
当
す
る
。

条
例
的
法
的
ザ
質
は
条
例
制
ど
停
の
根
拠
と
関
連
が
あ
り
、
特
に
、
条

例
制
定
の
範
岡
を
決
め
る
重
県
な
基
ヰ
で
も
あ
る
3

条
例
の
法
的
件
質
に

つ
い
て
特
国
的
公
法
学
者
の
山
で
は
、
公
法
上
の
尚
権
的
権
力
の
作
一
世
と

法
規
と
し
の
性
質
を
持
つ
占
に
つ
い
て
は
川
会
一
闘
が
な
い
が
、
条
例
が
自
宇

法
と

v

て
の
刊
質
を
持
っ
か
、
委
任
育
法
と
〕
て
の
院
質
を
仔
っ
か
に

ょ
っ
と
、
条
例
山
ム
法
、
以
と
条
例
委
任
立
法
日
誌
の
対
止
が
み
ら
れ
る
の

韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

一
条
例
片
キ
止
法
前

条
例
自
主
司
法
説
は
地
方
自
治
体
併
に
関
す
る
同
右
権
説
に
立
っ
か
、
伝

来
引
に
v
げ
つ
か
に
よ
っ
て
同
有
権
的
一
U
4寸
法
説
と
伝
来
的
白
巳
平
止
法
説

に
分
か
れ
る
が
、
条
例
は
当
1
4

同
地
点
山
治
川
休
の
事
務
に
閉
し
て
規
定
す

る
日
十
法
で
あ
る
と
い
う
占
で
は
致
し
て
い
る
、

凶
有
権
的
自
主
立
法
引
は
、
地
ん
山
治
阿
休
が
持
つ
自
治
権
は
一
日
然
権

的
凶
有
権
で
あ
り
、
憲
法
に
規
1
4
が
な
く
て
も
地
ん
片
治
川
休
の
凶
有
の

領
域
に
関
す
る
事
務
は
地
方
自
治
同
体
の
条
例
で
規
律
で
き
、
従
っ
て
、

地
方
自
治
凶
体
の
阿
有
事
務
に
関
し
て
は
憲
法
に
基
づ
か
な
く
て
も
、
条

例
を
制
定
で
き
る
と
い
う
、
〕
ま
た
、
地
方
白
治
の
固
有
の
領
域
に
お
い
て

は
日
治
リ
リ
訟
で
あ
る
条
例
と
凶
の
法
律
が
抵
触
し
て
も
条
例
に
優
先
的
な

効
力
が
あ
る
か
ら
、
法
律
的
効
力
は
排
除
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
J

こ

の
説
に
よ
る
と
、
窓
法
第
一
七
条
の
「
法
令
の
範
囲
内
」
の
意
味
は
、

固
有
事
務
に
つ
い
て
は
H
Z

昧
が
な
い
規
定
と
き
れ
る
か
、
緩
和
し
て
解
釈

さ
れ
る
3

す
な
わ
ち
、
地
方
自
治
同
体
の
固
有
事
務
に
閣
す
る
条
例
に
悶

し
て
は
白
然
権
的
同
有
権
で
あ
る
自
治
権
の
わ
使
で
あ
る
か
ら
、
法
律
世

保
、
と
法
律
優
依
の
原
則
が
適
刷
さ
れ
な
い
と
き
れ
る
。

他
方
、
伝
来
的
自
主
止
法
説
は
地
上
川
自
治
権
に
悶
す
る
伝
来
説
に
本
づ

き
、
条
例
は
憲
法
に
よ
り
同
家
の
統
治
権
の
一
部
と
し
て
困
か
ら
地
方
自

治
凶
体
に
仏
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ζ

い
う
、
こ
の
説
は
、
法
律
の
条
例

に
対
す
る
優
作
を
認
め
な
が
ら
も
、

fu治
権
の
本
質
を
さ
す
る
程
度
の
法

律
に
よ
る
条
例
制
定
権
の
制
約
は
違
世
と
さ
れ
る
、
だ
が
、
こ
の
場
合
で

も
、
同
有
事
務
領
域
に
お
い
て
制
定
さ
れ
た
凶
の
法
令
に
優
先
す
る
こ
と

は
山
山
来
ず
、
同
法
体
系
か
ら
完
全
に
独
す
し
た
州
他
的
・
閉
鎖
的
な
地
心

法
体
系
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。
条
例
は
自
主

U
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
は
念
法
の
承
認
を
会
け
出
来
し
た
も
の
で
あ
り
、
広
五
の
立
味
で
同
法

秩
序
の
山
町
に
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
芯
法
第
一
七
条
第
一
項
の
「
法

令
の
純
凶
山
川
」
の
設
定
は
、
そ
れ
の
現
れ
で
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
伝
来
的
自
主
立
法
説
的
凡
併
に
お
い
て
も
、
地
方
自
治

川
休
の
白
治
権
な
い
し
川
治
事
務
(
固
有
事
務
)
は
芯
法
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
た
制
度
的
保
院
の
一
つ
で
あ
り
、
従
っ
と
、
自
治
事
務
に
対
し
て
は

法
令
に
違
以
し
な
い
限
り
、
法
令
の
何
別
的
な
委
任
が
な
く
て
も
条
例
を

北法58(4.29:;) 1921 



械究ノ ト

一時
Y

制
定
で
き
る
と
さ
れ
る
。

一

条

例
委
任
。
止
法
説

条
例
委
任
寸
法
説
は
法
体
系
に
お
け
る
条
例
の
位
世
づ
け
か
ら
条
例
の

法
的
性
質
や
検
川
し
て
い
る
。
こ
の
叫
に
よ
る
と
、

一H
治
権
は
回
家
権
hu

か
ら
う
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、条
例
制
定
権
も
阿
家
権
か
か
ら
内
来
し、

憲
法
を
煎
点
と
す
る
法
体
系
に
お
い
て
条
例
は
法
律
の
授
梓
に
基
づ
く
委

仔
立
訟
の

一
う
で
あ
る
ζ

い
う
、

条
例
は
行
政
機
関
の
命
令
と
同
株
に
法

律
的
授
権
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
地

h
自
治
団
体
的
性
民
の
格

制
・
義
務
に
凶
し
て
規
律
す
る
場
A
H
は
、
必
ず
法
待
の
委
任
が
必
誌
で
あ

り
、
従
っ
て
、
粂
例
制
定
権
は
地
方
自
治
法
的
授
指
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、

法
律
伺
保
原
則
と
法
律
優
位
向
原
則
は
必
「
適
用
さ
れ
る
と
い
、つ
じ

こ
の
説
を
キ
仮
す
る
韓
国
の
八
ム
法
日
了
者
の
見
解
に
よ
る
と
、
「
地

h
自

治
凶
体
の
円
品
川
立
松
棒
は
窓
法
ト
的
行
政
権
の

つ

で

あ

り
、

そ

の

却

を
形
成
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
忘
峠
で
同
治
。止
法
権
も
行
政
権
と
同
様
に

法
律
の
優
位
及
び
法
律
の
伺
保
原
則
の
文
配
下
に
あ
る
も
の
と
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
、
ま
た
、

「地
l
H
H
治
判
休
の

U
4山
由
法
楠
は
わ
政
行
為
的

一
部
で
あ
り
、
従

っ
て
、
そ
れ
は
当
然

h
政
の
法
律
適
合
刊
を
持
つ」

と

か
、
「
条
例
も
行
政
主
体
が
定
め
る
法
規
純
で
あ
る
か
ら
、
一
一
楕
の
行
政

寸
法
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
他
の
行
政
立
法
で
あ
る
拡
刻
命
令
と
は
違
い

hu-

が
あ
る
し
と
述
べ
て

い
る
n

攻
す
る
仁
、
条
例
委
任
立
法
説
は
地
方
自
治

同
体
の
条
例
制
'走
れ
為
は
、

一
種
の
行
政
行
為
で
あ
る
か
ら
、
条
例
の
制

足
に
は
必
ず
法
律
の
委
任
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。

北法58(4・294)1922 

一
学
説
の
検
付

一
般
的
に
、
条
例
と
は
地
ん
自
治
川
体
が
法
人
引
の
範
開
内
で
そ
の
権
限

仁
属
す
る
事
務
に
閲
し
て
地
む
議
会
的
議
決
で
制
定
さ
れ
る
法
で
あ
る
。

地
方
自
治
団
体
が
条
例
制
定
梓
を
通
じ
て
白
治
す
法
維
を
持
つ
こ
と
は
、

憲
法
卜
の
権
力
分
寸
原
則
に
違
以
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
車
訟
一
一

ヒ
条

第
一
項
に
よ
り
明
止
を
持
っ
て
保
障
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
条
例
に
関
す

る
実
定
法
ト
の
根
拠
規
定
で
あ
る
地
占
自
治
法
第
一
一
条
は
、
憲
法
ト
の

規
起
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、

条
例
制

疋
惟
を
創
設
し
た
も
の
で
は

一、
、.
2

4
u
 

条
例
の
法
的
利
賀
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
愈
法
卜
保
障
さ
れ
た
地
占

自
治
を
具
体
化
す
る
た
め
の
法
的

T
段
で
あ
る
条
例
制
定
権
の
範
囲
と
限

界
を
設
定
す
る
上
で
副
市
に
重
要
な
法
的
課
題
で
も
あ
る
。
条
例
の
法
的

性
質
に
闘
し
て
、
ゆ
凶
で
は
粂
例
自
主
カ
法
説
と
条
例
委
任
烹
法
誌
の
対

守
げ
が
み
ら
れ
る
が、

地
方
自
治
を
保
障
し
た
現
行
韓
国
の
憲
法
「
に
お
け

る
多
数
説
は
条
例
自
主
立
法
説
、

時
仁
、
伝
山
本
的
白
土
古
法
説
で
あ
る
と

〔山一

行
え
る
。

同
ム
行
棒
説
に
某
づ
い
た
条
例
自
+で
斗
訟
説
は
、

山
治
梓
を
自
炊
、



権
的
な
囚
有
権
と
し
て
捉
え
、
条
例
制
定
権
に
関
す
る
憲
法
の
組
定
が
な

く
て
も
地
方
自
治
団
体
の
同
右
の
事
務
領
域
に
お
い
て
は
山
市
に
条
例
を

制
疋
で
き
る
自
主
訟
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
岡
有
権
説
の
説
く
よ
う
に

今
円
の
地
方
自
治
別
に
お
い
て
は
岡
京
か
ら
完
全
に
独
す
し
た
地
方
自
治

問
休
を
但
1
4
す
る
こ
と
は
同
家
法
秩
序
の
統
一
性
的
接
求
か
ら
も
、
ま
た
、

引
刊
行
地

hf片
治
制
反
が
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
、
制
度
化
き
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
み
て
も
困
難
で
あ
り
、
現
行
窓
法
秩
出
に
以
す
る
は
埋
で
あ
る

こ
百
、
え
ヲ
ハ
w

、

韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

他
方
、
条
例
を
単
純
な
委
汀
i

止
法
の
一
極
と
し
て
抗
え
る
条
例
委
任
I
げ

法
引
は
、
次
の
よ
う
な
現
出
か
ら
妥
当
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
、
現
行
韓

国
窓
訟
が
、
そ
の
第
一
一
ヒ
条
第
項
に
「
地
方
自
治
同
体
は
法
令
の
範

問
内
で
白
治
に
閲
す
る
規
定
を
制
定
す
る
こ
と
が
山
山
米
る
」
と
し
、
条
例

制
定
住
を
保
障
し
て
い
る
趣
己
円
か
ら
見
て
も
、
念
法
が
地
ん
向
治
凶
体
に

対
し
て
、
凶
の
行
政
機
関
に
対
す
る
妥
任
命
令
制
定
権
と
は
区
別
さ
れ
る

白
主
寸
法
権
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
「
法
令
の
範
附

内
」
と
は
、
「
法
令
の
委
仔
に
よ
っ
て
」
と
そ
の
肝
釈
が
択
な
る
か
ら
で

あ
る
c

「
法
令
の
純
岡
山
」
と
は
、
条
例
と
法
令
が
抵
触
す
る
場
合
は
法

令
が
優
先
し
、
条
例
は
既
存
の
法
令
に
違
反
し
て
制
主
で
き
な
い
こ
と
を

意
味
し
、
こ
れ
は
、
法
律
優
位
の
原
則
を
宣
言
す
る
に
止
ま
り
、
少
な
く

と
も
、
地
方
自
治
団
体
が
自
治
苧
務
の
領
域
の
お
い
て
は
山

4
的
に
条
例

を
制
定
で
き
る
こ
と
を
凶
行
休
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
υ

結
局
、
条
例
制
定
梓
は
愈
法
第
一
七
条
第
項
に
よ
り
保
障
き
れ
た

も
の
で
あ
り
、
法
律
の
委
停
が
な
く
て
も
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
条
例
は
地
占
自
治
凶
体
の
向
治
権
に
基
づ
き
、
民
羊
的
正
当
糾
れ
を
持

つ
地
方
議
会
か
ら
制
?
'
疋
き
れ
る
向
キ
法
で
あ
る
が
、
国
法
体
系
か
ら
完
併

に
独
す
し
た
排
他
的
・
閉
鎖
的
な
地
上
川
法
で
は
な
く
、
憲
法
を
頂
{
と
す

る
国
法
体
系
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
条
例
制
定
権
は
同
家
の
統
治

梓
か
ら
伝
来
さ
れ
、
自
治
事
務
に
閲
し
て
は
法
令
に
違
反
し
な
い
限
り
伺

別
の
法
令
の
委
任
が
な
く
て
も
条
例
を
制
定
で
き
る
も
の
と
解
釈
す
べ
き

で
あ
る
、

第

節

括

円
本
の
場
介
、
条
例
制
定
権
の
法
的
根
拠
は
愈
法
第
九
四
条
と
地
方
自

治
法
第
一
同
条
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
日
本
国
芯
法
は
第
一
八

市
に
地
五
向
，
巾
に
関
す
る
規
J

疋
を
別
途
に
設
け
地
五
向
，
巾
を
保
障
し
て
い

る
。
第
九
一
条
に
は
「
地
方
公
民
阿
体
的
組
織
及
び
運
山
に
関
す
る
事
項

は
、
地
I
M
j円ム
m
の
本
己
円
に
来
い
て
、
法
令
で
こ
れ
を
定
め
る
」
と
し
、
地

ん
一
日
治
の
草
本
原
則
を
宣
一
凶
し
、
約
九
同
条
に
は
「
地
点
公
共
同
体
は
、

そ
の
則
産
を
管
理
し
、
事
務
を
処
理
し
、
及
び
行
政
を
執
行
す
る
権
能
を

北法58(4-29;))1923
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h
L、
法
悼
の
範
囲
内
で
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
ー
と
し
、
自

治
財
政
梓
、
自
治
わ
政
権
、
自
治
す
法
維
を
明
示
し
て
い
る
。

こ
の
条
例
制
疋
惟
に
閉
す
る
恋
法
上
の
刻
疋
を
め
ぐ
っ
て
、
条
例
制
定

権
が
愈
法
の
似
障
す
る
F

川
治
権
の
つ
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
今
円
治
ど

午
い
は
な
い
が
、
そ
の
憲
法
上
の
根
拠
及
び
範
阿
を
め
ぐ
っ
て
学
引
の
対

す
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
第
一
説
は
、
い
わ
ゆ
る
創
設
説
止
は
授
権
規
定

説
と
昨
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
'
U
法
L
L
保
障
さ
れ
た
自
治
権
(
憲

法
第
九
一
条
)
に
ん
河
川
ま
れ
る
条
例
制
ー
'
疋
維
を
、
自
治
体
の
存
立
を
維
持
し

活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
組
織
・
辺
営
に
刈
す
る
内
部
的
規
律
に
つ
い
て

の
一
般
的
規
範
の
だ
烹
に
限
J

疋
し
、
そ
の
構
成
員
た
る
性
民
に
新
た
な
義

務
を
M
M
L
、
そ
の
権
利
日
出
を
制
限
す
る
実
質
的
意
味
に
お
け
る
法
規
を

定
止
す
る
に
は
、
そ
の
た
め
の
特
別
の
托
権
が
白
川
ー
で
あ
る
と
す
る
つ
そ

し
と
条
例
制
定
格
を
定
め
る
憲
払
約
九
同
条
が
、
こ
の
実
質
的
意
味
に
お

け
る
法
規
を
定
v

止
し
う
る
自
治
立
法
権
を
憲
法
ト
創
設
校
権
し
た
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
、
国
を
唯
の
i

止
法
機
関
と
す
る
憲
法
約
四
一
条
の
例
外

を
志
法
上
特
に
認
め
た
規
定
で
あ
る
と
す
る
。

第
二
説
は
、
い
わ
ゆ
る
確
認
規
定
以
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

条
例
制
定
権
の
根
拠
に
つ
い
て
、
自
治
体
が
川
治
体
と
し
て
の
存
止
を
認

め
ら
れ
て
い
る
限
り
、
そ
の
事
務
に
関
し
て
法
規
を
設
け
る
こ
と
は
、
そ

の
一
日
治
権
の
内
市
什
と
し
て
こ
れ
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
条
例

制
定
住
に
は
、
山
治
権
を
認
め
る
凱
ハ
疋
の
他
に
、
法
的
根
拠
を
必
裂
と
し

な
い
と
す
る
見
解
と
、
憲
法
第
九
一
条
で
保
障
さ
れ
て
い
る
地
ん
い
治
梓

ItiJと58(4・296)1924 

るに
見は
解条
が例

争h型
@ ーノζ

。権

ニカ2
0) 当
見扶
解合
にま
よ jし
るる
ムシ
、L

.w. 
忠弘

九

るι
、々

根
拠
を
〆ι
め

憲
法
第
九
同
条
の
埠
J

疋
は
、
確

J
K
的
意
味
を
右
す
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
り
、

そ
の
法
的
立
味
は
法
律

と
条
例
の
関
係
に
つ
い
て
規
定
し
た
こ
と
に
あ
る
。

第
三
説
は
、
山
治
体
の
条
例
制
定
権
が
九
四
条
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た

の
か
、
九
一
条
の
「
地
方
自
治
の
本
旨
一
に
す
で
に
合
ま
れ
て
い
る
か
と

い
う
議
論
は
、
あ
ま
り
H
E

昧
が
な
い
と
し
、
円
本
凶
芯
法
は
、
九
一
条
の

「
地
方
白
治
の
本
旨
」
の
環
と
し
て
九
凶
条
で
条
例
制
J

疋
桂
を
含
む
地

ん
一
日
治
権
の
保
障
を
明
記
し
た
の
で
あ
り
、
条
例
制
定
権
は
九
一
条
と
九

一
条
が
あ
い
ま
っ
て
憲
法
L
L

に
保
障
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
っ

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
説
は
、
条
例
制
定
枠
悼
の
憲
法
L
L

の
根
拠
を

憲
法
第
九
一
条
ま
た
は
九
州
条
に
求
め
る
↑
口
で
異
な
る
と
は
い
え
、
念
法

が
実
質
的
草
昧
の
法
視
の
定
I

止
を
含
む
自
治
i

止
法
権
を
保
障
し
て
い
る
と

し
、
条
例
制
定
権
の
根
拠
を
憲
法
に
求
め
、
条
例
制
定
に
お
い
て
川
速
に

法
伴
の
授
権
は
泣
し
な
い
と
与
え
る
内
に
お
い
て
は
一
致
し
て
い
る
。

最
高
及
の
判
例
も
条
例
制
定
時
恨
の
根
拠
に
つ
い
て
、
「
地
方
公
共
川
体

が
制
定
す
る
条
例
は
、
定
法
が
特
に
民
キ
義
政
治
組
織
の
欠
く
べ
か
ら

ざ
る
構
成
と
し
て
保
障
す
る
地
方
自
治
的
本
旨
に
基
づ
き
(
同
九
条
)
、



也
一
掩
愈
法
九
凶
条
に
よ
り
法
律
の
範
凶
内
に
お
い
て
制
定
す
る
権
能
を
認

め
ら
れ
た
円
治
斗
誌
に
外
な
ら
な
い
c

従
っ
て
条
例
を
制
?
注
す
る
権
能
も

そ
の
効
力
も
法
律
の
認
め
る
範
囲
を
起
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど

も
、
法
律
の
範
凶
内
に
あ
る
か
さ
旬
、
条
例
は
そ
の
効
か
を
有
す
る
も
の

m-

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
と
し
、
条
例
制
定
権
の
根
拠
は
憲
法
に
あ

り
、
条
例
制
定
に
お
い
て
別
途
に
法
律
の
授
権
は
裂
し
な
い
こ
と
を
一
ボ
し

て
い
る
、

韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

一
方
、
円
治
立
法
権
を
保
障
し
た
憲
法
第
九
州
灸
ー
の
組
定
を
会
け
て
、

地

h
自
治
法
第
一
四
条
に
は
、
「
4
R
通
地

h
公
共
団
休
は
、
法
令
に
反
し

な
い
限
り
に
お
い
て
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
、
自
治

体
の
条
例
制
定
権
を
組
疋
し
て
い
る
c

条
例
制
定
権
に
う
い
て
定
め
る
本

条
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
念
法
九
凶
条
の
解
釈
と
の
間
連
で
様
々
な
清
F

干

説
が
見
ら
れ
る
が
、
大
き
く
一
つ
に
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
υ

一
つ
は
、

い
わ
ゆ
る
確
認
規
定
説
(
条
例
円
キ
止
法
説
)
で
あ
る
こ
れ
は
、
条
例

制
定
権
の
根
拠
が
芯
法
川
体
に
保
立
す
る
以
上
、
法
悼
の
特
別
の
校
権
や

媒
介
を
必
裂
と
せ
ず
、
条
例
は
原
則
的
に
当
該
自
治
体
の
事
務
に
関
し
て

定
止
さ
れ
る
自
治
体
の
い
が
法
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
に
よ
る
白

治
止
法
権
の
授
権
は
、
川
治
体
の
事
務
に
つ
い
て
、
法
律
に
矛
盾
・
ほ
触

し
な
い
範
囲
で
、
包
析
的
に
自
治
体
囚
有
の
日
ー
+
法
を
定
止
し
う
る
権
能

を
一
日
治
体
に
与
え
る
肱
旨
で
あ
る
、
命
令
の
よ
う
に
法
律
に
よ
る
委
仔
を

改
め
亡
必
要
と
せ
ず
、
ま
た
憲
法
に
は
、
本
主
自
治
体
の
事
務
処
現
住
能

に
属
し
な
い
事
務
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を
法
律
が
自
治
体
に
委
任
す
る

場
合
も
、
そ
れ
は
、
概
括
条
項
に
よ
る
一
般
的
、
包
括
的
委
任
で
足
り
る
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
地
方
自
治
法
第
一
凶
条
項
は
、
山
治
げ
法
権
の

根
拠
を
?
元
め
た
も
の
で
は
な
く
、
憲
法
自
身
に
よ
る
ほ
停
を
地
ん
い
治
法

上
確
認
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。

も
う
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
創
設
規
定
説
(
条
例
委
任
す
法
説
)
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
条
例
制
1

疋
維
が
法
律
の
民
権
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
と
解

ー
ザ
、
条
例
も
阿
の
命
令
と
阿
桜
に
委
汀
i

止
法
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
っ

す
な
わ
ち
、
近
代
法
と
い
う
の
は
憲
法
を
政
点
と
し
て
そ
の
下
に
法
律
が

あ
り
、
法
伴
の
授
徒
に
よ
っ
て
命
令
・
条
例
が
制
'
疋
き
れ
る
と
い
う
法
体

系
を
持
う
も
の
で
あ
る
じ
そ
し
て
、
こ
う
し
た
法
体
系
の
一
貫
性
に
よ
り

近
代
法
の

U
的
F

女
定
位
、
個
人
の
権
利
白
山
の
保
君
、
行
政
の
心
地
法
制
い

が
保
障
さ
れ
る
c

従
っ
て
、
条
例
の
法
的
性
質
を
与
麿
す
る
除
、
そ
れ
が

近
代
法
休
系
の
小
で
ト
門
め
て
い
る
位
同
を
ま
ず
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
う
す
る
と
、
条
例
は
法
体
系
に
お
い
て
命
令
と
同
様
、
法
律
の
授

権
に
よ
っ
て
初
め
て
制
疋
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解

に
よ
る
と
、
地

h
自
治
法
第
一
同
条
の
既
定
は
愈
法
第
九
四
条
の
川
治
止

法
権
保
瞳
既
定
を
確
認
し
た
確
認
規
定
で
は
な
く
、
直
接

μ治
体
に
条
例

制
疋
惟
を
反
権
す
る
創
設
mm
疋
と
さ
れ
る
c

北法58(4.297) 1925 



叶究ノ ト

こ
の
自
治
法
一
同
条
の
規
定
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
向
治
斗
法
権

白
体
は
窓
誌
に
よ
っ
て
賦
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
治
法
一
凶
条
は
、

「
川
治

υ
法
権
の
恨
拠
を
定
め
た
も
の
で
は
な
く
、

fE干
法
の
法
形
式
を

明
瞭
に
し
、
そ
の
規
定
事
足
の
範
岡
を
他
の
法
形
式
と
の
刷
に
お
い
て
確

定
す
る
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
一
と
い
う
、
確
認
規
定
一
リ
叫
が
が
通
説
と

さ
れ
る
。

条
例
制
定
権
の

U
的
件
直
に
つ
い
て
は
、
円
峰
と
も
に
、
窓
法
に
よ
っ

て
条
例
制
ど
惇
が
保
障
き
れ
て
い
る
こ
と
、
条
例
制
ど
惇
は
法
律
に
よ
る

制
限
に
収
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
条
例
は
当
設
自
治
休
の
ポ
務
に

つ
い
て
制
d

ぷ
す
る
向
キ
リ
止
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
一
致
し
て
い
る
の
ま

た
、
条
例
制
定
権
の
根
拠
を
憲
法
自
体
に
求
め
、
条
例
に
関
す
る
実
定
法

上
の
恨
拠
規
定
で
あ
る
地
方
白
治
法
上
の
制
定
(
日
本
の
場
合
は
一
同
条
、

特
凶
の
場
合
は
一
条
)
は
、
第
次
的
な
ね
権
規
山
で
は
な
く
、
窓
法

の
規
定
を
受
け
て
、
組
疋
事
項
の
純
凶
を
具
体
化
・
明
際
化
し
た
趣
旨
に

過
ぎ
な
い
し
、
条
例
制
J

疋
権
を
創
設
す
る
意
味
で
は
な
い
こ
と
に
に
つ
い

て
も
致
し
て
い
る
c

た
だ
、
科
阿
の
ぬ
ん
門
は
、
片
山
民
の
梓
利
・
義
務
に

閲
す
る
事
項
な
い
し
権
利
川
限
・
義
務
欧
州
師
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
、
実
定
法
!
の
況
定
が
個
別
的
法
律
の
委
任
を
民
求
し
て
い
る
問
係
上

(
日
治
法
一
一
条
刊
し
中
円
規
定
)
、
い
わ
ゆ
る
、
住
民
の
格
利
義
務
に
関

わ
る
行
政
事
務
領
域
の
条
例
を
制
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
法
律
の
伺
別
的

委
任
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
日
本
の
場
合
は
、
峰
凶
の
自
治
法
一

し
亭
円
規
?
一
涯
の
よ
う
な
制
限
条
項
が
ぷ
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
公
権
力
を

も
っ
て
作
民
に
命
令
強
制
し
、
権
利
自
由
を
侵
占
汗
す
る
い
わ
ゆ
る
干
沙

行
政
(
ロ
E
司
ミ
2
2き
去
E
足
)
に
か
か
わ
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
も

一…ydJ

法
伴
の
特
別
の
托
維
は
必
要
と
し
な
い
解
さ
れ
て
い
る
。

ItiJと58(4・298)1926

タc
ノ飾、

但

第
三
草

地
方
自
治
団
体
の
事
務
と
条
例
制
定
権

地
方
白
治
同
体
は
法
令
の
範
囲
内
で
そ
の
ポ
務
に
問
1
d

て
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
条
例
制
定
権
の
範
囲
を
知
る
に
は
条
例
制
定
権

が
及
ぶ
事
項
的
範
阿
を
限
定
し
て
い
る
地
ん
一
日
治
同
体
の
事
t

材
体
系
に
つ

い
て
坦
桝
す
る
こ
と
は
叩
要
で
あ
る
。
地
ん
川
治
川
休
の
事
務
体
系
に
つ

い
と
地
ん
向
，
巾
法
第
九
条
第
一
頃
に
「
地
ん
一
日
治
同
体
は
そ
の
官
幡
町
川
域

内
の
自
治
事
務
と
法
令
に
よ
り
地
ん
U
治
阿
休
に
属
す
る
事
務
を
処
理
す

る
」
と
規
定
し
、
同
法
第
口
一
条
に
は
「
巾
・
逼
と
市
・
郡
川
治
区

で
い
抽
行
す
る
阿
軍
事
務
は
法
令
に
他
の
規
J

疋
が
な
い
限
り
市
田
道
知
事
と

市
長
・
郡
守
及
び
自
治
区
の
区
庁
長
に
委
れ
し
て
行
、
っ
」
と
涜
'
疋

L
、
第

一
心
三
条
に
は
「
地
ん
川
治
川
休
の
ぷ
は
当
該
地
I
M
j円
治
川
休
の
ポ
務
と

法
令
に
よ
り
そ
の
地
ん
日
治
同
体
の
い
以
に
委
任
さ
れ
た
事
務
を
官
却
し
執

行
す
る
」
と
組
ぞ
足
し
て
い
る
c

こ
の
九
条
第
一
項
の
児
定
は
自
治
事
務
と



同
体
委
任
事
務
つ
い
て
、
。
一
条
と
一
つ
一
一
条
の
規
定
は
機
関
委
任
事

務
に
つ
い
て
組
定
し
た
も
の
で
あ
る
h

上
記
の
よ
う
な
地
ん
f

川
治
問
休
の
事
務
体
系
に
お
い
て
地
方
自
治
団
体

の
条
例
制
定
権
が
及
ぶ
範
阿
は
、
固
有
事
務
で
あ
る
向
治
事
務
と
凶
体
委

仔
事
務
に
限
る
と
い
う
の
が
、
学
会
の
支
配
的
な
見
解
で
あ
り
、
判
例
上

も
確
守
さ
れ
た
見
解
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
地
方
自
治
団
体
の
事
湾
体
系
や
事
務
の
内
存
と
条
例
制
定

権
の
範
附
に
う
い
て
述
べ
て
み
る
こ
ζ

に
す
る
J

第
節
地
上
刈
向
治
凶
体
の
事
務

韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

一
宇
務
の
類
型

(
二
自
治
事
務
(
固
有
事
務
)

日
治
事
務
と
は
地
ん
い
治
阿
休
が
そ
の
仕
事
を
遂
わ
す
る
に
当
た
っ
て

因
山
本
又
は
他
の
地
方
自
治
団
体
か
ら
ず
渉
さ
れ
ず
、
片
己
の
宵
γ
心
と
育
げ

の
下
で
作
民
の
和
利
増
進
の
た
め
に
処
到
す
る
地
五
円
，
巾
川
体
本
点
の
事

務
で
あ
り
、
地
占
白
円
治
国
体
の
存
す
の
円
的
に
川
崎
す
る
事
務
を
旧
制
す
。
地

ん
川
治
法
第
九
条
一
項
に
は
「
地
点
fU治
岡
休
は
そ
の
管
科
区
肢
の
自
治

事
務
と
法
令
に
よ
り
他
の
地
ん
一
円
治
川
体
に
属
す
る
事
務
を
処
理
す
る
」

と
規
定
し
、
自
治
事
務
に
関
す
る
組
ー
'
疋
が
置
か
れ
て
い
る
c

地
ん
い
治
阿

体
の
自
治
事
務
は
法
令
に
よ
り
国
家
止
は
他
の
地
ん
向
治
川
休
に
帰
凶
き

れ
な
い
限
り
、
作
民
的
福
利
に
関
す
る
全
て
の
事
務
が
合
ま
れ
る
自
治

事
務
は
任
意
的
自
治
事
務
と
義
務
的
j

円
治
事
務
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
義
務
事
務
に
は
教
育
法
に
よ
る
初
等
守
校
の
投
開
と
そ
の
経
営
義
務
、

汚
泥
清
掃
は
に
よ
る
汚
泥
処
理
義
務
、
伝
染
病

F
防
法
に
よ
る
予
防
接
持

施
行
・
予
防
施
設
の
義
務
、
消
防
法
に
よ
る
消
防
事
務
な
ど
が
あ
る
つ
任

意
的
自
治
事
務
を
随
意
事
務
、
義
務
的
自
治
事
務
を
必
要
事
務
と
い
う
、

日
治
事
務
は
憲
法
第
一
七
条
第
一
項
で
規
定
し
て
い
る
「
作
民
的
制

利
に
閲
す
る
事
務
」
と
地
方
白
治
法
第
九
条
第
項
の
「
そ
の
管
稽

R
域

の
什
治
事
務
」
で
あ
る
。
自
治
事
務
の
処
理
科
賀
は
当
設
地
方
自
治
団
体

が
ル
額
負
担
す
る
の
が
原
別
で
あ
る
c

自
治
事
務
に
つ
い
て
は
補
助
の
根

拠
が
法
令
に
定
め
ら
れ
て
い
な
く
て
も
中
山
人
と
L
L

級
地
点
山
治
川
休
は
補

助
す
る
こ
と
が
で
き
、
奨
励
的
補
助
合
が
当
た
る
。
地
点

μ治
法
第
?
ハ

六
条
第
一
項
は
「
同
止
は
巾
・
誼
は
地
方
自
治
団
体
が
当
訟
地
ん
い
治
刊

体
の
事
務
を
処
理
す
る
に
当
た
日
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
均
台
は
財
政
支

援
ゾ
ん
は
技
術
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
て
い
る
、

日
治
事
務
に
対
す
る
凶
家

νへは
1
級
地
ん
一
日
ム
山
刊
体
の
事
前
監
仔
は
原

則
的
に
排
除
さ
れ
、
八
門
法
性
監
督
又
は
事
総
院
督
に
止
ま
る
地
方
自
治

法
第
一
六
条
第
一
項
は
「
中
央
行
政
機
関
の
長
止
は
市
田
道
知
事
は
自

治
国
体
の
事
務
に
関
し
て
助
百
又
は
制
告
及
び
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
、

北法S8(4.29D)192i
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こ
の
た
め
に
必
耐
久
な
場
合
は
地
方
自
治
団
体
に
対
し
て
資
料
の
提
山
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
一
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
地

h
R治
法
務
一

六
九
条
第
一
項
は
「
地
方
自
治
団
体
の
事
務
に
閲
し
て
長
の
命
令
平
処
分

が
法
令
に
違
反
す
る
か
著
し
く
不
当
で
あ
り
、
公
益
を
合
す
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
市
・
道
に
対
し
て
は
主
務
部
長
官
が
、
市
・
郡
及
び
自
治

R
に
対

ν
て
は
市
・
道
知
事
が
剃
阿
を
定
め
て
害
由
で
た
止
を
命
じ
、
そ

の
期
間
内
に
履
行
し
な
い
場
台
に
は
こ
れ
を
取
消
ゾ
ん
は
停
け
す
る
こ
と
が

で
き
る
c

こ
の
場
合
白
治
事
務
に
閲
す
る
命
令
や
処
分
に
対
し
て
は
法
令

に
違
反
す
る
も
の
に
限
る
」
と
さ
れ
、
向
治
ポ
務
に
対
し
て
も
取
消
仲

川
権
を
与
え
て
お
り
、
川
治
体
併
に
大
き
な
制
限
を
加
え
て
い
る
。

地
方
自
治
法
第
九
条
第
二
項
に
は
第
一
項
の
規
'
疋
に
基
づ
く
地
方
自
治

川
休
の
事
務
の
内
討
が
例
一
ぶ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
そ
の
事

務
の
性
質
を
め
ぐ
っ
て
日
治
事
務
の
み
が
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
見
解
と
円
治
事
務
と
同
体
委
任
事
務
を
組
疋
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

め一

見
解
に
分
か
れ
て
い
る
〕
思
う
に
、
川
休
委
任
事
務
と
は
法
令
の
規
定
に

よ
り
地
五
円
，
巾
川
体
の
事
務
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
別
法

令
の
規
'
疋
に
さ
き
た
一
っ
て
団
体
委
任
事
務
を
例
示
す
る
の
は
あ
ま
り
意
味

が
な
い
し
、
自
治
事
務
の
み
を
例
示
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

(
一
)
委
任
事
務

委
任
事
務
と
は
地

hF川
治
問
休
が
法
令
に
よ
り
凶
又
は
地
方
自
治
団
体

か
ら
委
任
を
受
け
れ
う
事
務
を
指
す
わ
委
H
U
事
務
は
狭
五
に
は
同
体
委
任

一お

事
務
の
み
を
意
味
す
る
が
、
広
義
で
は
機
関
委
停
事
務
も
含
ま
れ
る

ItiJと58(4・3α))192月

二
同
体
委
任
事
務

凶
体
委
任
事
務
は
地
方
自
治
団
体
の
本
来
の
事
務
で
は
な
く
個
別
法
令

ゾ
ん
は
条
例
の
規
定
に
よ
り
岡
正
は
他
の
地
ん
川
治
同
体
か
ら
委
任
を
受
け

処
珂
す
る
事
務
を
指
寸
団
体
委
伴
事
務
は
一
川
々
当
該
地

h
自
治
凶
体
の

事
務
で
は
な
い
が
法
令
や
条
例
の
個
別
的
規
正
に
よ
り
地
上
川
自
治
凶
体
に

委
任
さ
れ
た
事
湾
で
あ
る
点
に
お
い
て
自
治
事
務
や
機
関
委
任
事
務
と
は

異
な
る
c

団
体
妥
仔
事
務
は
一
応
地
占
自
治
凶
体
に
委
伴
さ
れ
る
と
地
ト
々

自
治
団
体
の
事
務
に
転
換
さ
れ
、
自
治
事
務
と
同
検
の
ぬ
い
に
な
り
条
例

制
定
の
対
象
に
な
る
。
ま
た
、
団
体
妥
仔
事
務
は
地
方
自
治
団
体
に
直
技

利
害
関
係
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
利
害
関
係
に
あ
る
事
務
で
あ
る

た
め
小
山
人
政
的
や
卜
級
地
方
白
人
白
川
体
の
桁
導
・
監
督
は
山
治
事
務
に
比

べ
広
範
凶
に
波
る
υ

現
行
法
ト
組
定
さ
れ
て
い
る
団
体
妥
仔
事
t

け
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
同
が
同
の
阿
川
町
卜
門
用
料
等
の
徴
収
を
巾
・
逃
に
委
任
し
た

も
の
(
河
川
法
第
一
八
条
)
、
国
が
市
郡
区
に
困
悦
徴
収
を
委
任
し

た
も
の
(
回
税
骸
収
法
第
八
条J
)

、
道
が
道
税
の
霞
収
事
務
を
市
・
郡
に



委
任
し
た
も
の
(
地
仁
川
税
法
第
五
一
一
条
三
市
・
郁
が
他
の
市
・
郡
に
義

務
教
育
学
齢
児
童
の
一
部
に
対
す
る
救
育
事
扮
を
委
託
し
た
も
の

中
等
教
育
法
第
一
一
条
第
三
項
)
な
ど
が
あ
る

ネ7J

韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

m
q

一

凶
体
委
任
事
務
の
一
般
的
な
特
徴
は
次
の
通
わ
り
で
あ
る
。

(
山
同
休
委
任
事
務
は
事
務
を
委
任
し
た
凶
又
は
地
方

U
J山
間
休
の
事

務
で
あ
る
た
め
同
休
委
任
事
務
の
処
理
効
果
は
困
又
は
委
任
地
方
自

治
同
体
に
帰
属
さ
れ
る
。

品
川
宮
地
方
自
治
団
体
は
自
治
苧
務
の
み
な
ら
ず
委
任
事
務
に
所
裂
さ
れ

た
経
費
も
負
担
す
る
柔
務
が
あ
る
が
、
回
の
事
務
又
は
地
ん
川
治
同

体
の
事
務
を
委
汀
さ
れ
た
場
作
は
，
」
れ
を
委
作
い
し
た
困
ま
た
は
地
占

自
治
凶
体
が
そ
の
経
費
を
負
担
す
る
(
地
方
自
治
法
第
一
凶
一
条
)

③
岡
休
委
任
事
務
は
自
治
事
務
と
阿
憾
に
地
ん
片
治
川
休
の
川
ギ
的

な
責
任
の
「
で
処
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
中
山
火
政
府
や
上
級
地

方
自
治
阿
体
に
よ
る
統
制
及
び
監
督
が
一
♂
め
ら
れ
る
c

川
休
委
任
事
務
は
地
ん
片
ム
m
川
休
の
凶
有
事
務
で
は
な
い
が
地
ん

自
治
凶
体
が
わ
う
事
務
で
あ
り
地
方
自
治
団
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
あ
る
た
め
白
治
事
務
と
同
様
に
地
方
議
会
の
悶
与
が
認
め
ら
れ

る
。
片
ム
川
事
務
と
凶
体
委
任
事
務
の

R
山
は
理
論
的
に
も
実
際
的
に

明
確
で
は
な
い
ハ
一
日
然
法
的
な
地
方
権
思
想
を
背
民
と
し
た
日
治
事

務
と
凶
体
妥
任
事
t

扮
の

μ山
理
論
が
近
時
に
お
い
て
は
で
の
珂
論
的

一
3

恨
拠
を
史
失
し
た
し
、
両
者
共
に
個
別
法
に
よ
り
地
仁
川
自
治
凶
体
に

配
分
さ
れ
る
事
務
で
あ
る
こ
と
戸
自
治
事
務
は
包
括
的
な
委
任
で
あ

る
が
、
同
体
委
任
事
務
は
個
別
委
任
)
、
川
者
共
に
地
方
議
会
的
関

5
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
が
費
の
甫
で
も
主
質
的
に
大
き
な
差

は
な
い
こ
と
な
と
か
り
区
別
の
実
誌
を
小
川
{
止
し
団
体
委
仔
事
務
の
白

辺

市
事
務
へ
の
二
克
化
を
主
張
す
る
見
解
が
多
い

一
)
機
関
委
任
事
務

機
関
委
任
事
務
は
凶
V
人
は
他
の
地
上
川
自
治
凶
体
が
そ
の
地
方
自
治
団
体

の
長
又
は
機
関
に
L

吾
作
い
し
た
事
務
を
疋
味
す
る
の
機
関
委
任
事
務
に
関
し

て
は
自
治
法
第
一
口
一
条
に
「
巾
-
道
は
市
・
山
及
、
び
自
治
医
に
お
い
て

行
わ
れ
る
国
家
事
務
は
法
令
に
別
の
規
定
が
な
い
限
り
市
・
遣
い
川
ポ
と
市

長
田
郡
山
1
及
び
一
U
治
同
の
同
庁
長
に
妥
仔
し
と
行
わ
れ
る
」
と
規
定
し
、

同
法
第
一
心
一
一
条
に
は
「
地
ん
白
H
A
m
N体
の
長
は
当
該
地

h
自
治
国
体
の

事
務
と
法
令
に
基
づ
い
て
そ
の
地
i
M
f
U
治
川
休
の
誌
に
委
任
さ
れ
た
事
務

を
管
理
し
執
行
す
る
」
と
規
J

疋
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
市
田
道
と
巾
・

郡
及
び
白
治
限
に
お
い
て
行
わ
れ
る
回
家
事
td
」
と
「
法
令
に
基
つ
い
て

そ
の
地
ー
ゲ
円
治
川
体
の
長
に
委
任
さ
れ
た
事
務
」
が
楼
閣
委
任
事
務
を
意

味
す
る
。
ま
た
、
同
家
事
務
を
地
点
以
治
同
体
の
い
討
に
委
任
す
る
根
拠
は

政
府
組
織
法
第
立
条
第
一
項
及
び
そ
の
下
位
法
令
の
一
ワ
で
あ
る
「
行
政

北法58(4. 3(H) 1929 



叶究ノ ト

権
限
の
委
任
投
び
委
託
に
関
す
る
規
定
」
約
四
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

機
関
委
任
事
務
制
度
は
同
的
事
務
を
処
理
す
る
た
め
に
凶
の
地
方
行
政

核
開
を
別
に
北
け
る
よ
り
は
地
方
自
治
団
体
に
停
せ
た

h
が
経
質
的
陥
約

に
な
る
し
、
性
民
の
抵
抗
が
予
想
さ
れ
る
業
務
を
中
央
機
関
が
行
う
よ
り

は
地
方
自
治
同
体
に
委
任
し
た
方
が
便
利
で
あ
り
、
地
点
的
高
山
務
は
自
治

機
構
に
よ
り
処
理
す
る
地
方
自
治
の
理
念
に
八
川
、
つ
こ
と
か
ら
設
け
ら
れ
た

制
度
で
あ
る
。
従
っ
て
、
機
関
委
任
事
務
は
国
の
直
接
的
行
政
に
属

L
、

機
関
委
官
事
務
処
珂
の
効
果
は
凶
に
帰
属
す
る
J

こ
の
よ
う
な
機
関
委
仔

事
務
を
処
mm
す
る
に
当
た
っ
て
地
h
f
U治
問
休
の
長
は
当
該
地
ん
川
治
同

体
の
機
関
で
は
な
く
囚
の
行
政
機
関
と
し
て
の
法
的
地
併
を
持
つ
一
。
団
体

委
任
事
務
は
地
占
向
治
凶
体
的
事
務
で
あ
る
の
に
対
し
て
除
関
委
任
事
務

は
地
方
白
治
悶
体
の
事
務
と
は
問
係
な
い
因
家
宇
務
で
あ
る
従
っ
て
絞

問
委
仔
事
務
に
対
し
て
は
条
例
制
定
権
が
及
ば
ず
、
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
c

し
か
し
、
機
関
委
任
事
務
に
お
い
て
も
ぞ
れ
に
関
す
る

個
別
法
令
で
定
の
事
墳
を
条
例
で
1
4

疋
め
る
よ
う
委
任
し
て
い
る
場
合
は

地
方
自
治
凶
体
の
向
治
条
例
制
J

ぶ
惇
と
は
祉
関
係
に
い
わ
ゆ
る
委
任
条
例

を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
際
に
も
そ
の
内
容
は
何
別
法
令
が

委
任
し
て
い
る
事
瓜
に
閉
す
る
も
の
と
し
て
伺
別
法
令
の
阻
旨
に
符
合
す

る
も
の
で
在
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
ぬ
ん
門
は
委
仔

条
例
と
し
て
の
効
力
が
一
♂
め
ら
れ
な
込
、

。
条
に
は
地
点
山
治
川
休
の
い
古
に
対
す
る
職
務
執
行
命
令
泣
ぴ
代
執
行
、

行
政
・
財
政
ー
の
必
以
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
地
点
一
μ
治
同
体
の
い
試

は
異
議
が
あ
る
場
合
は
大
法
院
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
1

疋
さ
れ

て
い
る
。
楼
閣
委
任
事
務
の
が
費
負
判
に
悶
し
て
は
委
任
占
で
あ
る
岡
正

は
他
の
地
方
日
治
川
体
が
負
担
す
る
(
自
治
法
第
一
凶
一
条
)
n

機
関
委

行
事
務
に
対
す
る
耽
督
は
下
級
わ
政
機
関
に
対
す
る
庶
督
に
該
当
す
る
た

め
違
法
な
場
介
の
み
な
ら
ず
不
当
な
均
台
に
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
地
方
議
会
は
当
該
地
ん
向
治
川
体
で
経
費
を
負
担
す
る
場
合
を
除

き
、
原
則
的
に
機
関
委
任
宇
務
に
関
与
で
き
な
い
し
、
条
例
を
制
1

疋
す
る

機
関
委
任
事
務
の
例
と
し
て
は
、
日
戸
持
、
仕
民
登
録
、
共
事
、
大
統
領

及
び
同
会
議
員
選
挙
、
警
察
、
地
籍
、
統
計
、
経
済
施
策
に
関
す
る
宇
務

と
各
種
の
許
認
可
事
務
な
ど
で
あ
る
吋
そ
の
他
、
桐
別
法
に
よ
る
機
関
委

灯
事
務
が
規
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
公
有
本
商
用
斗
法
に
よ
る
公
有
水
附

揮
立
事
務
、
自
動
小
運
輸
事
業
誌
に
よ
る
白
動
市
逆
輸
事
業
免
許
及
び
そ

の
取
消
事
務
、
退
院
法
に
よ
る
国
遣
の
維
持
・
修
繕
義
務
、
食
品
衛
牛
法

に
よ
る
営
業
時
出
制
限
事
務
な
ど
が
あ
る
、

ItiJと58(4・3(2)1930

機
関
委
任
事
務
は
地
方
的
利
害
問
係
の
な
い
同
一
家
的
事
務
で
あ
り
、
当

時
国
家
事
務
が
地
方
自
治
団
体
の
長
に
委
汀
さ
れ
て
も
阿
家
事
務
と
し
て

の
法
的
判
賀
に
は
生
わ
り
が
な
い
。
国
と
上
紋
地
卜
々
向
，
旧
川
体
は
機
関
委

行
事
務
に
対
し
て
積
也
的
な
指
導
監
は
阿
佐
を
持
つ
c

地
力
一
U
治
法
第

t



こ
と
が
山
心
不
な
い
υ

れで J商
C はさ円
い 1ftれ本
る前近の
もの年場
。〕日のイ干
の水分
の惟機
まよ ei悶
だう革委
なにイ千
廃絞よ事
止関 1) 務
さ委廃に
れ任iIつ
r事さい
存務れて
f売にるは
し対こ従
てすと来
しミへる に治、

るむ問なら
U っそ
出たの

がが弊
指、書

抗慢が
さ凶 JH

山
治
事
務
(
固
有
事
務
)
、
同
体
委
任
事
務
、
際
関
委
任
事
務
の
げ

法
ト
の
区
別

韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

現
行
法
令
に
お
い
て
地
方
白
休
同
体
の
事
p
柿
を
ド
八
刀
す
る
こ
と
は
容
易

で
は
な
い
n

そ
の
珂
白
と
し
て
は
、
第
一
に
、
三
つ
年
間
に
及
ぶ
地
方
自

治
の
中
断
則
に
は
地
引
議
会
的
、
ヱ
要
除
能
を
上
級
柊
閑
が
行
い
、
条
例
は

上
級
機
関
の
承
認
を
得
て
制
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
事
務
を
区
別
す
る
実

益
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
と
、
現
れ
法
令
に
は
日
治
事

務
、
団
体
委
仔
事
t
初
、
機
関
委
官
事
務
に
対
す
る
医
分
が
あ
い
ま
い
に
な
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
。
第
二
に
、
行
政
事
務
の
複
雑
多
様
化
に
よ
り
凶

家
事
務
と
地
克
の
事
務
を
同
別
す
る
こ
と
は
作
易
で
は
な
い
υ

第
一
に
、

回
家
事
務
と
地
占
事
務
の
本
準
が
開
催
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
υ

ま
た
、

因
家
事
務
の
地

h
移
設
に
関
す
る
基
準
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

一
般
的
に
事
務
区
分
に
つ
い
ず
に
は
、
制
別
法
令
の
趣
己
円
と
内
容
を
総
人
門

的
に
判
断
し
て
、
地
ん
い
治
阿
休
に
利
害
関
係
が
あ
る
事
務
は
白
治
事
務

解務全に
でと凶内
あ午し的 ;1
る}川て統古

5が中
す必法
る要*
こでえ
とあ 1告
がり叫
ん、利

品地主
的ブJ 匁
で的「と
あ和l止
る古?
とが z
いなよ
うい 17
の場出
がム出

、ii笠
通機芹
説閑出
([9 委主
なイ干狩
見事ヘ

現
行
法
卜
の
規
定
形
式
と
事
扮
の
刊
質
等
に
よ
る
予
務
の
類
型
を
比
較

ν
た
の
が
(
表
一
)
で
あ
る
。

第

節

事
扮
の
配
分

条
例
制
定
権
の
範
州
を
次
J

疋
す
る
基
本
的
な
要
素
と
し
て
孟
引
な
の
は

事
務
配
分
の
基
準
で
あ
る
。
事
t
扮
配
分
に
よ
っ
て
法
伴
切
保
の
範
囲
が
決

め
ら
れ
、
条
例
制
定
権
の
範
岡
を
確
定
す
る
こ
と
が
山
山
来
る
か
ら
で
あ
る
。

志
法
第
一
七
条
第
一
項
は
地
ん
自
治
団
体
の
事
務
に
つ
い
て
、
「
地

ん
一
日
治
刊
体
は
作
民
の
福
利
に
関
す
る
事
務
を
処
理
し
、
則
〆
片
手
乞
色
珂
し
、

法
令
の
範
囲
内
で
自
治
に
関
す
る
創
1
4
疋
を
制
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と

し
、
「
住
民
の
相
利
に
関
す
る
事
務
」
が
地

h
uム
川
同
体
の
事
務
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
c

こ
れ
は
、
地
方
自
治
団
体
の
事
務
に
対
す

る
い
わ
ゆ
る
全
権
限
性
戸

-EZEE-主
2
こ
の
原
則
を
保
障
し
た
も

の
で
あ
る
υ

す
な
わ
ち
、
地
ん
向
治
川
体
の
事
務
は
全
権
限
性
の
原
則
に

基
づ
き
、
法
律
に
別
途
の
規
疋
が
な
い
場
人
n
で
も
作
民
の
悩
利
に
関
す
る

北法58(4. ;.W:;) 1931 
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全
て
の
事
務
は
地
方
自
治
団
体
の
事
務
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
山
来
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
窓
法
の
規
定
を
受
け
地
方
山
治
法
第
九
条

第
一
項
に
は
「
地
方
自
治
団
体
は
そ
の
管
特
区
域
の
内
治
事
F

扮
と
法
令
に

よ
り
地
点
向
治
川
体
に
属
す
る
ポ
務
を
処
理
す
る
」
と
し
、
地
小
川
F

川
治
同

体
的
事
務
に
は
固
有
事
務
で
あ
る
自
治
事
務
、
と
を
『
に
よ
る
委
れ
事
務
が

あ
る
こ
と
を
刷
ら
か
に
し
、

M
N
法
第
一
口
一
条
に
は
「
市
・
追
及
び
自
治

同
に
お
い
て
施
行
す
る
国
家
事
務
は
法
令
に
他
の
規
定
が
な
い
限
り
市
・

道
知
事
こ
E

巾
長
・
郡
古
及
び
白
治
町
内
の
区
庁
長
に
委
任
し
て
わ
う
一
と
し
、

機
関
委
汀
事
務
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

現
行
地
方
自
治
法
は
事
務
配
分
に
関
す
る
原
則
と
し
て
第
一
つ
条
市
今
一

政
に
「
市
・
道
及
び
白
治
医
は
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
に
当
た
っ
て
検
九
円

し
な
い
よ
う
に
し
、
そ
の
宇
務
が
競
合
し
た
場
合
は
巾
・
郡
及
び
川
治
M
い

が
優
先
的
に
処
理
す
る
」
と
し
、
事
務
不
競
合
の
原
則
と
基
健
地
方
自
治

刊
休
優
先
の
原
則
を
出
向
げ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
九
作
に
制
定
さ
れ
た

J
W〕

「
中
央
行
政
権
限
の
地
方
移
設
促
進
な
ど
に
閉
す
る
法
律
」
に
は
困
と
地

点
日
治
同
体
の
事
務
配
分
の
基
準
と
し
て
第
四
条
第
一
取
に
「
困
と
地
卜
々

自
治
団
体
聞
の
事
務
を
配
分
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
み
山
治
法
第

条
に
規
定
さ
れ
た
国
家
ポ
務
を
除
き
、
出
来
る
限
り
地
点
山
治
川
休
に
配

分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
同
条
第
一
頃
に
は
「
地
方
自
治

刊
休
に
お
い
て
処
珂
す
る
事
務
の
中
で
地
ん
一
日
治
阿
休
の
専
門
的
技
術

的
能
力
を
担
え
、
そ
の
業
務
の
性
格
上
中
叫
ん
臼
政
椛
閑
で
処
理
す
る
こ
と

が
合
理
的
な
事
務
は
中
央
行
政
機
関
に
移
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
と

規
正
し
て
い
る
3

そ
し
て
、
州
法
第
一
条
第
一
項
に
は
事
務
移
設
の
本
本

原
則
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
①
地
右
両
治
法
卜
的
事
務
F

第
九
条
第
一
項
の
例
示
事
務
)
は
地
方
自

治
凶
体
に
お
い
て
関
連
事
務
一
括
移
譲
の
原
則
、
可
能
な
限
り
独
f

川
に
処

理
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
一
泊
中
地

h
自
治
凶
体
の
日
什
及
び
能
力
を
#

慮
L
、
地
方
自
治
団
体
の
意
思
を
崎
重
す
る
こ
ζ

、

α一地
h
自
治
凶
体
が

移
納
慨
さ
れ
た
事
務
を
白
工
的
な
決
定
と
古
汀
に
来
い
て
処
理
で
き
る
よ
う

に
移
設
さ
れ
た
事
務
と
関
連
し
た
全
て
の
事
務
を
可
能
な
限
り
川
時
に
移

設
す
る
こ
と
、
湿
地

I
H
U治
法
上
町
事
務
配
分
本
準
(
第
一
心
条
の
泥
定
)

を
守
る
こ
と
、
⑤
住
民
の
福
利
及
び
生
活
と
声
援
関
連
し
た
権
限
V
人
は
事

務
は
市
郡
山
治
同
に
優
先
的
に
配
分
す
る
こ
と
、
一
潟
市
田
郡
自
治

μが
処
理
す
る
事
務
の
中
で
市
・
部
自
治
区
の
専
門
的
能
力
を
起
え
、

業
務
の
刊
柄
上
巾
・
道
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
が
合
埋
的
な
事
務
は

市
田
遣
に
移
設
す
る
こ
と
の

北法58(4玖):J)1933 

地
方
白
治
法
第
一
中
第
三
節
に
は
地
方
自
治
団
体
の
機
能
と
事
td
に
つ

い
て
川
カ
条
に
波
り
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
つ
ま
ず
、
第
八
条
に
は
事

務
処
理
の
草
本
原
則
と
し
亡
、
第
項
に
「
地
方
自
治
同
体
は
そ
の
事
務

を
処
理
す
る
に
当
た
っ
て
住
民
の
利
便
性
と
福
利
単
迭
の
た
め
に
努
め
な



サ屯ノ ι 

け
れ
ば
な
ら
な
し
」
と
組
定
ノ
、
川
川
υ

主
に
は
「
川
地
方
自
治
主
体
は
組
織

は
M
K

ぴ
川
市
喜
一
の
ム
い
問
時
化
に
努
め
、
そ
の
規
恨
の
治
T

化
品
川
判
ム
な
け
れ
は
な

ら

な

い

と

Ml-バ
ン
、
第
三
項
に
は

地
ー
ソ
川
泊
阿
川
作
山
川
氏
へ
引
法
び
ト
絞

地
方
自
治
川
休
の
条
例
に
違
反
し
て
そ
の
事
務
を
処
刑
内

L
L
は
な
一
コ
な

い
一
J
荒
川
心
し
て
い
る
、

そ
し
℃
、
柏
九
条
に
は
地
+
り
自
治
団
体
の
事
務

諸
団
に
ワ
い
て

草
川
一
J〈に

山山中

H
7
1仏
山
内
川
休
は
そ
の
管
制
V
区
以
の
は
い
U

t
f
務
/
一
片
一
令
に
よ
り
地
1
2
[
p川
同
体
の
手
務
に
属
す
る

J

取
を
仇
ベ
垣
す

事る

第務
がに
ノ¥知
j .l~ 

F賢子 L 

l七』第

官!持虫
附 y同ザ
L 匂 v ご品歩

q 竺台

る
k司足 r同肖
疋 m

在 j必4 
吊匹
(円

;詰〉4ii 
2吐J、 ι

品E
Vに m

¥3付;
。"J; 

-
ノ
に
こ
土
血
り

l
合
刊
本
九
JJ

神
話
出

r
f
l
J
h
j
J
I
l
l
f
じ

1
3
j
〆
山
・
治
改
ヴ
内
・
郡
山

市
民
」

事
I

吋
配
分
芯
単
に
つ
い
亡
記
疋
し
夕
、
い
る
が
、

ま
ず
、
市
e

出
の

配
分
社
一
単
に
つ
い
て
は
、
九
州
γ白
人
以
処
理
桁
来
が
二
つ
以

1
n
b
e
部
・

3

ム川
J
A

一
に
及
ぶ
以
域
的
事
務
、

辺
白
位
に
[
日
一

の
き
車
ド
ド
】
h

り
延
山

オ
ベ
ミ
一
性
質
の
事
詩
、
仏
山
地
域
的
引
け
を
T
L
J
し
な
が
ム
市
道
単
行
い
に

1読

性
心
が
付
ず
る
必
認
が
あ
る
事
第
、
弘
匝
l
y

市
部
・
一
円
三
伺
い
問
の

連
絡
尚
壁
な
と
の
事
務
、

-
郡
a

自
治
ロ
阿
佐
び
t

目
、
白
区
が
ぺ
同
に

社
当

f
る
の
が
泊
当
で
あ
る
と
一
ぞ
り
句
れ
る
規
慌
の
池
誌
の
九
M
1
4
及
切
手
ヤ

し3

ω 

そ
し
て
、
市
川
・
品
川
山
川
に
〉
}
、
は
、
山

と
J

て
例
市
さ
れ
ん
べ
古
宇
治
会
除
い
ん
一
一
平
泌
を
処
座
す
ム
ヲ
し
し
」
が
山
川
る
と

〈表 3)行政階層間の事務配分の基準
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~Q ~土按
合そ処人
しの理 II
た'll ε 力
士品務主。
合をる万
は処と以
市埋組上
す定の
L旧るし市
にてに
同当い三つ
治たるでL、
区つ戸て
カ宝亡ま l土
俵占えた道
先台、が
u0 L 市処
にな 理
処い危す
埋よとる
すう市事
るに・務
こし五iの
と、

に事自部
し務 J台を

て
い
る
c

第

一
条
に
は
地
ん
f

リ
氾
同
休
が
処
mm
で
き
な
い
凶
家
事
務
の
例
一
ボ
が

て秘
い足
るU さ

'L 
L、
る
が

法
律

特
別l
な
規
定
が
あ
る
場
A 

は
例
外
を
認
め

第

節

事
務
の
類
担
と
判
例
の
仰
向

韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

七
条
約
一
項
は
「
地

h
j一
円
治
凶
体
は
住
民
の
福
利
に
関
す

る
事
務
を
処
理
し
、
財
，

T
主
同
到
し
、
ル
ル
ム
μ
の
純
州
内
で

μ治
に
関
す
る

組
1

疋
を
制
記
す
る
こ
と
が
出
来
る
一
と
見
定
し
て
地
方
自
治
団
体
の
自
治

司
法
権
を
保
障
し
て
お
り
、
こ
の
憲
法
の
剖
I

疋
に
基
い
て
地
方
白
治
法
第

一
一
条
は
「
地
上
刈
向
治
凶
体
は
訟
令
の
組
問
内
で
そ
の
事
務
に
閲
す
る
条

例
を
制
疋
す
る
こ
と
が
山
来
る
」
と
し
、
白
治
す
法
権
を
位
認
に
し
て
い

る
じ
そ
し
て
、
地
方
白
治
法
第
九
条
に
は
地
方
自
治
凶
体
の
事
務
範
阿
に

閲
す
る
規
広
が
置
か
れ
と
お
り
、
約
一
一
条
に
は
地
方
自
治
団
体
が
処
理

で
き
な
い
国
家
事
務
に
関
す
る
規
定
が
聞
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う

市
泌
法
第

し
た
地
ん
向
治
法
い
し
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
の
事
務
と
地

hF川
治
同

体
の
宇
務
を
灰
別
す
る
こ
と
や
地
方

U
ム
山
間
体
事
務
の
額
出
を

μ川
す
る

こ
と
は
凶
新
な
こ
と
で
あ
る
3

す
な
わ
ち
、
実
定
法
に
お
い
て
は
何
別
事

務
の
加
を
地
方
山
治
川
体
の
長
に
委
灯
す
る
規
定
を
お
く
場
合
が
多

く
、
個
別
法
人
い
が
地
ん
い
治
同
体
の
い
以
の
権
限
と
し
て
直
長
規
?
足
し
た
場

人
門
、
こ
れ
が
自
治
事
務
又
は
同
林
委
任
事
務
該
当
す
る
か
、
同
家
事
務
と

し
て
の
椛
関
委
任
事
務
に
該
当
す
る
か
は
法
悼
の
文
二
百
の
み
で
は
判
断
が

思
し
い
と
一
百
え
る
、
し
た
が
っ
て
、
地
方
自
治
団
体
の
事
務
範
附
を
規
定

し
た
地
ん
j

円
治
法
第
九
条
と
、
国
家
事
務
の
類
型
を
児
定
し
た
第
一
条

か
ら
は
地
ん
川
治
川
体
の
事
務
の
類
司
を
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

り
、
自
治
権
の
法
伴
山
川
保
原
則
を
定
め
て
い
る
愈
法
第
一
ー
仁
条
第
項

と
第
一
八
条
第
一
項
の
規
定
を
前
提
に
す
れ
ば
、
地
点
山
治
川
休
の
事

務
知
型
に
対
す
る
確
認
は
す
法
者
の
建
国
。
に
依
存
せ
ぎ
る
を
得
な
い
の
一

般
的
に
、
当
致
事
務
が
地
方
的
考
曙
よ
り
は
土
務
部
長
官
の
統
制
の
允
に

全
困
的
基
準
に
よ
り
統
一
的
処
珂
す
べ
き
性
質
の
も
の
は
機
関
委
任
事
務

と
し
て
扱
い
、
当
該
事
務
が
例
示
さ
れ
た
地
方
自
治
団
体
の
事
務
に
該
当

し
、
地
域
的
特
刊
に
よ
る
自
立
的
な
処
理
が
望
ま
し
い
場
合
は
、
日
泊
事

務
ト
と
し
て
扱
う
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
見
解
も
あ
る

事
務
類
到
に
対
し
て
卜
人
法
院
は
、
発
電
所
周
辺
地
域
に
対
す
る
支
反
事

業

の

部

を

地

h
自
治
国
体
の
長
で
は
な
く
地
域
刊
体
が
施
れ
で
主
る
よ

北法58(4玖)7)1935 



叶究ノ ト

う
に
規
定
し
た
尉
珍
制
発
電
所
周
辺
地
域
支
援
産
業
施
行
に
関
す
る
条
例

案
祉
効
確
認
訴
訟
に
お
い
て
、
「
陣
内
問
委
仔
宇
務
に
お
い
て
も
、
そ
れ
に

閣
す
る
佃
別
法
令
に
お
い
て
一
記
の
事
瓜
を
条
例
に
I

記
め
る
よ
う
委
仔
し

て
い
る
場
合
に
は
地
小
川
F

川
治
同
体
的
山
治
条
例
制
定
権
と
は
関
係
な
し
に

い
わ
ゆ
る
委
伴
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
山
点
る
が
、
そ
の
際
に
も
そ
の

内
科
は
個
別
法
令
が
委
任
し
て
い
る
事
項
に
閉
す
る
も
の
と
し
て
伺
別
法

令
の
趣
己
円
に
作
わ
な
け
れ
ば
な
、
わ
ず
、
そ
の
範
阿
を
逸
脱
し
た
場
合
は
委

H
U
条
例
こ
し
て
の
効
力
も
認
め
る
こ
ζ

は
山
本
な
い
法
令
ト
、
地
方
自

治
凶
体
の
長
が
処
印
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
事
務
が
自
治
事
務
で
あ
る

か
機
関
委
任
事
湾
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
そ
れ
に
関
す
る

法
令
の
説
記
力
式
と
極
旨
を
ど
版
す
べ
き
も
の
む
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も

そ
の
宇
務
の
性
質
が
ん
王
困
的
に
統
的
な
処
却
が
求
め
ら
れ
る
事
北
初
で
あ

る
か
の
当
官
及
び
経
費
負
担
と
最
終
的
な
責
任
侃
属
の
主
体
も
与
屈
し
て

刊
附
す
べ
き
も
の
で
あ
る
一
と
し
、
事
務
額
以
に
対
す
る
区
分
基
準
を
抗

示
し
て
い
る
。

一
判
例
の
傾
向

地
方
白
治
悶
体
の
事
務
と
条
例
制
定
権
の
限
界
に
問
す
る
判
例
の
傾
向

は
、
同
家
事
務
(
機
問
委
仔
事
務
)
と
地
ん
日
治
同
体
の
事
務
(
日
治
事

務
及
び
阿
休
委
任
事
務
)
と
い
、

2
元
論
に
こ
だ
わ
り
、
地
域
作
民
的
J

山間

析
や
ヰ
活
球
技
な
ど
、
地
域
的
必
要
引
が
あ
る
事
項
に
対
し
て
も
機
関
委

H
U
事
務
と
い
う
斗
山
山
形
式
卜
の
珂
由
の
み
で
違
法
条
例
と
刊
断
す
る
場
合

が
多
く
、
機
閣
委
仔
事
務
と
判
断
さ
れ
れ
ば
い
か
な
る
領
域
に
お
い
て
も

条
例
制
定
を
事
実
卜
不
可
能
に

L
、
地
方
一説
会
の
閲
ワ
を
認
め
て
い
な
い
。

凶
家
事
務
と
地
占
自
治
凶
体
事
扮
の
止
法
上
の
同
別
が
容
易
で
な
い
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
機
関
委
任
事
務
と
自
治
事
務
と
い
、
つ
区
分
を
条
例
の
違
法

性
判
断
の
基
準
と
し
て
執
着
し
て
い
る
裁
判
所
の
態
度
に
は
批
判
が
多

し

ItiJと58(4・3併の1936

条
例
制
定
権
が
及
ぶ
の
は
白
治
事
務
と
同
休
委
任
事
務
に
限
i

注
さ
れ
る

が
、
法
令
の
委
任
が
あ
る
場
合
は
、
機
関
委
任
事
務
に
も
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
委
仔
の
範
阿
を
逸
脱
し
て
は

な

ら

な

い

以

I
P
は
、
条
例
制
定
の
対
象
で
は
な
い
事
項
を
規
定
し
た

条
例
議
の
一議
沃
に
対
し
て
、
鉦
効
を
一
旦
一
目
し
た
判
例
の
傾
向
に
つ
い
て
、

必
委
仔
の
根
拠
法
令
が
な
い
機
関
委
任
事
務
を
規
定
し
た
条
例
②
委
任

の
範
阿
を
逸
脱
し
た
委
任
条
例
、
品
川
U

条
例
の
制
定
刻
象
で
な
い
事
務
を
規

定
し
た
条
例
の
ケ
ー
ス
に
分
け
て
料
介
す
る
。

(
ご
委
任
の
根
拠
法
令
が
な
い
機
関
委
任
ポ
務
を
況
定
し
た
条
例

住
宅
建
設
事
業
の
承
認
に
対
す
る
事
反
を
規
定
し
た
「
九
州
広
域
市
西

μ
住
宅
建
設
事
菜
計
幽
1

止
地
詐
議
会
通
常
条
例
誕
」
に
対
す
る
刊
決
で
、
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大
法
院
は
、
機
関
委
任
事
務
を
規
定
し
た
条
例
案
に
対
し
て
無
効
と
し
た
υ

大
法
院
は
判
骨
に
お
い
て
、
「
本
件
、
引
而
心
地
審
議
会
運
せ
い
条
例
案
は
、

作
£
建
設
事
業
計
阿
承
一
ぷ
に
作
、
つ
性
宅
建
設
i

止
地
の
迫

T
Zコ
否
を
光
州
広

域
巾
丙
同
庁
長
が
決
定
に
す
る
に
当
た
っ
て
、
所
管
事
攻
を
事
，
削
者
一
読
す

る
た
め
の
住
宅
建
設
訂
-
幽
守
地
者
ぷ
会
の
設
問
と
辺
常
に
闘
し
て
必
要
な

事
項
を
境
{
記
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
戸
第
一
条
)
、
委
員
会
の
審
議
対
象

は
仕
宅
建
設
促
進
弘
前
一
三
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
計
幽
本
認
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
共
同
件
宅
ζ

L

(

第
二
一
条
)
、
作
宅
建
ぷ
促
進
法
第
一

三
条
及
び
制
法
施

h
令
第
=
二
条
約
一
頃
の
規
定
に
よ
る
と
、
阿
法
第
一

三
条
に
よ
る
事
業
計
画
の
示
訟
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
共
同
作
宅
は
一

心
世
帯
以
ト
の
共
同
作
主
で
あ
り
、
そ
の
事
業
計
幽
添
認
は
建
設
部
長
官

の
権
限
と
な
っ
て
お
り
、
建
設
部
長
白
は
こ
の
権
限
を
阿
法
第
五
心
条
約

一
項
、
川

U
施
行
令
第
四
五
条
第
五
号
に
よ
り
市
出
知
事
に
奏
在

L
、

再
び
、
光
州
広
域
巾
長
は
同
法
第
五
心
条
第
一
項
及
び
光
州
広
域
l
i

巾
宇
務

委
任
規
則
に
基
づ
き
、
一
心
。
刊
帯
卜
本
満
の
住
宅
建
設
事
業
計
画
本
認
に

閲
す
る
梓
限
を
原
告
に
門
委
仔
し
た
こ
と
が
わ
か
る
n

記
条
例
案
は
条

例
で
制
'
疋
で
き
な
い
事
項
を
説
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
条
例
制
定
範
阿
に

刈
す
る
地
方
自
治
法
の
規
定
に
違
反
し
違
法
で
あ
る
」
と
不
し
た
じ

こ
う
し
た
判
例
の
見
肝
は
そ
の
後
も
引
き
継
が
れ
、
「
全
羅
北
道
共
川

作
£
↓
人
民
川
者
保
認
の
た
め
の
条
例
案
」
に
対
す
る
刊
決
で
、
大
法
院
は
委

任
の
恨
拠
法
令
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
機
関
委
任
事
務
を
規
定
し
た

条
例
を
次
の
よ
う
に
刊
示
し
鉦
効
と
し
た
c
「
住
宅
の
供
給
条
件
方
法
-

T
続
な
ど
に
閣
す
る
事
項
は
、
建
山
崎
交
通
部
長
官
の
同
有
業
F

扮
で
あ
る
凶

家
事
務
で
あ
り
、
住
宅
迂
ぷ
似
進
法
第
五
つ
条
、
同
法
施
行
令
第
四
五
条

に
某
づ
く
椎
限
委
仔
的
場
合
で
も
、
こ
れ
は
機
関
委
任
事
務
と
み
る
べ
き

で
あ
り
、
国
会
事
務
は
f

リ
氾
事
務
と
は
宍
な
り
、
憲
法
第
一
一
七
条
第
一

項
に
よ
り

U
令
の
範
川
内
で
条
例
を
川
定
山
点
る
対
象
と
は
一
百
え
な
い
の

で
、
住
主
注
品
事
業
承
認
の
対
象
で
あ
る
分
棋
を
目
的
と
す
る
一
心
世
帯

以
上
の
共
同
性
む
を
刈
象
と
し
て

ι叫
な
事
項
を
規
定
1
d

た
本
件
条
例
案

は
、
地
ト
々
向
，
同
法
第
一
力
条
但
し
書
き
(
川
明
白
地
五
向
，
同
法
三
条
い
し

書
主
、
以
下
、
本
秘
的
判
例
中
に
一
ボ
し
た
地
方
自
治
法
立
条
と
は
現
行

地
点
自
治
法
一
平
売
を
よ
討
す
)
、
作
宅
建
設
促
進
法
治
久
人
、
前
凶
久
人
、

筋
力
条
、
第
一
一
条
に
違
反
し
、
全
体
的
に
無
効
で
あ
る
」
と
示
し
た
、

ま
た
、
後
述
の
「
ソ
ウ
ル
特
別
市
部
巾
公
園
改
辻
条
例
索
一
に
対
す
る

判
決
で
も
、
大
法
院
は
、
機
関
委
任
事
務
の
場
合
は
、
委
任
の
根
拠
法
令

が
な
け
れ
ば
条
例
で
規
定
で
き
な
い
と
示
し
た
の

北法58(4玖)り)193i 

(
ご
委
任
の
範
阿
を
逸
脱
し
た
委
任
条
例

機
関
委
任
事
務
に
対
し
と
も
委
仔
の
恨
拠
法
令
が
あ
れ
ば
条
例
を
制
J

疋

で
主
る
が
、
こ
れ
は
委
任
条
例
と
川
町
ば
れ
る
し
か
し
、
妥
仔
条
例
の
場



叶究ノ ト

九
円
も
、
委
任
の
根
拠
と
な
る
法
令
の
極
旨
に
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
委

H
U
の
範
附
を
迎
脱
し
た
条
例
は
侃
効
と
さ
れ
る
。

後
述
の
「
府
珍
郡
発
電
川
周
辺
地
域
支
援
産
業
施
行
に
閲
す
る
条
例
案
」

一
以

に
対
す
る
判
決
で
、
ト
人
法
院
は
、
「
機
関
委
任
事
務
に
お
い
て
も
、
そ
れ

に
関
す
る
伺
別
法
令
で
一
定
的
事
項
を
条
例
に
定
め
る
よ
う
委
れ
し
て
い

る
場
合
は
、
地
上
川
j

円
治
凶
体
の
条
例
制
定
権
と
は
時
関
係
に
、
い
わ
ゆ
る

委
任
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
、
そ
の
内
容

は
伺
別
法
令
が
妥
任
し
て
い
る
苧
羽
に
関
す
る
も
り
と
し
て
、
個
別
法
令

の
趣
旨
に
合
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
場
人
門

は
、
委
汀
条
例
と
し
て
の
効
力
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
、
委

併
の
範
附
を
逸
脱
し
た
委
仔
条
例
の
効
力
を
，
内
定
し
た
υ

(
一
)
条
例
の
規
定
対
象
外
の
渇
作

凶
家
事
務
ま
た
は
、
立
法
事
項
で
あ
る
た
め
条
例
の
制
定
対
象
で
な
い

場
合
、
こ
れ
を
規
定
し
た
条
例
は
知
県
効
と
さ
れ
る
。

「
京
縫
辺
都
市
計
画
長
』
只
公
条
例
の
改
T
I
条
例
案
」
に
対
す
る
判
決
で
、

大
法
院
は
、
「
都
市
計
両
法
第
七
立
条
第
項
、
同
法
施
行
令
第
六
C
h
L
f

の
規
定
か
ら
み
て
、
地
方
都
市
計
画
委
員
公
の
事
務
に
お
い
て
、
中
央
都

市
計
阿
美
員
会
か
ら
奏
み
仕
を
受
け
た
事
項
を
審
議
す
る
こ
と
は
地
方
自
治

刊
休
の
白
治
事
務
や
阿
休
会
『
苧
務
に
該
当
す
る
と
は
つ
え
な
い
か
ら
、

地
方
一
血
読
ん
ム
は
委
任
さ
れ
た
事
項
に
閲
し
て
、
地
方
都
内
計
幽
委
員
会
が
そ

の
脊
議
案
件
と
会
議
結
果
を
道
議
会
に
報
パ
い
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
内

存
的
条
例
を
制
疋
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
、
道
知
事
の
諮
問
披

閲
と
し
て
の
事
務
は
、
地
方
都
内
計
幽
委
員
会
が
通
知
事
の
諮
問
に
応
じ

て
追
川
刑
事
の
恒
志
決
定
に
参
与
と
な
る
意
見
を
提
供
す
る
こ
と
に
過
ぎ

ず
、
道
知
事
は
そ
の
意
見
に
麗
束
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
地
方
議

公
が
道
知
事
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
に
関
し
て
、
そ
の
審
議
案
件
の
報
刊

を
義
務
づ
け
る
内
在
的
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
は
山
来
な
い
か
ら
、
京
後

進
都
巾
訂
問
委
員
会
条
例
の
改
正
条
例
案
に
お
い
て
、
地
上
川
都
市
訪
問
委

員
会
の
式
苔
只
長
が
、
道
議
会
に
審
議
す
る
案
件
と
、
そ
の
九
五
一
議
結
果
を
事

削
・
事
後
に
端
山
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
こ
と
は
、
条
例
で
制
疋
で
き

な
い
義
務
況
定
を
新
設
し
た
こ
と
と
な
り
、
地
方
白
治
法
第
一
五
条
及
び

ItiJと58(4・:UO)19汲3

都
巾
計
幽

U
人
い
の
焼
J

疋
に
違
反

L
違
法
で
あ
る
」
と
示
し
た
り

ま
た
、
「
光
州
広
域
市
議
会
事
務
庭
設
置
条
例
の
改
正
条
例
案
一
に
対

す
る
判
決
で
は
、
「
地
方
議
会
議
員
に
、
山
1
4

正
職
地
i
M
公
務
員
で
あ
る
議

員
補
佐
官
を
付
け
る
の
は
、
地
方
議
会
議
員
の
付
分
、
地
位
及
び
そ
の
待

遇
に
関
す
る
羽
行
法
令
上
の
制
反
に
重
大
な
変
更
を
招
く
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
個
別
地
方
議
会
の
条
例
で
規
定
す
べ
き
事
瓜
で
は
な
く
、
同
会

の
法
律
で
既
定
す
べ
き
立
法
事
項
で
あ
る
の
で
、
地
方
議
会
議
員
に
布
給

補
佐
官
を
判
け
る
内
存
の
改
正
L

条
例
索
は
祉
効
で
あ
る
」
と
示
し
、
同
会



の
斗
法
事
頃
で
あ
る
か
ら
条
例
で
規
定
で
き
な
い
と
し
た
υ

一
判
例
の
紹
介

(
二
道
知
事
か
ら
町
長
・
郡
守
に
墓
地
な
ど
の
許
可
権
を
委
任
し
た
こ

と
は
団
体
委
伴
事
務
で
は
な
く
、
機
関
委
H
I
事
務
な
の
で
議
会
が
そ
の
事

務
を
規
律
す
る
条
例
を
制
定
で
き
な
い
と

ν
た
判
例
一
棋
千
部
墓
地
な
と

投
開
許
可
に
お
け
る
作
民
の
意
見
聴
取
に
閲
す
る
条
例
案
内
一議
決
無
効
確

認
判
決
(
大
判
H
U
U

山
口
N
戸
U
日
。

F
Z
U
N
)

韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

八
事
実
の
概
要
ヤ

京
畿
泊
一
楊
平
郡
議
会
(
被
け
れ
)
は
一
九
九
四
年
一
一

H
っ
け
に
聞
か

れ
た
第
一
八
回
陥
会
に
お
い
て
持
平
郡
草
地
な
ど
設
問
汗
可
に
お
け
る
作

以
内
回
見
聴
取
に
関
す
る
条
例
案
(
以
「
、
「
本
件
条
例
議
」
)
を
議
決
し
、

同
月
一
一
一
日
に
伺
平
郡
守
(
原
告
)
に
移
屈
し
た
が
、
原
山
は
一
九
九
五

刊
一
月
一
口
口
に
本
件
条
例
案
が
地
仁
ゲ
円
治
法
及
び
埋
葬
及
び
墓
地
な
ど

に
関
す
る
法
律
に
違
反
す
る
理
府
で
、
地
点
日
治
法
第
九
条
約
一
項
に

基
っ
き
、
条
例
索
に
対
す
る
市
内
議
を
求
め
た
が
、
被
告
は
同
年
一
一
月
一

円
第
川
口
同
臨
時
会
に
お
い
て
原
案
通
り
に
市
川
議
決
を
行
っ
た
。

同
議
決
さ
れ
た
本
件
条
例
案
第
一
一
条
に
は
葉
地
な
ど
設
置
計
川
に
お
け

る
住
民
意
見
反
映
つ
い
て
「
郡
守
は
墓
地
な
と
の
設
問
許
可
の
申
請
を
処

理
す
る
に
当
た
っ
て
、
ぜ
見
聴
取
対
象
の

れ
ば
許
可
で
き
な
い
c

但
し
、
暢
平
郡
が
設
問
す
る
公
ぷ
込
は
営
利
円
的

で
な
い
家
系
墓
地
な
ど
は
例
外
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
3

ま
た
、

七
条
に
は
公
用
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
「
郡
守
は
粁
常
を
目
的
と
す
る
施

設
葉
地
な
ど
の
誘
致
を
抑
制
し
、
不
法
草
地
発
牛
防
止
と
火
兼
を
進
め
る

た
め
に
拐
平
部
作
民
が
使
用
で
き
る
公
設
火
H

介
場
と
納
円
立
を
設
問
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
京
畿
道
知
事
は
施
設

墓
地
な
ど
設
置
許
可
権
を
京
縫
泊
委
任
条
例
第
二
条
別
表
の
第
八
回
勺
に
基

ワ
き
、
市
長
郡
守
に
委
任
し
て
い
た

原
告
は
草
地
、
火
鮮
場
、
納
川
官
室
の
設
置
許
刊
に
お
い
て
住
民
の
窓
口
L

を
聴
取
す
る
よ
う
に
規
疋
し
た
本
件
条
例
案
第
三
条
は
法
令
の
委
任
な
し

に
郡
守
の
許
吋
権
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
り
、
山
J
の
!
記
許
可
行
為
は

薦
束
裁
量
れ
為
と
し
て
本
件
条
例
案
が
予
」
れ
を
小
当
に
侵
古
し
て
お
り
、

原
詐
及
び
芝
地
な
と
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
と
、
墓
地
な
ど
の
設
問
許
可

事
務
は
道
知
事
の
権
限
に
属
す
る
が
、
京
畿
γ
山
且
委
汀
条
例
に
基
づ
き
市

長
田
部
パ
つ
に
委
任
し
た
も
の
で
あ
り
、
郡
の
日
治
事
務
又
は
団
体
委
仔
事

務
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
条
例
で
疋
め
て
い
る
の
で
、
本
件
条
例

案
第
三
条
は
地

h
自
治
法
第
一
石
条
に
違
反
す
る
と
し
、
条
例
案
の
即
効

を
求
め
て
出
詳
し
た
。

分
の
一
以
ー
の
佳
成
が
な
け

北法58(4-:U1) 1939 
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〈
判
旨
〉

地
方
自
治
法
第
一
五
条
に
基
づ
き
、
地
ん
一
日
治
同
体
が
条
例
を
制
定
で

き
る
事
項
は
地
仁
川
j

円
治
団
体
の
同
有
事
務
で
あ
る
白
治
事
務
と
個
別
円
以
令

に
よ
り
地
方
自
治
団
体
に
委
灯
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
同
体
委
任
事
務
に
限
ら

れ
、
同
家
事
務
と
し
て
地
方
自
治
同
体
の
長
に
雲
行
ー
さ
れ
て
い
る
か
、
上

級
地
方
自
治
同
体
の
事
務
と

ν

て
卜
紋
地
ん
川
市
同
休
の
長
に
委
任
さ
れ

た
い
わ
ゆ
る
機
関
委
打
事
務
に
関
す
る
事
項
は
条
例
制
定
の
範
問
外
と
い

え
る
J

同
明
日
祥
及
び
哀
地
な
と
に
関
す
る
法
律
第
八
条
ー
は
、
私
設
墓
地
、
私

設
火
葬
場
え
は
私
設
納
骨
堂
な
ど
を
設
消
し
た
い
も
の
は
通
知
事
の
許
可

が
必
要
で
あ
る
と
規
定
し
遣
の
事
務
と
し
て
規
定
し
て
お
り
、
地
方
自
治

法
第
九
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
と
、
京
地
な
ど
の
運
甘
・
管
埋
を
地
ト
々

自
治
団
体
の
事
務
と
し
て
規
定
し
て
お
り
、
同
法
第
一
口
一
条
第
一
項
、
制

法
凶
行
令
第
八
条
、
別
表
の
第
一
号
に
よ
る
と
、
財
同
法
人
が
運
川
押
す

る
葉
地
な
と
の
設
問
許
可
は
道
の
事
務
と
し
、
家
系
J
{
は
山
然
人
が
ぷ
置

す
る
民
地
な
ど
の
許
川
4

は
市
・
部
の
事
務
と
し
て
規
1
4
し
て
い
る
〕

上
記
の
訟
令
の
既
定
を
般
討
す
る
と
、
則
凶
法
人
が
選
営
す
る
葉
地
な

ど
の
許
可
は
道
の
事
務
に
川
崎
す
る
こ
と
で
一
故
す
る
が
、
家
系
墓
地
な
ど

の
詐
り
事
務
は
埋
葬
及
び
民
地
な
と
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
と
道
の
宇
務

に
属

L
、
地
点

μ治
法
及
び
川
払
施
行
令
に
よ
る
と
内
郡
の
事
務
に
属

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
両
訟
の
規
定
が
異
な
る
と
こ
ろ
が
、
地
ん

自
治
法
施
行
令
第
八
条
但
し
書
き
に
は
「
他
の
法
令
に
こ
れ
と
異
な
る
規

定
が
あ
る
場
行
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
一
と
規
定
し
て
い
る
が
、
葉
地
な

ど
の
設
置
許
司
に
閉
し
て
は
地
方
自
治
は
と
は
呉
な
り
、
埋
葬
投
ぴ
ハ
息
地

な
ど
に
関
す
る
法
律
が
特
別
に
規
定
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
埋

非
及
び
墓
地
な
ど
に
関
す
る
法
律
が
地
方
自
治
法
地
方
施
行
令
よ
り
も
上

位
法
川
別
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
家
系
墓
地
な
ど
の
許
可
事
務
も
州
非
及
、
ぴ
墓

地
な
と
に
関
す
る
は
律
第
八
条
に
よ
り
遣
の
凶
有
事
務
で
あ
る
自
治
事
務

で
あ
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
、

次
に
、
京
畿
逃
委
汀
ポ
務
条
例
に
基
づ
き
、
巾
ド
古
都
J
に
墓
地
な
ど

の
許
同
事
務
を
委
任
し
た
こ
と
が
機
関
委
作
い
な
の
か
団
体
委
任
事
務
な
の

か
に
つ
い
て
は
、
一
配
地
方
自
治
団
体
が
下
級
地
方
自
治
同
体
に
対
し
て
同

体
委
任
事
訟
を
行
う
根
拠
規
定
は
地

h
自
治
法
第
九
有
条
第
一
項
で
あ
る

が
、
京
縫
治
委
任
条
例
は
そ
の
恨
拠
を
機
関
委
仔
事
務
の
根
拠
規
ハ
主
で
あ

る
地
方
白
治
法
第
九
五
条
第
一
項
に
明
示
し
て
い
る
こ
と
、
一
ゲ
守
口
小
畿
道
妥

灯
条
例
の
第
条
が
通
知
事
の
司
る
事
務
を
巾
・
郡
で
は
な
く
市
長
郡

pd
に
委
任
し
て
い
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
、
一
品
J

同
体
委
仔
事
務
の
ぬ
作
、

白
治
事
務
と
同
様
に
委
任
し
た
機
関
は
消
極
的
・
矯
正
的
防
相
闘
に
止
ま

り
、
機
関
委
任
事
務
の
場
合
は
違
法
な
場
八
円
だ
け
で
な
く
、
不
当
な
場
合

で
も
処
分
の
取
消
・
停
止
を
行
う
積
極
的
な
監
督
を
わ
う
も
の
で
あ
る

が
、
京
従
道
委
任
条
例
第
二
条
が
委
任
し
た
事
務
に
関
し
て
也
知
事
が
指

ItiJと58(4・:U2)1940 
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弾

-
R督
L
、
そ
の
処
分
が
違
法
な
場
合
だ
け
で
な
く
ヂ
当
な
場
合
で
も

こ
れ
を
取
消
中
止
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
、
必
墓
地
な
と
の
設

置
は
当
該
ー巾
郡
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
す
る
場
合
こ
れ
を
北
置
す
る
こ
と
が

同
維
な
地
方
自
治
団
体
も
あ
り
得
る
の
で
布
・
川
仰
の
聞
に
調
坐
が
必
要
で

あ
り
、
道
レ
ベ
ル
で
統
一
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
宏
当
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
尽
畿
道
知
事
か
ら
市
長
・
郁

1
に
墓
地
な
と
の
詐
可
権
を
委
任

ν

た
の
は
同
体
委
任
事
務
で
は
な
く
、
被
問
委
任
事
務
ー
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
京
畿
道
知
事
か
ら
墓
地
な
と
の
許

叶
ポ
務
を
委
任
さ
れ
た
主
体
は
地
ん
j

円
治
凶
体
で
あ
る
材
ナ
山
で
は
な

く
、
遣
の
下
併
行
政
機
関
で
あ
る
材
ア
郡
J
で
あ
り
、
四
四
日
狩
及
び
昔
前
世
地
な

ど
に
関
す
る
法
律
又
は
上
記
尽
畿
道
事
務
委
任
条
例
か
ら
特
別
に
委
仔
さ

れ
た
機
関
で
あ
る
巾
長
・
山
J
が
所
属
さ
れ
た
市
・
部
の
条
例
に
よ
り
事

務
処
理
に
関
す
る
既
定
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
不
可
在
根
拠
既
定
も
な
い

の
で
掛
川
l
郡
設
会
が
そ
の
宇
務
を
組
律
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
百
え
る
し
た
が
っ
て
、
本
件
条
例
奈
川
市
二
条
は
地
ん
川
治
法

第
一
五
条
の
本
?
え
に
述
以
す
る
と
一
つ
え
る
c

(
ご
都
巾
公
園
造
成
社
阿
の
決
定
法
ぴ
変
更
決
定
に
叫
す
る
事
務
は
絞

問
委
仔
事
務
に
該
当
す
る
と
し
た
判
例
.
ソ
ウ
ル
村
山
市
部
内
公
園
改
什

条
例
誕
紫
効
判
決
(
大
判
N
C
C
C
山

ω
p
u
u
n
E
Z∞
山

)

〈
事
実
の
概
要
〉

ソ
ウ
ル
巾
ぷ
九
五
戸
被
告
)
は
一
九
九
阿
刊
四
月
一
一
口
第
二

時
会
に
お
い
て
ソ
ウ
ル
特
別
市
都
市
公
開
改
正
条
例
案
(
以
下
、
本
件
改

汁
条
例
案
」
を
議
決
し
、
同
川

=

H
に
ソ
ヴ
ル
特
別
市

μ
(原
告
)
に

移
送
し
た
が
、
原
告
が
一
九
九
九
年
立
月
八
円
に
本
件
条
例
案
に
お
い
て

新
設
さ
れ
た
第
一
三
条
第
三
項
と
第
一
三
条
第
川
項
が
法
令
に
違
ー
は
す
る

理
山
で
町
議
を
求
め
た
が
、
一
九
九
九
年
一
心
月
一
一
日
一
一
ハ
同
時
時

会
に
お
い
て
当
初
原
案
通
り
に
再
ぷ
決
(
以
下
、
本
件
再
議
決
)
を
行
つ

凶
臨

本
件
条
例
案
は
従
来
の
ソ
ウ
ル
特
別
ー
巾
都
巾
公
凶
条
例
(
以
卜
、
公
凶

条
例
)
の
第
心
条
第
一
項
川
市
一
号
の
引
し
再
き
「
保
健
社
会
部
長
官

を
「
保
健
福
制
部
長
官
」
に
し
、
約
一
三
条
に
第
瓜
に
「
委
員
会
の
付

議
案
件
は
ソ
ウ
ル
持
別
市
議
会
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、

第
四
項
に
「
委
員
会
の
会
議
関
連
主
料
及
び
会
議
録
は
公
開
す
る
一
を
新

設
す
る
こ
と
を
内
在
と
す
る
改
正
案
で
あ
っ
た
が
、
従
削
の
公
園
条
例
的

一
心
条
は
「
都
市
公
開
に
関
す
る
法
第
四
条
の
既
定
に
よ
る
造
成
引
丙
(
以

、
造
成
計
画
)
の
決
疋
・
変
更
決
定
に
閲
す
る
事
項
と
し
て
原
告
に
委

任
さ
れ
た
事
項
、
原
パ
川
V
人
は
区
庁
長
が
す
案
し
た
造
成
計
幽
に
悶
す
る
事

項
、
そ
の
他
公
凶
に
閲
す
る
重
要
事
項
を
存
議
す
る
た
め
に
ソ
ウ
ル
特
別

市
に
ソ
ウ
ル
特
別
巾
都
ー巾
公
園
委
員
会
(
以
下
、
妥
民
会
)
を
設
け
る
」

北法58(4. :U:;) 1941 
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と
規
定
さ
れ
て
い
た
ハ

原
告
は
本
件
改
正
条
例
議
に
新
北
ほ
さ
れ
た
第
一
一
一
条
第
一
項
は
都
市
計

画
法
第
一
一
条
第
一
項
伊
し
書
き
と
、
同
法
施
行
令
第
七
条
の
三
第
三
号

泣
び
第
一
合
条
に
違
反
し
、
第
一
一
一
条
第
凶
墳
は
「
公
共
際
関
の
情
報
公

開
に
関
す
る
法
律
(
以

I
、
情
報
公
開
法
)
一
第
七
条
治
項
第
品
川
号
に

違
じ
は
し
、
本
件
条
例
案
の
再
議
決
は
無
効
で
あ
る
と
主
張
〕
出
訴
し
た
。

〈
争
点
事
項
〉

爪
心
地
ん
片
治
川
林
が
機
関
委
任
事
務
に
刈
し
て
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
。

必
都
市
公
開
造
成
計
画
的
決
ど
及
び
変
更
決
定
に
関
す
る
事
務
が
機
関

委
任
事
務
に
訟
当
す
る
か
、
ま
た
地
方
自
治
団
体
の
事
務
に
対
し
て
委

任
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

事l
U 地

五
円
，
巾
法
第
一
力
条
、
九
条
仁
志
づ
き
、
地
方
自
治
団
体
が
条
例

を
制
'
疋
で
き
る
事
項
は
地
ん
円
ム
m
N体
の
凶
有
事
務
で
あ
る
白
治
事
務

と
個
別
法
令
に
悲
ワ
き
地
ん
片
ム
m
川
休
に
委
任
さ
れ
た
川
休
委
任
宇
務

に
限
ら
れ
、
国
家
事
務
が
地
方
自
治
団
体
の
長
に
委
仔
さ
れ
た
機
関
委

任
宇
務
は
原
則
的
に
い
治
条
例
の
制
定
範
囲
に
属
し
な
い
、
し
か
し
、

機
関
委
任
事
務
に
お
い
て
伺
別
法
令
で
一
ハ
疋
の
事
瓜
を
条
例
に
定
め
る

よ
う
に
委
仔
し
て
い
る
場
合
は
、
妥
仔
さ
れ
た
事
項
に
闘
し
て
何
別
法

令
の

muuに
付
合
す
る
範
凶
内
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
委
任
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ItiJと58(4・:U4)1942 

必
都
市
公
同
法
第
凶
条
第
五
項
は
都
市
公
固
に
関
す
る
造
成
引
-
幽
の
訣

定
及
ぴ
変
更
決
定
は
都
市
計
阿
で
行
う
こ
と
を
規
定

v

て
お
り
、
都
市

計
同
法
第
条
約
一
項
は
都
市
計
丙
の
決
定
此
ぴ
変
更
決
J

疋
に
関
す

る
事
務
は
建
設
父
通
部
長
官
の
固
有
事
務
で
あ
る
国
家
事
務
で
あ
る
と

百
え
る
し
か
し
、
都
巾
公
園
透
成
計
幽
は
都
市
計
画
に
よ
り
決
定
さ

れ
た
都
ー
巾
公
凶
に
刻
す
る
公
園
施
設
の
種
類
、
位
同
及
び
範
同
な
ど
を

H
一
体
的
に
伴
定
す
る
計
両
で
あ
る
か
ら
、
造
成
引
川
両
の
決
定
及
び
変
更

は
都
市
計
画
法
施
行
令
第
七
条
の
一
第
一
号
の
規
定
す
る
「
既
に
決
定

さ
れ
た
計
画
に
お
け
る
都
市
計
画
法
第
一
条
第
一
頃
的
り
の
い
抽
ぷ
に

対
す
る
細
部
施
設
の
決
定
及
び
変
更
決
疋
一
に
該
当
し
、
し
た
が
っ
て
、

都
市
計
同
法
第
二
条
第
一
瓜
担

L
Eき
の
規
i

注
す
る
「
軽
微
な
都
市

計
而
の
従
史
」
に
時
当
す
る
た
め
、
都
市
計
同
法
第
つ
条
第
一
項
、

同
法
施
わ
令
第
六
条
第
項
第
凶
号
に
基
づ
き
、
造
成
引
両
の
決
定
及

び
変
更
決
定
に
閲
す
る
建
設
父
通
部
長
{
日
の
権
限
が
地

h
自
治
凶
体
の

長
に
委
任
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
地
方
自
治
同
体
長
の
都
市
公

園
造
成
計
画
の
決
定
及
び
変
更
決
ー
'
疋
に
閲
す
る
事
務
は
機
関
委
任
事
務
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に
該
当
す
る
υ

一
方
、
都
市
公
園
法
第
三
口
条
は
都
市
公
園
の
設
問
及
び
管
理
に
関
し

て
必
要
な
事
項
は
当
該
地
方
自
治
同
体
の
条
例
に
i'疋
め
る
と
児
{
疋
し
て
い

る
が
、
「
都
市
公
倒
的
ぷ
間
及
び
包
理
に
必
要
な
事
項
」
と
は
地
方
山
治

法
第
九
条
第
一
項
第
凶
号
の
規
U

心
す
る
向
治
事
務
の
こ
と
で
あ
り
、
都
市

公
園
泣
成
計
画
の
決
定
及
び
変
更
に
関
す
る
事
務
は
そ
れ
に
設
当
し
な
い

と
匹
わ
れ
る
。
ま
た
、
地
方
自
治
法
施
わ
令
第
川
一
条
に
は
地
克
F

川
治
同

体
は
そ
の
川
学
事
務
の
範
阿
内
で
諮
問
機
聞
を
条
例
で
北
置
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
お
け
る
地
ん
片
治
川
林
の
川
水
事

務
と
は
固
有
事
湾
で
あ
る
自
治
事
務
と
団
体
委
任
事
務
の
こ
と
で
あ
り
、

機
関
雲
行
事
務
は
そ
れ
に
該
当
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
都
巾
計
山

法
第
三
口
条
と
地
方
白
治
法
施
'
什
令
第
同
一
条
を
、
困
家
事
務
と
し
て
絞

問
委
仔
事
務
で
あ
る
都
巾
公
凶
造
成
引
丙
の
決
定
説
史
決
定
に
関
す
る

事
項
を
条
例
で
規
定
で
き
る
よ
う
委
任
し
た
根
拠
法
令
と
は
乙
え
な
い

し
、
他
に
ぞ
の
委
任
根
拠
と
な
り
う
る
法
令
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
地

点
日
治
同
体
は
都
内
公
園
造
成
計
画
の
決
定
目
変
更
決
定
に
関
す
る
事
項

を
条
例
で
記
ー
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
c

(
一
)
発
電
所
同
組
地
域
に
対
す
る
支
持
事
業
の
一
却
を
地
方
自
治
団
体

長
で
は
な
く
、
地
域
阿
休
が
施
れ
で
き
る
よ
う
に
説
記
し
た
発
屯
川
周
辺

地
域
丸
援
事
業
施
行
に
関
す
る
条
例
案
が
発
電
所
周
辺
地
域
支
援
に
関
す

る
法
律
施
わ
令
の
委
H
U
の
範
凶
を
迎
肌

L
無
効
と
し
た
事
例
(
尉
珍
出
発

電
市
周
辺
地
域
支
援
産
業
施
行
に
閣
す
る
条
例
案
株
幼
時
以
訴
訟
一
大
判

]
F
3
3
3
3
H
叶
-
3
3〔
}

己

岡

山

(

)

)

〈
事
実
の
概
要
〉

蔚
珍
都
議
会
(
被
パ
ハ
)

は
一
九
九
八
年
一
一
月
一
六
日
に
蔚
珍
郡
発
電

所
周
辺
地
域
支
疑
事
業
施
行
に
関
す
る
条
例
案
(
以
下
、
本
件
条
例
議
)

を
議
決
し
、
阿
月
一
八
円
に
尉
珍
郁
J

「
原
告
)
に
移
送
し
た
が
、
原
パ
け

が
一
九
九
九
年
1

一
月
一
六
日
に
条
例
索
第
一
条
市
一
口
と
第
三
条
第
項

及
び
第

t
条
第
一
項
が
法
令
に
違
反
す
る
こ
と
を
理
由
に
市
川
議
を
ま
め
た

ず、、
!刀

九
九
九
年
三
月
五
け
に
被
告
は
当
初
の
原
案
通
り
に
再
議
決
を

一「
J

一一、
一

ノイ
l

J

J
/

本
件
条
例
案
は
そ
の
第
条
に
、
充
電
所
周
辺
地
域
支
援
に
閲
す
る
法

律
(
以
十
、
法
)
第
一
一
条
と
法
施
行
人
計
約
一
心
条
第
項
及
び
第
三
!
ハ

条
の
規
定
に
茎
っ
き
、
蔚
珍
郡
発
電
所
周
辺
地
域
支
持
事
業
の
施
れ
を
効

求
T
的
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
混
疋
す
る
こ
と
を
そ
の
日
的
と
す

る
と
規
定
し
、
①
第
一
条
第
一
口
に
「
地
妓
凶
体
と
は
当
訟
支
緩
ポ
業
と

直
接
利
台
関
係
が
あ
る
当
該
門
己
目
一
回
の
住
民
全
体
の
構
成
と
ム
ロ
議
に
よ
り

通
常
さ
れ
る
繁
栄
会
止
は
地
域
発
展
協
=
議
会
な
と
の
団
体
を
い
う
」
と
鋭

北法58(4. :U;)) 1943 
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定

L
、
②
第
一
一
条
第
一
項
に
「
蔚
珍
郡
守
は
地
方
財
政
法
第
一
凶
条
第
一

政
第
刊
号
に
茎
づ
き
、
支
援
事
業
の
効
ん
ど
+
的
推
進
及
び
管
理
卜
、
地
域
間

体
な
と
が
直
接
施
ノ
わ
す
る
の
が
一
云
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は
補
助

事
業
と
し
て
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
、
一
切
第
七
条
第
現

に
「
地
域
凶
体
は
当
該
巴
・
面
の
件
民
福
材
、
と
地
域
発
展
及
び
作
民
所
得

増
ト
八
な
と
共
阿
の
利
益
を
計
る

H
的
で
当
該
地
域
全
休
性
民
で
構
成
す
る

協
議
体
」
と
規
定
し
た
(
以
「
、
上
記
一
一
つ
の
条
墳
を
、
本
件
係
争
条
墳
)
、
一

原
告
は
本
件
の
請
求
原
肉
と
し
て
、
山
山
に
基
づ
く
支
仮
事
業
は
地
方
自

治
凶
体
の
長
に
委
任
さ
れ
た
慌
問
委
任
事
務
に
該
当
し
、
地
方
自
治
団
体

の
条
例
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
「
、
本
件
条
例
案
は

そ
れ
に
附
し
て
規
定
し
、
本
件
係
争
条
項
の
法
第
一
一
h

染
と
法
施
行
令
第

三
口
条
約
一
項
及
び
第
一
六
条
の
委
任
範
阿
を
逸
脱
し
た
事
瓜
を
規
定
し

と
い
る
の
で
そ
の
制
定
の
た
め
の
本
事
件
町
議
決
は
相
効
で
あ
る
と
十
張

し
山
訴
し
た

(f¥ 

判
U 意

法
第
一
ー
じ
条
第
項
と
地
占
向
治
法
第
一
合
条
に
本
づ
主
、
地

方
自
治
国
体
は
法
令
の
純
附
内
で
そ
の
事
務
に
悶
し
て
山
治
条
例
を
制

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
事
務
と
は
地
ん

H
，
巾
法
第
九
条
第
一

項
の
地
方
自
治
団
体
の
自
治
苧
務
と
法
令
に
よ
り
地
ん
山
治
刊
休
に
属

す
る
間
体
委
任
事
務
で
あ
り
、
地
仁
川
自
治
凶
体
が
向
治
条
例
を
制
定
で

き
る
の
は
こ
う
し
た
い
治
事
y
加
と
川
体
委
任
事
務
に
限
ら
れ
、
凶
家
事

務
が
地
方
自
治
団
体
的
長
に
委
任
さ
れ
た
機
関
委
任
事
務
の
よ
う
に
地

方
自
治
団
体
の
長
が
国
の
椛
関
の
地
付
で
わ
う
事
務
は
地
方
自
治
団
体

的
自
治
事
務
で
は
な
く
、
原
則
的
に
い
治
条
例
の
制
定
範
囲
外
で
あ
る
と

ぬ
機
関
委
任
事
務
も
伺
別
法
令
に
よ
り
一
定
の
事
瓜
を
条
例
に
定
め
る

ょ
う
委
任
し
て
い
る
場
合
は
、
地

h
自
治
凶
体
の
向
，
h
条
例
制
定
権
と

関
係
な
く
、
妥
仔
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
内
容
は

何
別
法
令
が
委
任
し
て
い
る
事
項
に
限
ら
れ
個
別
法
令
の
挫
骨
に
付
人
口

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
範
同
を
逸
脱
し
た
場
合
は
委
任
条
例
と
し

て
の
効
力
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
c

勺
刀
法
令
に
お
い
て
地
方
自
治
団
体
の
長
が
処
理
す
る
よ
う
に
規
定
し
て

い
る
事
務
が
際
関
不
可
み
仕
事
務
に
設
当
す
る
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
そ
れ
に
関
す
る
法
令
の
見
定

h
式
と
趣
旨
を
考
曙
す
べ
き
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
そ
の
事
務
の
性
質
が
全
凶
的
に
統
一
的
な
処
理

が
求
め
ら
れ
る
事
務
で
あ
る
か
の
当
否
及
、
び
経
費
負
担
と
最
終
的
な
責

任
川
明
の
字
体
も
ど
隠
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
c

ヘ
必
発
電
川
周
辺
地
域
土
日
間
に
閉
す
る
法
律
は
地
域
開
発
の
他
に
電
源
開

用
品
促
進
と
発
電
川
及
び
肢
射
性
廃
棄
物
音
却
施
設
の
円
滑
な
選
常
を
凶

る
こ
と
を
日
的
と
し
て
お
り
F

第
一
条
)
、
発
電
所
周
辺
地
域
に
対
寸

ItiJと58(4・:U6)1944 
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る
γ

人
援
事
業
は
松
田
電
力
公
社
が
ん
国
の
周
辺
地
域
に
対
す
る
長
期
訂

幽
を
山
て
(
第
九
条
)
、
支
提
事
業
は
地
方
日
治
同
体
長
の
他
に
川
公

社
も
施
行
十
件
で
あ
り
(
第
一
一
条
)
、
支
援
事
業
の
内
容
に
よ
り
各

川
分
出
帆
し
て
施
わ
し
(
同
法
施
行
令
第
一
九
条
、
第
五
条
)
、
事
業

施
行
に
必
要
な
経
費
は
荒
本
的
に
川
公
社
が
運
営
・
管
理
す
る
系
金
に

よ
り
賄
う
(
第
同
条
、
第
七
条
)
こ
と
な
ど
を
#
品
川
す
れ
ば
、
充
電
所

周
辺
地
域
に
対
す
る
支
援
事
業
は
地
方
自
治
団
体
の
財
政
能

M
の
主
に

関
係
な
く
統
一
的
に
施
行
す
べ
き
困
家
事
t

妨
に
該
当
す
る
が
、
当
該
地

械
の
事
情
と
地
方
自
治
団
体
が
施
/
付
す
る
他
の
制
祉
施
策
と
者
一
世
な
悶

辿
を
持
ち
な
が
ら
施
れ
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
置
し
て
当
該

地
方

U
治
同
体
の
長
に
施
行
を
委
伴
し
た
除
問
委
任
事
t

拍
に
訟
当
す

るい

(，，'， 
V シ

発
電
所
周
辺
地
域
に
対
す
る
支
援
事
業
の
部
を
地
ん
向
治
凶
体
の

長
で
は
な
く
、
地
域
同
体
が
施
行
す
る
よ
う
規
定
し
た
尉
珍
都
充
電
所

地
域
支
援
事
業
施
行
に
関
す
る
条
例
案
は
な
電
所
周
辺
地
域
支
援
事
業

凶
行
に
関
す
る
法
律
凶
行
令
第
一
一
口
条
約
一
項
、
第
一
一
ハ
条
の
委
仔
範

囲
を
逸
脱
し
無
効
で
あ
る
c

(
四
)
{
川
出
域
内
都
巾
ガ
ス
似
給
安
定
に
関
す
る
条
例
索

地
方
自
治
阿
体
の
条
例
制
定
権
の
範
囲
は
い
治
事
t

持
と
判
体
委
任
事
務

に
限
ら
れ
、
機
関
委
任
事
務
は
原
則
的
に
条
例
制
定
権
が
泣
ば
な
い
。
都

市
ガ
ス
供
給
交
定
に
関
す
る
条
例
案
が
規
定
し
て
い
る
ガ
ス
供
給
施
ι
目
的

l
市
計
幽
と
都
市
ガ
ス
供
給
規
定
の
承
認
な
ど
の
事
瓜
は
機
関
委
任
事
務

に
設
当
せ
ず
、
法
令
に
よ
り
地
方
自
治
団
体
の
事
務
に
凶
す
る
事
項
と
し

て
条
例
制
定
が
可
能
で
あ
る
が
、
地
上
刈
自
治
凶
体
長
の
執
行
佐
を
侵
害
す

る
事
項
を
児
定
)
て
い
る
た
め
違
法
と
き
れ
た
判
例

〈
官
官
官
へ
の
概
要
〉

仁
川
広
域
市
議
会
(
以
下
、
被
告
)
は
、
一
心
。
一
咋
丘
月
一
八
日
に

「
都
市
ガ
ス
供
給
安
定
に
関
す
る
条
例
案
」
(
以
下
、
本
件
条
例
案
)
を

議
決
し
、
仁
川
広
域
市
長
(
以
下
、
原
告
)
に
移
送
し
た
が
、
原
辛
口
は
行

政
川
治
部
長
官
の
指
一
不
に
よ
り
、
本
刊
条
例
案
策
凶
条
約
一
瓜
、
第
ア
八
条

門
前
一
項
、
一
項
が
、
都
巾
ガ
ス
事
業
法
、
地
方
自
治
以
な
ど
L
L
位
法
令
に

達
比
す
る
こ
と
を
理
由
に
再
議
を
求
め
た
が
、
被
山
は
原
宇
本
通
り
に
再
議

決
し
た
。

本
件
条
例
案
は
、
そ
の
第
一
条
に
都
市
ガ
ス
供
給
施
設
及
び
使
肘
施
設

(
以
下
、
ガ
ス
供
給
施
設
)
の
安
定
的
・
均
衡
的
自
及
と
品
開
を
促
進
し
、

力
ス
事
業
者
と
使
用
者
間
の
利
害
を
調
批
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
の
安

全
を
阿
る
こ
と
を
け
的
と
す
る
こ
と
を
既
定
し
、
第
四
条
第
一
取
は
、
「
ガ

ス
官
官
業
者
は
都
市
ガ
ス
事
業
法
(
以
卜
、
法
)
第
一
八
条
の
三
第
一
項
但

北法58(4-:U7) 1945 
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し
事
門
主
規
定
に
基
づ
き
、
供
給
計
画
に
よ
る
ガ
ス
供
給
施
設
の
ポ
が
山

来
な
い
場
合
は
、
可
能
な
限
り
当
該
年
山
芋
ハ
月
以
前
に
、
市
長
に
ふ
本
認
を

要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
第
二
項
に
は
、
「
巾
長
は
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
承
認
す
る
川
崎
台
、
承
認
し
よ
う
と
す
る

J

疋
規
模
以
卜
の

ガ
ス
供
給
施
北
に
対
す
る
追
加
設
置
が
で
き
る
よ
う
ガ
ス
供
給
訂
-
四
を
変

史
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
っ
た
だ
℃
ガ
ス
供
給
訂
-
附
を
変
更
す
る
場
人
門

は
、
ガ
ス
仇
給
施
設
の
設
世
を
要
求
す
る
多
く
の
作
民
の
民
願
地
域
を
優

先
的
に
与
臨
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
と
組
疋
し
て
い
た
c

ま
た
、
第
i

ハ

条
約
項
は
、
「
市
長
は
法
第
一
八
条
の
一
の
制
定
に
よ
る
ガ
ス
供
給
施

設
士
事
引
川
阿
を
14
て
る
際
に
は
、
市
議
会
の
所
管
常
任
委
員
会
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
と
し
、
第
項
、
「
巾
長
は
法
第
一
心
条
の
規
疋

に
基
づ
く
都
市
ガ
ス
料
金
及
び
そ
の
他
供
給
条
件
に
閉
す
る
供
給
規
定
を

承
認
又
は
裂
回
ん
す
る
際
に
は
、

L
L
d供
給
規
定
が
法
第
一
口
条
約
一
日
明
各

号
の
本
準
に
適
合
す
る
か
に
つ
い
て
、
巾
議
会
に
限
告
し
立
見
を
聴
取
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
じ

県
告
は
、
本
刊
条
例
案
に
刈
し
て
、
ガ
ス
供
給
施
設
の
事
引
回
樹
f
げ

と
都
巾
ガ
ス
供
給
卓
認
に
関
す
る
業
務
は
、
法
第
一
八
条
の
ガ
ス
供
給
引

回
変
更
命
令
権
、
第
一
心
久
人
の
ガ
ス
料
金
な
ど
供
給
規
定
承
認
権
、
第
凶

。
条
の
嗣
整
命
令
維
な
と
に
照
ら
し
、
全
国
的
に
統
一
を
凶
る
必
裂
が
あ

る
凶
家
事
務
で
あ
る
が
、
当
該
地
域
の
特
殊
事
情
を
考
慮
し
、
地
方
自
治

同
体
長
に
委
任
さ
れ
た
こ
と
に
過
ぎ
な
い
椛
問
委
任
事
務
に
該
当
し
、
フ
て

ItiJと58(4・:U8)1946 

れ
に
関
し
て
地
占
自
治
凶
体
的
条
例
で
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で

あ
る
ば
か
り
か
、
本
作
条
例
案
第
四
条
第
一
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
一

項
は
、
地
方
自
治
団
体
長
の
執
れ
権
を
侵
古
し
、
上
位
法
令
で
あ
る
法
第

一
八
条
、
第
八
来
的
一
一
第
一
項
但

L
Eき
、
第
凶

O
A人
な
ど
、
地
方
自

治
法
関
連
条
項
の
委
任
範
阿
を
逸
脱
〕
た
事
項
を
規
定

v

て
い
る
の
で
、

本
件
条
例
案
の
同
一議
決
は
知
効
で
あ
る
と
キ
張

L
大

U
院
仁
川
河
訴
し
た

〈判
u
u
v

認
容
判
決

川
「
憲
法
第
一

地
方
白
治
悶
体
は
法
令
の
範
囲
内
で
そ
の
ポ
務
に
閉
し
て
自
治
条
例
を

制
定
で
き
る
が
、
そ
の
事
務
と
は
、
地
ん
日
治
法
第
九
条
第
一
頃
で
示

し
て
い
る
地

h
自
治
国
体
の
向
治
事
務
と
、
法
令
に
基
づ
き
地
方
自
治

凶
体
に
属
す
る
団
体
委
任
事
訟
の
こ
と
で
あ
り
、
地
i
M
山
人
白
川
休
が
白

治
条
例
を
制
'
疋
で
き
る
の
は
原
則
的
に
こ
う
し
た
向
，
巾
事
務
と
凶
体
委

任
事
務
に
限
ら
れ
る
n

し
た
が
っ
て
、
凶
家
事
務
が
地

h
自
治
国
体
長

に
委
任
さ
れ
た
機
関
委
任
事
訟
の
よ
う
に
地
方
白
治
悶
体
長
が
困
の
絞

閑
と
し
て
行
う
事
務
は
、
原
則
的
に
自
治
条
例
の
制
定
範
阿
に
含
ま
れ

な
い
c

ぞ
し
て
法
令
上
、
地
方
自
治
団
体
長
が
処
珂
す
る
よ
う
規
定
し

一
ー
仁
条
第
一
項
と
地
方
自
治
法
第
一
五
条
に
よ
る
と
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て
い
る
事
務
が
、
白
治
事
務
に
該
当
す
る
か
機
関
委
任
事
務
に
設
当
す

る
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
そ
れ
に
閲
す
る
法
令
の
規

定
形
式
と
趣
旨
を
主
隠
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
、
そ
の
事
務

の
性
質
が
全
国
的
に
統
的
な
処
理
が
求
め
ら
れ
る
事
務
で
あ
る
か
の

当
否
、
そ
れ
に
悶
オ
る
経
費
負
担
と
最
終
的
な
責
任
帰
属
の
キ
休
な
と

も
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
」

川
「
法
第
三
条
、
約
九
条
、
第
つ
条
、
第
一
条
、
約
一
八
条
の
三
、

第
二
心
条
な
ど
の
附
辿
姐
山
疋
を
総
合
す
れ
ば
、
特
別
市

μ
広
域
巾
長

V
人
は
道
知
事
(
以
十
、
巾
也
知
事
)
が
、
般
都
市
ガ
ス
事
業
の
許

可
権
者
で
あ
り
(
力
ス
卸
事
業
許
可
権
者
は
産
業
資
源
部
長
官
)
都
布

ガ
ス
供
給
組
定
的
承
認
権
占
ご
あ
る
と
し
な
が
ら
、
委
任
の
形
式
も

取
っ
て
お
ら
ず
、
市
・
遣
い
知
事
に
そ
の
地
域
特
性
に
適
合
す
る
よ
う
に

都
市
ガ
ス
供
給
圏
域
な
と
を
設
定
目
公
示
す
る
梓
限
を
与
え
て
お
り
、

そ
の
許
可
な
ど
に
作
、
つ
子
数
料
の
帰
属
や
そ
の
事
務
処
理
費
用
の
負
刊

に
関
し
て
も
、
巾
・
道
に
帰
属
さ
せ
て
い
る
一
政
都
市
ガ
ス
ポ
業
者

が
都
市
ガ
ス
供
給
の
た
め
に
設
置
す
べ
き
ガ
ス
供
給
施
設
の
投
開
な
ど

が
専
門
的
-
技
術
的
こ
と
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
市
・
誼
な
ど
地
ん

川
治
川
休
の
此
怖
と
財
政
能
力
で
は

h
う
干
)
と
が
出
来
な
い
も
の
と
は

一
百
え
ず
、
都
市
ガ
ス
の
料
ん
じ
、
そ
の
他
供
給
条
件
を
規
定
し
た
供
給
規

定
は
、
都
市
ガ
ス
使
刑
者
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
あ
る
が
、

す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
時
国
ガ
ス
公
朴
か

ら
都
市
ガ
ス
の
供
給
を
受
け
保
管
す
る
一
般
都
市
ガ
ス
事
業
告
の
保
管

場
所
、
地
形
、
ガ
ス
供
給
施
設
山
崎
置
に
所
定
す
る
費
用
な
ど
、
地
域
的

な
事
枯
に
よ
り
ガ
ス
料
金
や
費
用
負
担
な
ど
に
お
い
て
、
適
正
な
杭
度

の
合
理
的
差
別
は
可
能
で
あ
る
と
言
え
る
。

従
っ
て
、
市
・
道
知
事
の
地
域
別
ガ
ス
供
給
施
設
の
事
計
画
樹

i
'
八
J
A

告
や
都
巾
ガ
ス
の
料
金
及
び
そ
の
他
供
給
条
件
に
関
す
る
供
給

規
定
の
ぷ
認
に
閑
寸
る
宇
閉
山
は
、
地
方
自
治
法
第
九
条
、
第
五
条
第

一
項
第
一
号
に
基
ヴ
き
、
法
令
に
よ
り
地
方
白
治
同
体
の
事
務
に
属

す
る
事
項
と
し
て
条
例
を
制
定
で
き
る
し
、
同
家
事
務
ー
と
し
て
f

巾

通

知
事
に
機
問
妥
汗
さ
れ
た
事
務
と
は
一
百
え
な
い
c

た
だ
、
産
業
資
源
部
長
{
円
は
レ
昨
年
当
1
4

同
年
度
を
九
円
め
た
有
刊
聞
の
カ

ス
需
給
計
画
を
す
で
、
当
該
年
度
を
合
め
た
の
年
以
上
の
期
間
に
わ

た
る
長
期
天
然
ガ
ス
受
給
引
両
を
止
て
、
ノ
ど
の
↓
平
安
内
存
を
公
山
し
(
法

第
一
八
条
の
一
)
、
天
然
ガ
ス
の
輸
出
入
計
幽
締
結
な
と
に
対
す
る
承

認
権
を
行
使

L
(法
第
一
八
条
の
凶
第
一
頃
)
、
巾
・
道
知
事
の
上
正

供
給
規
定
承
認
に
閲
辿
し
て
一
般
都
巾
力
ス
事
業
者
の
供
給
制
民
疋
に
お

い
て
ガ
ス
判
令
と
供
給
条
件
及
び
台
巾
の
負
担
に
閉
す
る
事
項
が
週
半

で
な
く
、
都
市
ガ
ス
の
需
給
不
均
衡
を
料
く
恐
れ
が
あ
り
、
ガ
ス
使
用

主
的
保
護
の
た
め
に
こ
れ
を
改
普
す
る
必
安
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
時

必
ず
し
も
全
国
的
に
統

北法58(4-:Uり)194i 
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に
は
、
巾
・
埠
知
事
に
供
給
規
定
の
内
零
変
更
の
た
め
必
要
な
措
置
を

取
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
(
法
第
ひ
条
市
三
項
)
、
時
的
な
ガ
ス
供

給
不
足
に
よ
り
緊
急
に
ガ
ス
使
用
を
制
限
し
な
い
と
、
国
民
ぺ
J

活
に
支

障
を
来

L
公
共
の
利
詐
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
昔
し
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
必
州
久
な
範
囲
内
で
ガ
ス
使
巾
者
の
ガ
ス
使
用
を
制
限
す
る
こ

と
が
で
き
(
法
第
一
川
条
第
一
項
て
そ
の
制
限
に
必
要
な
範
囲
内
で

都
市
ガ
ス
事
業
者
に
ガ
ス
供
給
の
川
限
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
(
山
以
前

一
四
条
第
一
項
)
、
ガ
ス
の
需
給
上
必
攻
と
認
め
ら
れ
る
時
に
は
、
都

市
ガ
ス
事
業
者
に
ガ
ス
供
給
施
必
事
計
凶
ガ
ス
供
給
計
画
・
ガ
ス

料
金
な
ど
供
給
条
件
の
調
存
命
令
な
ど
を
わ
う
こ
と
が
で
き
(
法
第
凶

C
条
、
そ
の
施
行
令
第
一
つ
条
)
、
ガ
ス
の
供
給
及
び
使
用
と
閑
辿
し

た
公
共
の
夫
九
又
は
危
害
発
生
の
防
止
の
た
め
に
、
ガ
ス
供
給
施
設
又

は
ガ
ス
他
用
施
設
の
安
全
管
理
業
務
に
対
し
て
、
市
田
道
知
事
を
折

導
監
怪
し
菜
務
出
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
(
法
第
凶
む
条
の

一
、
第
四
一
条
第
一
墳
、
そ
の
施
行
令
市
一

一
条
、
第
二
条
)
、
こ

れ
は
、
国
の
地
方
自
治
団
体
に
対
す
る
一
般
的
な
指
喧
了
骸
督
の
純
附

に
凶
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
ご
あ
り
、
上
記
mm'疋
た
け
で
巾
・
道
知
事

が
も
っ
地
M
域
別
ガ
ス
似
給
施
設
の
ポ
引
川
町
の
倒
止
・
公
告
や
都
市
力

ス
料
ん
じ
及
び
そ
の
他
供
給
条
件
に
関
す
る
供
給
規
山
ん
の
承
認
に
関
す
る

業
務
の
件
記
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
」

川
「
し
か
し
、
地
ん
山
治
問
休
が
そ
の
白
治
事
務
に
閲
し
て
条
例
を
制

疋
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
ト
位
法
令
に
違
反
す
る
こ
と
は
で

き
ず
(
地
方
山
治
法
第

TZ季
、
特
別
の
規
疋
が
な
い
限
り
地
仁
川
白

治
法
が
規
定
し
て
い
る
地
心
向
治
川
体
の
執
行
椛
関
と
地
方
議
会
の
固

有
住
限
に
関
し
て
は
、
条
例
で
こ
れ
を
侵
害
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
地

方
議
会
が
地
上
川
自
治
凶
体
長
の
固
有
権
限
で
な
い
事
項
に
対

ν

て
も
、

そ
の
事
務
執
行
に
関
す
る
執
わ
権
を
本
質
的
に
伝
書
す
る
こ
と
は
地
ん

い
治
法
の
問
辿
規
定
に
違
反
し
許
き
れ
な
い
と
い
え
る
c

法
第
一
八
の
三
は
第
一
項
に
、
E

巾
・
道
知
ポ
は
第
八
条
第
一
項

の
規
J

疋
に
基
っ
き
、
一
般
都
ー
巾
ガ
ス
事
業
者
が
提
出
し
た
ガ
ス
供
給
計

画
を
元
に
、
年
芹
一
月
末
ま
で
に
当
該
角
度
を
含
め
た
年
聞
の
地
域

別
ガ
ス
供
給
施
設
の
て
宇
訂
阿
を
斗
て
、
こ
れ
を
公
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
υ

公
刊
し
た
引
丙
を
従
更
し
た
時
も
同
悌
で
あ
る
'
と
規
定
し
、

第
項
で
は
、

『
一
般
都
市
宵
ス
宇
業
者
は
第
一
取
の
規
定
に
某
つ
一
き

公
告
し
た
地
域
別
ガ
ス
供
給
施
設
の
工
事
社
阿
に
従
い
、
ガ
ス
供
給
施

設
を
設
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
し
、
産
業
資
源
部
令
が
定
め
る

平
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
場
介
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
』
と
規
'
疋

し
、
そ
の
施
行
境
則
第
三
口
条
約
一
頁
は
、
般
都
市
ガ
ス
事
業
者
が

地
域
別
ガ
ス
供
給
施
設
の
事
計
幽
に
よ
る
ガ
ス
怯
給
施
設
の
設
置
を

し
な
く
て
も
い
い
場
合
と
し
て
、
(
叫
泊
路
掘
削
許
可
を
も
ら
わ
な
か
っ

ItiJと58(4・3引))1948 
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ス
供
給
施
設
の
設
置

F
定
日
か
ら
一
汁
以
内
に
道
路
の

拡
長
包
装
が
れ
わ
れ
る
よ
う
計
幽
さ
れ
て
い
る
場
行
、
玄
地
域
再
開

発
が
進
め
ら
れ
る
予
I

疋
の
場
合
、
怖
そ
の
他

F
想
外
の
事
山
が
光
生
し
、

都
巾
カ
ス
の
供
給
が
不
吋
能
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
と
し
て
巾
・

道
知
事
の
承
認
を
得
た
場
合
と
、
規
定
し
て
い
る
バ

従
っ
て
、
上
記
の
規
定
に
よ
る
と
、
カ
ス
の
供
給
計
幽
は
一
般
都
市

ガ
ス
事
業
者
が
引
成
し
市
長
に
提
出
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
ガ

ス
供
給
に
必
民
な
ガ
ス
供
給
施
北
の
工
事
計
而
が
合
ま
れ
、
市
道
加

古
引
が
樹
i

止
公
告
す
る
も
の
は
そ
の
供
給
訪
問
を
一
川
に
し
た
一
年
間
の

地
域
別
ガ
ス
供
給
施
設
の
事
計
幽
で
あ
っ
て
、
ガ
ス
の
供
給
計
而
で

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
条
例
案
第
判
条

第
二
項
が
、
市
長
に
ガ
ス
供
給
計
幽
を
変
更
さ
せ
る
趣
旨
ご
あ
る
か
は

明
ら
か
で
な
い
υ

ま
た
、
本
刊
条
例
案
第
凶
条
第
項
が
、
当
初
樹
与
す
・
公
山
し
た
地

域
別
市
ス
供
給
施
設
の
工
事
計
画
を
巾
長
に
変
更
さ
せ
る
組
己
円
で
あ
る

と
し
て
も
、
法
第
一
八
条
の
二
郎
頃
に
よ
る
と
、
市

μ
に
よ
っ
て
樹

止
・
公
告
さ
れ
た
地
域
別
力
ス
供
給
施
設
の
工
事
計
画
に
本
づ
主
、
一

政
都
市
ガ
ス
事
業
者
は
そ
の
ガ
ス
供
給
施
設
の
設
間
五
務
を
負
担
す
る

こ
と
に
在
る
が
、
法
第
八
条
の
一
第
一
項
相
し
古
き
に
草
づ
き
、
そ

の
未
設
械
が
承
認
さ
れ
た
後
に
も
、
そ
の
障
碍
事
巾
が
除
去
さ
れ
れ
ば
、

た
地
九
円
、

置
ち
に
設
置
す
る
の
が
妥
当
な
場
合
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

を

律

に

排

除

L
、
市
長
に
対
し
て
ガ
ス
供
給
施
設
の
字
削
-
幽
を
変

更
さ
せ
、
他
の
場
所
に
ガ
ス
供
給
施
設
を
設
世
さ
せ
る
こ
と
は
、
当
初

ガ
ス
供
給
が
子
{
止
さ
れ
て
い
た
住
民
の
利
益
を
伝
書
す
る
川
公
れ
が
あ

り
、
一
般
都
市
ガ
ス
事
業
告
に
絶
対
的
な
代
苔
的
門
為
義
析
を
欧
州
叫
す

る
こ
と
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
ガ
ス
供
給
施
設
設
置
地
域
の
優
先
順

位
も
、
そ
の
施
設
設
聞
の
た
め
に
位
さ
れ
る
工
事
費
の
規
収
、
既
存
供

給
施
設
と
の
出
断
、
公
一
ボ
の
岬
怖
い
明
度
、
ガ
ス
需
攻
の
予
想
量
、
ガ
ス
供

給
の
事
業
性
な
ど
に
対
す
る
考
瞳
な
し
に
、
民
一
肌
(
合
情
)
会
一
冊
起
し

た
地
域
住
民
の
数
だ
け
で
決
め
る
の
は
、
巾
川
帽
の
供
給
施
設
設
問
地
域

と
現
世
間
な
ど
に
関
す
る
優
先
順
併
の
決
疋
に
関
す
る
執
行
機
関
と
し
て

の
権
限
を
本
質
的
に
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
上
記
閣
辿
法
令
に
違
反

す
る
と
い
え
る
。
」

川
「
一
方
、
本
件
条
例
楽
第
六
条
第
一
項
に
は
、
原
告
が
法
第
一
八
条

の
三
の
況
定
に
よ
る
ガ
ス
供
給
施
設
工
事
社
阿
を
樹
守
す
る
際
に
は
所

管
常
任
委
員
会
に
恨
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
れ
は
、
そ
の
工
事

計
両
の
通
T
K
刊
に
対
す
る
統
制
千
段
と
し
て
、
毎
年
当
談
年
度
を
含
め

た
二
年
聞
の
引
間
を
樹
す
す
る
も
の
で
あ
り
、
既
に
提
山
さ
れ
た
般

都
市
ガ
ス
事
業
者
の
ガ
ス
供
給
計
画
を
元
に
樹
げ
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
限
告
後
必
ず
市
議
会
の
一
議
決
ヤ

E
凡
に
紅
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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法
的
拘
束
々
は
な
い
か
ら
、
地
ん
ー
は
ム
ω同
体
の
囚
有
な
執
れ
権
を
目
白
台

し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
c

ま
た
、
原
山
が
法
第
二
口
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
市
ガ
ス
の
料
金

及
び
そ
の
他
供
給
条
件
に
関
す
る
供
給
説
d
E
を
承
認
し
、
変
更
を
求
め

る
場
合
で
も
、
ま
ず
、
卜
♂
供
給
規
定
が
法
務
一
つ
条
第
一
項
の
各
号

の
業
準
に
適
合
す
る
か
に
つ
い
て
、
事
問
に
検
討
が
行
わ
れ
る
わ
け
で

あ
り
、
そ
の
検
討
意
見
も
公
開
す
べ
き
事
墳
で
あ
り
、
必
ず
町
議
会
の

議
決
や
忠
一
見
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
的
拘
束
力
も
な
い
か
ら
、

本
件
条
例
案
第
六
条
第
二
項
に
そ
の
供
給
規
定
の
ぷ
認
や
変
史
民
求
問

に
、
市
議
会
に
報
告
し

E
見
を
聴
取
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
と
し
て
も
、

地
方

U
治
同
体
長
の
執
行
権
を
本
一
世
的
に
侵
害
し
た
も
の
と
は
一
U

え

ず
、
法
第
一

O
条
約
一
項
に
規
定
さ
れ
た
が
業
資
源
部
長
官
の
巾
・
道

知
事
に
対
す
る
飢
給
規
定
の
内
容
変
更
の
た
め
必
裂
な
命
令
権
限
を
剥

奪
・
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
直
接
的
に
違
反
す
る
と

は
い
え
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
条
例
案
の
一
部
が
法
令
に
違
反
し
て
違
法
で
あ
る
ぬ
ん
門

は
、
そ
の
条
例
案
に
対
す
る
再
議
決
は
そ
の
全
体
の
効
力
を
百
一
♂
せ
さ

る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
刊
条
例
案
策
凶
条
約
一
瓜
が
法
令
に

違
反
し
て
い
る
か
ら
、
第
?
ハ
条
約
一
項
、
第
二
項
な
ど
残
り
の
条
項
が

法
令
に
違
反
し
な
い
と
し
て
も
、
本
件
条
例
楽
に
対
す
る
再
議
決
の
効

力
問
刊
除
を
求
め
る
原
告
の

J
求
は
沼
討
す
べ
き
で
あ
る
υ

」

ItiJと58(4・322)19日)

第
四
節

fii 

円
本
の
場
介
、
条
例
制
定
権
の
事
項
的
範
囲
と
関
わ
る
山
治
体
的
事
務

体
系
が
、
一

0
0
0作
分
権
改
革
に
よ
り
従
前
と
比
べ
大
き
く
変
わ
っ
一
た
。

長
い
間
中
央
集
権
型
地
方
自
治
制
の
象
徴
で
あ
っ
た
機
関
委
任
事
務
が
廃

け
き
れ
、
従
削
の
機
関
委
仔
事
務
の
立
T
I
u
m
が
自
治
事
務
に
、
凶
計
百
が

法
疋
受
託
事
務
に
再
編
成
さ
れ
た
。

fu治
事
p
訪
と
は
、
地
上
川
公
共
凶
体
が

処
理
す
る
事
務
の
う
ち
、
「
法
定
受
託
事
務
以
外
の
も
の
を
い
う
」
と
さ

れ
て
い
る
(
地
方
向
治
法
第
一
条
八
項
)
c

こ
の
よ
う
に
、
自
治
事
務
に

つ
い
て
作
除
概
念
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、
現
実
に
地
方
公
共
団
体
が
処
理

す
る
事
務
が
多
稀
多
係
で
あ
り
そ
れ
を
定
義
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ

と
や
、
白
治
事
務
を
定
義
す
る
こ
と
に
よ
り
、
む
し
ろ
そ
の
範
聞
を
限
疋

す
る
結
果
を
さ
け
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
じ
法
i'疋
受
託
事
務
に
つ
い
て

は
、
地
卜
々
向
，
巾
法
第
一
条
λ
員
に
具
体
的
に
例
示
さ
れ
て
い
る
、
す
な
わ

ち
、
伝
法
律
又
は
こ
れ
に
本
づ
く
政
令
に
よ
り
都
道
府
県
、
巾
附
村
又
は

特
別
町
れ
が
処
理
す
る
と
さ
れ
る
事
務
の
う
ち
、
同
が
本
来
果
た
す
べ
き
役

割
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
凶
に
お
い
て
そ
の
適
辻
な
処
理
を
特
に
確
保

す
る
広
史
が
あ
る
も
の
と
し
て
法
律
止
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
特
に
疋
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め
る
も
の
、
お
法
律
又
は
こ
れ
に
基
つ
一
〈
政
令
に
よ
り
市
町
村
又
は
特
別

限
が
処
理
す
る
と
さ
れ
る
事
務
の
う
ち
、
都
道
凶
川
県
が
本
米
果
た
す
べ
き

役
割
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
都
道
府
山
市
に
お
い
て
そ
の
適
正
な
処
理
を

特
に
碓
保
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
法
律
又
は
こ
れ
に
怠
づ
く
政
令

に
特
に
?
元
め
る
も
の
で
あ
る
c

一
汗
〉
は
固
と
地
方
公
共
凶
体
と
の
問
係
に
関

す
る
法
山
疋
受
託
事
務
で
あ
り
、
第
門
寸
法
定
受
託
事
務
と
呼
ば
れ
る
つ
ぬ

は
都
道
府
県
と
市
町
村
特
別
ば
と
の
関
係
に
関
す
る
法
一
疋
受
託
事
務
で

あ
り
、
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
町
ば
れ
る
、
要
す
る
に
、
法
定
三
託
事

務
と
は
、
法
律
え
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
処
印
さ
れ
る
事
北
初
で
あ

る
点
、
凶
え
は
部
出
山
川
県
が
本
米
逆
行
す
べ
き
役
剖
に
閑
辿
し
た
事
務
で

あ
る
点
、
回
又
は
都
道
府
県
で
そ
の
迫
正
な
処
理
を
特
に
佐
保
す
る
必
吹

が
あ
る
事
希
で
あ
る
点
な
ど
が
、
そ
の
基
本
的
な
特
俄
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
法
山
市
又
託
事
務
は
機
関
委
仔
事
務
の
よ
う
に
国
家
事
務
が
日
治
体

に
委
仔
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
阿
の
法
令
に
よ
り
円
治
体
の
事
務
と
し

て
配
分
さ
れ
る
点
に
お
い
て
従
心
不
の
機
関
委
任
事
務
と
は
異
な
る
と
一
は
え

る。
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
リ
は
一

C
C
C年
分
権
改
革
の
中
で
も
っ
と

も
大
き
な
臥
昧
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
機
刈
委
任
事
務
制
度
の
廃
J
H
に
よ

り
、
昔
通
地
点
公
共
同
体
の
い
討
の
機
関
委
官
事
務
の
管
理
固
執
行
権
の
規

定
、
同
の
事
務
に
係
る
ヱ
仔
大
叫
部
担
附
県
知
事
の
折
田
開
佐
川
督
権
等
を

定
め
る
規
定
、
職
務
執
臼
命
令
に
閲
す
る
規
定
、
そ
の
他
際
関
委
任
事
務

的
根
拠
規
定
と
な
っ
て
き
た
関
連
組
J

疋
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
た
c

機
関
委
任
事
務
制
度
的
廃
リ
は
、
条
例
制
疋
惟
に
対
し
て
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
日
え
た
と
い
え
る
、
従
，
削
、
機
関
委
任
事
務
に
刻
し
で
は
条
例

制
定
住
が
及
ば
な
か
っ
た
た
め
、
自
治
体
の
条
例
制
定
権
の
純
囚
は
秋

か
っ
た
が
、
分
権
改
革
に
よ
り
円
治
事
務
だ
け
で
な
く
、
法
{
公
文
託
事
務

に
つ
い
て
も
、
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
条
例
制

定
権
の
事
項
的
範
同
は
ト
八
き
く
拡
大
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
c

又
、
機
関
委

汀
ポ
務
の
尉
止
に
伴
い
、
自
治
休
の
事
務
の
税
額
に
つ
い
て
定
め
て
い
た

川
地
方
白
治
法
第
一
条
一
頁
「
普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
公
共
事
務

及
び
法
律
又
は
w

」
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り
普
通
地
方
公
共
団
体
に
M
摘
す

る
も
の
の
外
、
そ
の

μ域
内
に
お
け
る
そ
の
他
の
行
政
事
務
ご
凶
の
事
務

に
属
し
な
い
も
の
を
処
却
す
る
」
の
規
定
は
、
「
出
通
地
点
公
共
同
体
は
、

地
域
に
お
け
る
事
務
改
び
そ
の
他
事
務
で
法
律
又
は
こ
れ
に
志
づ
く
政
令

に
よ
り
処
珂
す
る
こ
と
ト
と
さ
れ
る
も
の
を
処
即
す
る
」
の
規
定
に
改
め
ら

れ、

μ治
体
の
事
務
の
例
示
(
同
法
一
条
一
コ
担
)
、
自
治
体
が
処
現
で
き

な
い
同
の
事
務
の
例
示
(
同
法
一
条
一
心
項
)
の
規
定
な
ど
も
削
除
さ
れ

人
ん
U

北法58(4.32:;) 1951 

ま
た
、
改
T
I
さ
れ
た
和
地
ん
向
，
巾
法
に
は
同
地
ん
向
治
法
に
は
存
在
し

な
か
っ
た
、
阿
と
地
ん
の
役
抑
分
担
の
原
則
を
伺
げ
、
自
治
体
は
、
住
民
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の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
草
本
と
し
て
、
地
成
お
け
る
れ
政
を
自
ギ

的
か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
役
割
を
判
う
も
の
と
し
、
ん
で
、
凶
の
役

制
を
、
ぬ
凶
際
紅
会
の
お
け
る
凶
家
と
し
て
の
存

υ
に
か
か
わ
る
事
務
、

必
ん
同
的
に
統
一
し
て
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
凶
民
的
諸
活
動
も
し
く

は
地
方
自
治
に
関
す
る
某
本
的
な
準
則
に
附
す
る
事
務
、
品
川
V

全
図
的
な
規

模
で
も

ν
く
は
ふ
図
的
な
視
点
に
す
u

っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策

技
ぴ
事
業
の
実
施
な
と
、
同
が
本
来
果
た
す
べ
き
役
割
を
限
定
し
た
の

こ
れ
に
よ
り
、
国
の
立
法
領
域
は
困
の
役
割
の
範
囲
に
似
だ
さ
れ
、
自

治
休
の
白
治
寸
法
の
範
囲
は
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
c

ま
た
、
分
権
改

革
後
の
条
例
解
釈
論
は
、
同
に
先
占
さ
れ
た
事
務
領
域
を
確
定
し
、
そ
の

範
囲
を
凶
に
情
保
す
る
と
い
う
光
内
領
域
論
は
存
存
思
表
を
喪
矢

L
、
伝

「
法
令
の
純
岡
内
ご
」
②
「
法
令
に
連
以
し
な
い
限
り
」
と
い
う
一
つ
の

判
断
焦
準
に
対
す
る
迎
合
性
に
配
意
し
な
が
ら
、
分
権
改
革
の
趣
旨
を
断

ま
え
た
条
例
解
釈
論
を
い
か
に
構
築
す
る
か
が
課
題
ー
と
な
っ
た
と
い
え
る

円
悼
の
条
例
制
定
権
の
事
項
的
純
凶
を
限
定
し
て
い
る
事
務
体
系
や
事

務
配
分
の
現
状
を
比
較
し
て
み
る
と
、
日
本
の
川
崎
九
門
は
分
格
改
革
の
H

取
大

の
成
果
で
あ
っ
た
機
関
委
仔
事
務
制
度
の
廃

H
に
よ
り
、
条
例
制
疋
権
の

範
囲
は
弘
大
し
、
条
例
の
果
た
す
役
制
と
絞
能
は
従
米
よ
り
も
培
し
て
向

上
し
た
と
一
百
え
る
が
、
恥
同
の
ぬ
作
は
、
分
権
改
草
前
の
刊
本
の
よ
う
に

条
例
制
定
権
が
及
ば
な
い
機
関
委
任
事
務
の
比
重
が
大
き
く
、
固
有
事
務

の
範
阿
は
狭
い
υ

も
ち
ろ
ん
、
松
岡
も
近
ー
に
な
っ
て
、
中
央
行
政
権
限

的
地
方
移
一
識
を
促
進
す
る
た
め
の
「
地
方
移
浪
促
進
法
一
二
九
九
九
年
)

の
制
定
、
地
方
分
権
を
進
め
る
た
め
「
地
方
分
権
特
別
法
」
(
一

0
0
同
作
)

の
制
定
な
ど
、
地
方
分
権
型
凶
家
建
設
の
た
め
の
分
権
改
革
を
行
っ
て
い

ItiJと58(4・324)1952

る
も
の
の
、
機
関
委
『
事
務
の
廃
止
に
関
す
る
論
議
は
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
、
〕
韓
国
の
機
関
委
任
事
務
制
度
は
一

C
C
O刊
分
権
改

uT問
の
日
本

の
機
関
委
任
事
湾
制
度
の
よ
う
に
州
叫
ん
政
府
に
よ
り
向
，
h
体
統
制
の
干
段

と
し
て
峨
々
な
弊
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
特
に
、
広
範
な
機
関
委
仔
事

務
の
存
す
は
条
例
制
i'疋
権
の
範
囲
を
限
定
し
て
い
る
大
き
な
要
凶
と
な
っ

て
い
る
、
ム
J

役
、
問
凶
に
お
け
る
分
権
改
草
に
お
い
て
は
、
日
本
の
分
権

改
革
を
参
考
に
し
て
柊
問
委
任
事
務
川
底
的
出
止
を
九
円
む
新
た
な
事
務
体

系
の
構
築
や
事
務
の
円
配
分
に
閉
す
る
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
条
例
制
定

権
の
拡
大
に
は
つ
な
が
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
円
本
と
比
較
し
て
依
扶
と
し

て
一
日
治
行
政
に
お
い
て
条
例
が
政
策
形
成
の
手
段
と
し
て
呆
た
す
機
能
と

役
割
は
低
く
、
地
域
の
諌
題
に
述
干
か
に
か
つ
適
切
に
対
凶
で
き
る
自
治

ー
リ
訟
の
本
来
的
機
能
と
役
割
は
は
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
忠
わ
れ

る。

-
)
最
大
刊
一
九
七
万

)L 

一
心
刊
時
ヒ
八
七
号
一
氏
同
刊
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決
は
、
条
例
の
法
律
適
合
牲
に
つ
い
て
、
法
令
の
極
旨
解
釈
説
を

刷
い
て
、
「
地
ん
公
共
判
体
の
条
例
制
1

疋
惇
に
は
限
界
が
あ
る
が
、

具
体
的
な
条
例
の
規
J

疋
が
法
律
に
違
以
す
る
か
と
う
か
は
、
両
者

的
対
象
事
頃
と
規
定
文
百
を
対
比
す
る
の
み
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
趣
骨
、

H
的
、
山
川
市
什
及
び
効
果
を
北
以
し
、
両
者
の
聞
に
矛
盾

抵
触
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
こ
れ
を
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
基
本
的
な
考
え
仁
川
を
示
し
、
具
休
的
な
判
断
方
円
以
と

し
て
、
小
池
法
令
中
に
明
!
リ
人
組
J

疋
が
な
い
こ
と
が
規
制
を
し
て
は
な

ら
な
い
趣
旨
で
あ
れ
ば
条
例
に
よ
る
規
制
は
法
令
に
抵
触
す
る
、

③
特
定
事
足
に
つ
い
て
法
令
と
条
例
が
併
存
し
て
い
て
も
条
例
が

目
的
を
異
に
し
て
い
て
条
例
に
よ
る
法
令
の
れ
的
効
果
が
阻
古

さ
れ
な
い
均
台
は
低
触
は
な
い
、
お
法
令
と
条
例
が
同
一
で
あ
っ

て
も
法
令
が
全
国
律
規
制
を

E
味
せ
ず
自
治
体
ご
と
に
別
段
の

規
制
を
存
認
す
る
趣
己
円
で
あ
れ
ば
抵
触
は
な
い
、
と
い
う
て
つ
の

パ
タ
ー
ン
を
示
し
た
。
ま
た
、
法
律
と
条
例
と
の
関
係
に
関
す
る

同
判
決
が
示
し
た
見
解
は
、
地
方
分
権
折
進
委
員
会
第
一
次
勧
山

に
も
受
け
継
が
れ
、
「
法
律
と
の
関
係
に
お
い
て
条
例
制
1
E
が
制

約
さ
れ
る
か
ど
、
っ
か
は
、
個
別
の
法
体
の
明
示
規
?
元
に
よ
る
ほ
か
、

法
悼
の
阻
旨
、
同
的
な
と
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
っ
こ

う
し
た
法
律
と
条
例
の
関
係
に
つ
い
て
の
与
え
五
は
、
国
と
地
ん

の
新
し
い
関
係
の
下
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

具
体
的
な
法
律
と
条
例
の
関
係
に
係
る
判
断
を
辺
速
か
つ
的
碓
に

行
わ
せ
る
仕
組
み
を
検
副
す
る
直
更
が
あ
る
」
と
し
た
。
地
方
分

権
推
進
委
貝
公
第
次
勧
告
(
丹
市
計
一
章
T
一
叫
)
。

(
2
)
大
統
領
が
定
め
る
命
令
は
施
れ
令
と
昨
び
、
阿
務
総
理
が
発
す

る
総
理
令
や
各
市
(
川
本
の
省
に
成
当
)
の
長
官
が
発
す
る
命
令

は
、
施
行
規
則
と
呼
ば
れ
る
。

(
3
)
現
行
地
方
白
治
法
上
、
広
域
地
ん
川
治
川
休
の
基
健
地
方
自
治

同
体
に
対
す
る
指
肘
・
幹
督
は
N
U
卜
の
よ
う
な
引
組
み
が
設
け
ら

れ
て
い
る
が
、
回
の
広
域
地
仁
川
自
治
団
体
に
対
す
る
指
揮
昨
督

の
仕
組
み
と
連
結
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
含
め
て
紺
介
す
る

と
次
の
よ
う
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
江
委
任
事
務
処
珂
の
指

導
・
監
日
以
同
-
地
方
自
治
団
体
止
は
そ
の
首
長
が
委
任
を
受
け
て
処

理
す
る
困
家
事
務
に
関
し
て
は
、
市
・
遣
に
お
い
て
は
主
務
部
長

宵
の
、
市
・
都
及
び
白
人
出

K
に
お
い
て
は
一
次
的
に
巾
道
知
事

の
、
一
次
的
に
土
務
部
長
官
の
指
導
目
府
督
を
会
け
る
(
第
?
ハ

七
条
瓜
)
{
}
市
・
部
改
ぴ
j

一同治

μ又
は
そ
の
首
長
が
委
任
を
呈

け
て
処
理
す
る
巾
・
、
主
μ
務
に
関
し
て
は
市
・
道
知
事
の
指
揮
・

監
督
を
受
け
る
(
第
一
六
七
条
一
項
)
、

違
法
・
不
当
な
命
令
・
処
分
の
円
止
止
指
示
地
お
自
治
凶
体
内

事
務
に
関
す
る
両
長
の
命
令
や
処
分
が
法
令
に
違
反
し
た
り
、
持

し
く
公
益
を
古
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
市
・
遣
に
対
し
て

は
よ
務
部
長
官
が
、
市
田
部
及
び
自
治
同
に
対
し
て
は
市
道
知

事
が
期
間
を
i'疋
め
て
書
両
で
是
7
1
を
命
じ
て
、
そ
の
則
川
の
う
ち

に
履
行
し
な
い
と
き
に
は
、
こ
れ
を
取
消
又
は
停
け
す
る
こ
と
が

で
き
る
二
ハ
九
条
)
。
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職
務
脱
行
命
令
.
地
方
自
治
団
体
の
長
が
法
人
け
の
規
定
に
よ
っ

て
、
そ
の
義
務
に
川
崎
す
る
阿
家
委
行
事
務
止
は
市
也
知
事
的
管

理
及
び
執
ノ
什
を
明
肉
に
附
怠
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

市
・
遣
に
対
し
て
は
主
務
部
ぷ
官
が
、
市
・
郡
及
び
白
円
治
区
に
対

し
て
は
市
・
道
知
事
が
期
間
を
定
め
て
舎
町
で
そ
の
履
行
す
べ
き

事
項
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
(
第
一
七
つ
一
条
一
項
)
の
よ
務
部

長

U
又
は
巾
・
道
知
事
は
、
当
設
地
方
自
治
団
体
の
長
が
問
問
内

に
こ
れ
を
履
行
し
な
い
と
き
に
は
、
当
該
地
方
自
治
団
体
の
揖
肘

負
担
で
代
執
行
を
す
る
か
行
政
・
財
政
卜
の
必
要
な
鉛
置
を
講
ず

る
こ
と
が
で
き
る
(
第
一
七
の
条
一
項
)
。

必
一
一
円
治
事
務
に
つ
い
て
の
監
査
行
政
自
治
部
長
肖
又
は
巾
・
道

知
事
は
、
地
ん
川
ム
市
川
休
の
山
人
出
事
務
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
て

書
類
・
帳
簿
あ
る
い
は
会
計
を
骸
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
、
監
存
は
法
令
違
以
事
項
に
閉
し
て
実
施
す
る
(
第
一
七
一

条
)η地
ん
議
会
議
決
に
対
す
る
市
川
一
議
と
徒
訴
.
地
ん
議
会
の
議
決
が

法
令
に
連
日
比
し
た
り
、
公
益
を
著
し
く
害
す
る
と
判
断
さ
れ
る
場

台
は
、
市
・
道
に
対
し
て
は
主
務
部
長
官
が
、
市
・
郡
に
対
し
て

は
巾
・
地
知
事
が
再
議
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
内
斗
般
の
泣
い
本
を

受
け
た
地
方
自
治
団
体
の
長
は
、
議
決
事
項
の
移
送
を
歪
け
た
い
い

か
ら
一

O
日
以
内
に
地
方
説
会
に
埋
山
を
付
し
て
同
議
を
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
京
川
則
一
七
一
条
項
」
。
地
占
自
治
凶
体
の
長
は
、

再
議
決
さ
れ
た
事
項
が
法
令
に
注
ー
は
す
る
と
刊
附
さ
れ
る
場
人
n

は
、
再
議
決
さ
れ
た
ー
か
ら
む
日
以
内
に
大
法
院
に
提
訴
す
る

こ
と
が
で
き
る
(
同
条
二
型
c
ヱ
務
部
長
官

λ
は
市
・
道
知
事
は
、

市
議
決
さ
れ
た
ポ
頃
が
法
令
に
違
反
す
る
と
判
断
さ
れ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
当
該
地
卜
刈
向
治
川
体
的
長
が
杭
訴
し
な
い
場
合
は
、

当
設
地

h
自
治
団
体
の
長
に
提
訴
を
指
一
が
し
あ
る
い
は
直
推
提
訴

止
び
執
行
件
H
決
定
を
巾
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
同
条
四
項
)
。

以
の
よ
う
な
制
度
を
通
じ
て
凶
↓
仏
城
地
ん
山
治
問
休
↓
基

礎
地
ん
山
治
同
体
へ
の
広
範
な
統
制
の
仕
組
み
が
存
存
し
て
お

り
、
こ
れ
は
、
地
方
自
治
の
発
反
を
阻
害
す
る
大
き
な
要
凶
と
な
っ

て
い
る
ο

(
4
)
こ
こ
で
、
韓
国
の
地
方
自
治
法
や
地
方
自
ム
山
制
の
沿
草
に
つ
い

て
若
下
付
け
加
え
る
。
枠
阿
の
地
ん
川
治
法
は
九
阿
九
年
七
川

凶
日
に
公
布
さ
れ
、
八
月
立
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
り
地
方
行
政

階
層
を
層
制
と
し
、
広
域
地
方
自
治
団
体
で
あ
る
ソ
ウ
ル
特
別

市
、
道
ー
と
、
基
礎
地
ん
向
治
川
体
で
あ
る
市
・
邑
・
函
に
分
け
、

執
わ
機
関
と
議
決
機
関
を
分
離
し
、
広
域
地
方
自
治
団
体
の
執
行

被
関
の
ぷ
は
大
統
領
が
直
接
任
命
し
た
。
一
九
五
年
に
は
初
の

地
方
ぷ
九
五
が
構
成
さ
れ
民
選
に
よ
る
地
方
議
会
ぷ
員
選
、
宇
が
行
わ

れ
、
市
・
巴
・
同
長
は
議
員
の
選
挙
に
よ
る
間
接
制
で
選
ば
れ
た
。

一
λ
五
?
ハ
年
に
は
約
一
次
地
方
自
治
法
改
正
を
行
い
、
市
・

巳
出
ド
江
の
直
選
で
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ソ
ウ
ル
特
別
巾
長

と
世
知
事
は
依
扶
と
し
て
大
統
領
に
よ
る
任
命
制
の
ま
ま
で
あ
っ

た
。
九
有
八
年
に
は
、
地
占
選
挙
で
敗
北
が
予
想
さ
れ
た
当
時
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韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

の
政
権
一
兄
で
あ
る
自
由
党
に
よ
り
地
方
自
治
法
の
第
同
次
改
正
が

行
わ
れ
、
巾
・
巴
・
面
長
ま
で
国
が
任
命
す
る
制
度
に
変
え
、
地

K
M
尚
治
の
絞
退
が
見
ら
れ
た
ο

一
九
ハ

0
4ー
に
は
、
い
わ
ゆ
る
凶
九
学
ぺ
義
挙
(
当
時
的

無
能
・
腐
敗
し
た
自
由
党
独
政
政
権
を
妥
当
し
、

fu山
川
氏
、
ヱ
ギ
義

凶
氷
の
建
設
を
め
さ
し
、
全
国
弁
地
で
起
こ
っ
た
卜
入
学
月
土
特
に

よ
る
吊
命
運
動
)
に
よ
り
政
権
が
野
党
の
民
主
党
に
変
わ
り
、
憲

法
も
改
止
さ
れ
た
。
改
正
さ
れ
た
憲
法
に
は
、
議
員
内
閣
制
民
の

事
人
と
と
も
に
、
地
ん
い
泊
阿
休
長
の
選
伴
十
刀
法
を
法
律
で
た
め
、

特
に
市
・
邑
・
商
長
に
対
し
て
は
公
選
制
を
法
定
化

L
、
忍
法
的

に
保
障
し
た
。
こ
れ
に
従
い
、
円
長
の
完
全
公
選
制
を
内
祥
と
す

る
地
i
M
f
U
治
法
の
式
次
改
置
が
/
什
わ
れ
、
一
九
六
の
年
一
一
月
に

首
長
と
地
方
議
員
を
選
ぶ
地
占
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り

韓
国
建
国
以
来
は
じ
め
て
、
完
全
な
H
E

昧
で
の
地
仁
川
j

一
同
治
制
が
実

施
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
も
つ
か
の
ま
、
翌
年
の
一
九
i

ハ
一
年
に
起
き
た

五
六
平
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
地
方
議
会
は
解
散
さ
れ
、

M

1
九
月
に
は
「
地
方
自
治
に
関
す
る
臨
的
措
開
法
一
が
制
疋
さ
れ
、

す
べ
て
の
地
ん
川
治
川
休
の
ぷ
を
任
命
制
と
す
る
第
六
次
改
ホ
が

行
わ
れ
、
地
ん
一
日
治
は
事
実
上
中
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
川

法
の
施
行
に
よ
り
地
ん
向
治
法
は
事
実
卜
、
死
丈
化
き
れ
地
方
行

政
の
改
編
な
ど
は
地
点
向
治
法
で
は
な
く
、
同
法
の
改
正
に
よ
り

一丁つ

l

こ。

ノ
イ
オ
オ

f

一
九
七
一

1
に
改
正
さ
れ
た
窓
法
(
い
わ
ゆ
る
維
新
憲
法
)
に

は
、
地

h=議
会
の
構
成
を
骨
回
統
一
ま
で
猶
子
す
る
こ
と
を
規
定

し
(
憲
法
付
川
第
一
口
条
)
、
地
ト
々
白
治
法
に
も
関
連
条
f

え
が
廃

け
さ
れ
た
(
ハ
次
改
辻
)
。

一
九
七
心
刊
代
の
地
方
自
治
の
暗
黒
則
を
経
て
、
地
ん
川
治
に

対
す
る
論
議
が
再
び
始
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八

0
1

に
改
γ
比
さ
れ
た
窓
円
以
(
第
五
共
和
凶
窓
円
以
)
に
、
地
方
議
会
を
地

心
向
治
川
体
の
財
政
白
立
度
を
考
慮
し
て
順
次
構
成

L
、
そ
の
構

成
同
期
は
法
律
で
定
め
る
(
付
則
第
一
口
条
)
と
規
定
し
て
か
ら

で
あ
る
ο

こ
れ
に
よ
り
一
九
一
八

o
t代
半
ば
か
ら
は
地
ん
山
ム
山
内

線
活
を
め
ぐ
り
ワ
野
ν百
聞
に
活
発
な
議
論
が
れ
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
一
九
八
七
年
六
月
に
起
き
た
U

氏
、
一
上
化
革
命
総
、
改
半

さ
れ
た
い
空
法
(
第
六
共
和
阿
世
法
)
に
は
、
地
克
議
会
の
構
成
に

関
す
る
猶

f
条
墳
を
削
除

ν

、
巾
・
郡
・
白
治
灰
議
会
を
楕
成
し

て
か
ら
、
巾
・
道
刊
読
ん
ム
を
構
成
す
る
こ
と
を
規
定
し
地
ん
川
治
制

の
彼
活
を
窓
法
的
に
保
障
し
た
、
こ
の
愈
法
の
改
止
を
受
け
、
一

九
八
八
年
に
は
「
地
心
向
治
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」
は
駈
止
さ

れ
、
地
小
刀
自
治
法
に
対
す
る
ん
幅
な
改
7
1
が
れ
わ
れ
た
が
(
惜
別
ヒ

次
改
ホ
)
、
こ
れ
が
、
現
行
地
I
M
自
治
法
で
あ
る
(
部
分
的
な
改

止
は
幾
度
か
行
わ
れ
た
が
、
九
一
出
改
止
は
第
七
次
改
7
I
以
点
行
わ

れ
て
い
な
い
{
}
従
っ
て
、
品
川
七
次
改
正
時
の
内
容
が
ほ
ぼ
現
行
地

心
向
治
法
に
そ
け
継
が
れ
て
い
る
)
。

第
ヒ
次
改
正
時
に
行
わ
れ
た
史
内
容
は
、
必
特
別
市
・
直
斡

北法58(4.327) 19S5 
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町
の
同
を
地
I
M
F
川
治
同
体
の
稀
類
に
A
Z

門
め
る
、
お
地
方
自
治
団
体

の
種
類
を
広
域
地
方
自
治
阿
体
(
特
川
巾
直
轄
市
・
道
)
と
基

礎
地
ん
山
治
問
休
(
市
・
都
向
伯
区
)
の
一
世
類
と
す
る
、
③

地
方
自
治
団
体
の
機
関
構
成
は
機
関
対
す
型
を
採
肘
④
地
方
自
治

川
休
の
稀
類
別
市
務
配
一
分
の
基
準
を
定
め
る
渇
一
地

h
議
会
、
地
ん

自
治
同
体
長
の
住
民
直
達
制
な
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
一
九
九
一
年
四
月
に
は
某
従
地
方
自
治
団
体
(
巾
・

郡
自
治
区
)
レ
ベ
ル
の
地
上
々
議
公
が
構
成
さ
れ
、
七
川
に
は
広

域
地
み
山
治
阿
休
(
特
別
市
・
直
斡
巾
・
道
)
の
地
方
茶
会
が
構

成
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
三
口
年
あ
ま
り
中
断
さ
れ
て
い
た
地
i
M

白
治
の
保
活
が
実
現
さ
れ
、
一
九
九
青
年
に
は
お
期
地
方
議
会

の
議
員
選
挙
と
阿
時
に
地
i
M
f
U
治
川
休
長
の
選
挙
も

h
わ
れ
、
長

い
間
の

'H選
首
長
の
時
代
か
ら
抜
け
出
し
い
民
選
首

μ
の
時
代
を
切

り
開
い
た
の
で
あ
る
ご

(
一
三
許
栄

『収
国
市
町
法
論
'
博
英
社
、
一
つ
っ
て
一
八
三
七
頁
η

(
6
)
科
阿
地
方
行
政
研
究
院

『条
例
の
法
的
地
位
及
び
制
定
範
阿
に

関
す
る
f

止
法
政
策
的
K
M
案
-
特
凶
地
ト
ク
H
政
研
光
院
、
九
九
五
、

五
0
1
4
六百(。

(
7
)
朴
源
木
「
条
例
の
法
却
に
悶
す
る
叫
究
」
E

来
日
中
法
学
-創
川
号
、

東
血
大
学
、
一
九
八
五
、
一
一

O
O
R。

(
自
)
金
東
町
…

J
行
政
法
H

博
英
社
、
一

C
C
同
、
七
同
氏
つ
引
い
井

λ

書

困地
占
向
治
法
学
』
斗
此
社
、
一
ひ
っ
一
、
一
口
三
負
。

(
9
)
イ
-
サ
ン
ヂ
ヨ
ル
「
条
例
の
法
的
什
蛍
と
規
律
限
界
」
『
法
制
』

一
九
九
七
年
九
月
号
、
法
制
慮
、
一
七
二
向
(
唱
朴
ユ
ン
フ
ム
「
法

令
と
条
例
の
関
係

『与
試
界
』
一
九
九
一
住
l

一
川
号
、
一
八
頁
c

(
日
)
朴
ユ
ン
フ
ム
「
法
令
と
条
例
の
関
係

担
草
川
界
-
一
九
九
二
九

二
月
号
、
一
九
頁
ヨ
条
例

U
、
山
法
説
を
、
」
版
す
る
公
法
学
長

の
見
解
を
み
る
と
、
「
芯
法
第
一
七
条
第
一
項
に
よ
る
川
治
事

務
に
関
す
る
条
例
制
定
維
の
認
定
は
、
同
の
事
務
に
関
し
て
愈
法

松
弔
問
。
条
が
認
め
た
凶
会
の
止
法
権
に
準
ず
る
も
の
で
あ
り
、
法

律
に
よ
る
れ
政
は
地
心
向
治
領
域
に
お
い
て
は

『条
例
に
よ
る
行

政
'
を
含
め
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
朴
ユ
ン
ブ
ム
「
法
令

と
条
例
の
関
係
ギ
ヲ
試
界
-
一
九
九
一
年
一
一
片
号
、
凶
一
頁
、

ま
た
、
「
地
ん
ぷ
ム
ー
が
憲
法
に
よ
っ
て
そ
の
民
主
主
詩
的
な
止
当

刊
が
保
障
さ
れ
て
い
る
限
り
、
適
法
手
続
き
に
よ
っ
て
制
I

疋
さ
れ

る
条
例
は
当
該
地
方
自
治
体
の
事
務
に
関
す
る
限
り
、
法
律
に
準

ず
る
性
質
を
持
っ
て
い
る

ν
、
こ
れ
は
民
主
上
五
の
原
理
平
円
以
治

凶
家
の
原
理
に
以
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
唱
徐
元

宇
「
憲
法
と
地
方
山
治
」

『月
刊
地
方
わ
政
'

一
九
九
州
年
一
一

川
口
、
一
九
負
。

(μ)
金
南
辰

『行
政
法
U
'
法
正
村
、
一
九
九
一
汗
、
一
一
回
頁
。

(
川
ど
洪
井
善
地
ん
片
治
法
論
-
法
英
朴
、
一
九
九
一
午
、
七
二
円
。

(
日
)
李
清
雨

『地
方
自
治
れ
政
法
'
法

i
社
、
一
九
九
一
司
、
七
一

白円

(
U
)
金
東
剛
山

『行
政
法
l
'
博
英
相
、
一
つ
の
問
、
七
阿
負
。

(
日
)
朴
ユ
ン
ブ
ム
「
法
令
と
条
例
的
関
係

『#
試
界
』

一
九
九
二
引

ItiJと58(4・328)19引1
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一
月
口
、
三
七
頁
。
「
我
が
国
の
学
者
は
明
ら
か
に
し
て
は
い

な
い
が
、
条
例
日
十
v
げ
法
説
が
多
数
日
以
で
あ
り
、
条
例
委
任
す
法

説
は
少
数
説
の
よ
う
で
あ
る
」
。

(
凶
)
山
同
凶
弧
明
「
法
律
と
条
例
一

回合
法
講
座
四
¥

有
非
世
間
、
九

ハ
凶
、
九
九
円
一
秋
田
町
「
法
律
と
条
例
」
E

現
代
地
方
白

治
会
集
1

ハ
'
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
七
、

λ
六

R
。

(
口
)
問
中
一
朗

『一
勧
版
行
政
法
(
中
巻
)
弘
文
堂
、
九
九
口
、

一
二
!
一
一
一
六
頁
。

(
山
川
)
依
静
夫
「
地
方
U
治
法
」

『法
律
学
金
集
'
有
斐
悶
、
一
九

八
台
、
一
九
五
二
九
七
向
(ο

(
山
口
)
兼
，
J

仁
「
条
例
を
め
ぐ
る

U
律
問
題
一

『条
例
耐
充
義
青

』

学
洋
書
出
、
一
九
七
八
、
三
四
頁
。

(小山)
最
判
昭
和
三
七
五
一
一
口
大
法
廷
判
決
、
刑
集
一
r
ハ
巻
五
号

五
七
七
良
、
判
例
時
液
ニ
ロ
一
口
一
頁
コ

(
む
)
依
郁
夫
「
地
方
山
治
法
」

『法
律
Y
了
全
集
'
有
斐
関
、
一
九

六
台
、
九
七
頁
「
白
治
立
法
権
白
休
は
憲
法
に
よ
っ
て
賦
守
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
白
治
法
一
同
条
は
、
白
治
寸
法
権
の
根
拠
を

定
め
た
も
の
で
は
な
く
、
自
主
法
の
法
形
式
を
明
瞭
に
し
、
そ
の

規
主
事
項
の
範
囲
を
他
の
法
形
式
と
の
聞
に
お
い
て
確
定
す
る
も

の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
」
・
成
田
頼
明
「
法
律
と
条
例
」

『
町
法

講
応
用
凹
-
有
斐
悶
、
一
九
九
良
'
久
世
公
鬼
一
円
以
律
と
条
例
」

『総

ん
門
判
例
制
究
茶
事
門私
有
斐
問
、
七
九
頁
。

(
円
山
)
綿
白
川
方
源
「
条
例
の
件
貨
と
そ
の
叶
法
審
脊
の
基
準
」

『公
法

研
究
』

一
五
号
一
六
九
頁
。

(
内
山
)
成
田
頼
明
「
法
伴
と
条
例
」

九
頁
。

(
弘
)
金
南
娠

『行
政
法
一

¥

法
T
J

人
社
、
一
九
九
二
、
一
ハ
頁
。

(
お
)
こ
の
「
福
利
事
務
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
止
活
配
慮
事
務
か
ら
発

展
し
ご
き
た
概
念
で
あ
る
。
生
活
配
慮
(
一
)
戸
2
5
2
ミ
さ
「
常
)

と
い
う
概
念
は
、
ド
イ
ツ
の
公
法
学
者
ブ
ォ
ル
ン
ュ
ト
フ

(
司
ミ
z
r
c
き
が
発
反
さ
せ
た
概
念
で
あ
る
が
、
有
権
的
な
判
官

宵
わ
政
に
対
し
て
、
給
付
行
政
を
構
造
的
な
特
性
と
立
味
に
お
い

て
述
べ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
概
念
で
あ
る
。
一
般
的
に
パ
活
配
慮

と
は
、
凶
民
に
対
す
る
わ
政
の
す
べ
て
の
給
付
出
動
を
意
味
す
る
。

洪
井
苫
「
条
例
と
伝
害
留
保
」
E

考

試

界

考

試

界

、

九

九

年
同
日
月
号
、
今
二
二
員
。

(
お
)
朴
英
道

『白
治
寸
法
の
理
論
と
実
際
-、
韓
凶
法
制
州
究
院
、

一
九
九
八
、
ハ
一
一
頁
、

(
幻
)
金
弘
ん

『地
方
自
治
立
法
論
¥
博
口
九
社
、
九
九
九
、
八
一
頁
c

(
お
)
朴
ユ
ン
ブ
ム
h

最
新
h
政
法
講
義
戸
卜
)
博
英
折
、
一

0
0
0、

一一

O
i
一
一
一
頁
。

(
川
却
)
碑
堅
思
却
代
行
政
法
一

-、
延
世
大

7
山
山
版
部
、
二

0
0
0、

五
九
凶
五
九
ム
川
頁
、

(ω)
地
ん
山
治
法
第
凶
一
条
に
は
経
費
の
支
出
に
つ
い
て
一
地
ん

白
治
同
体
は
そ
の
自
治
事
務
の
遂
行
に
必
裂
な
経
世
と
委
任
さ
れ

た
事
務
に
関
し
て
必
史
な
経
告
を
支
出
す
る
義
務
を
白
、
大
引
し
、

d
r山
講
座
川
』
右
斐
閥
、

九

北法S8(4.32D)19Si
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凶
の
事
務
又
は
地
方
自
治
同
体
事
務
を
委
任
し
た
場
合
は
こ
れ
を

委
任
し
た
国
又
は
地
ん
円
治
判
体
で
そ
の
経
費
を
員
担
し
な
け
れ

ば
在
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

(
出
)
地
方
山
治
同
体
の
事
J
扮
を

U
F心
事
J
d
戸
固
有
事
務
)
と
委
仔
事

務
に

R
別
す
る
用
論
は
、
ド
イ

y
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
大
降
系
の
白

治
制
度
を
も
っ
国
の
歴
史
的
F

町
民
と
し
亡
、
同
然
法
的
支
賦
人

権
的
な
地
方
権
の
観
念
が
こ
の
庁
長
に
あ
る
し
か
し
、
什
扶
法

論
が
衰
退

L
、
地
方
自
治
同
体
は
国
家
以
前
の
固
有
な
川
命
体
で

も
な
く
回
家
の
創
造
物
ご
あ
り
、
そ
の
機
能
も
地
ん
自
治
国
体
に

囚
有
な
地
方
権
で
は
な
く
、
固
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
と
す

る
仏
来
以
が
支
配
的
に
在
る
に
つ
れ
、
自
然

U
的
地
方
権
思
想
を

背
景
に
成
り
立
っ
て
い
た
伝
統
的
な
凶
有
事
務
委
任
事
務
の
理

論
は
、
そ
の
町
内
別
の
実
質
的
根
拠
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
。

(
犯
)
在
日
活

『地
方
ハ
リ
泊
中
」
、
一
比
社
、
九
九
ハ
、
一
甘
四
l

一
台
五

-
宇
山
幸

『新
自
政
法
論
(
下
)
』
、
日
文
社
、
一
九
九
一

一
万
七
良
一
金
通
利

回

般
行
政
法
論
(
卜
)
』
、
古
雪
山
社
、
一

九
九
一
、
一
五
六
頁
。

(
ね
)
叫
堅
思
、
剛
一
向
害
、
計
九
四

i
五
九

RRη

(
川
崎
)
大
判

5
3
3
コ
主
の
E
山
(
)
「
機
関
委
任
宇
務
に
お
い
て

も
そ
れ
に
関
す
る
個
別
払
令
に
お
い
と

J

疋
の
事
項
を
条
例
で
定

め
る
よ
う
委
げ
し
て
い
る
場
合
に
は
ハ
治
条
例
制
定
権
と
は
怖
関

係
に
い
わ
ゆ
る
委
任
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際

そ
の
内
市
什
は
仙
川
法
令
が
委
任
し
て
い
る
事
項
に
関
す
る
も
の
と

し
ご
個
別
法
令
の
趣
己
円
に
符
A
け
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

し
」

(
お
)
機
関
委
任
事
務
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
桁
摘
さ
れ

て
い
る
。

第
に
、
絞
問
委
任
事
務
制
度
は
困
家
事
訟
を
地
方
自
治
団
体

の
執
行
機
関
に
委
仔
し
て
処
理
す
る
事
務
で
あ
る
が
、
自
治
事
務

と
国
家
事
務
を
区
分
す
る
基
準
が
刷
確
で
は
な
く
、
わ
政
事
務
の

名
様
化
と
向
度
化
に
よ
り
そ
の
灰
分
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て

い
る
。
第
一
に
、
中
央
政
府
は
地
ん
一
日
治
刊
体
に
け
刈
す
る
税
制
を

強
化
す
る
た
め
、
機
関
委
任
事
務
を
刑
や
し
、
機
関
委
任
市
務
が

中
央
政
仰
の
地
方
に
汁
す
る
折
蝉
・
耽
督
の
手
段
と
な
っ
て
い

る
治
一
に
、
地
方
白
人
白
川
体
を
中
央
政
府
の
部
機
関
化
し
、

地
方
行
政
を
全
国
同
一
化
す
る
要
凶
と
な
っ
て
い
る
υ

第
四
に
、

機
関
委
任
事
務
を
通
ヒ
た
中
央
行
政
機
関
の
関
与
に
よ
り
地
方
自

治
団
体
の
自
キ
作
と
創
造
性
が
阻
古
さ
れ
地
方
自
治
の
発
反
を
抑

制
す
る
c

第
五
に
、
機
関
委
任
事
務
は
同
と
地
ん
山
治
阿
休
聞
の

責
任
所
存
が
不
明
確
で
あ
り
、
地
成
住
民
の
耳
思
を
日
比
賊
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

(
川
相
)
洪
井
善

-
一
政
行
政
法
(
「
)
-、
津
英
社
、
九
九
七
、
口

、

〉

L
可。

ノ

ぐ

ノ

E

(
幻
)
全
権
似
性
の
原
則
と
は
九
川
紀
に
ド
イ
ソ
で
生
ま
れ
た
自
治

行
政
概
念
で
あ
る
が
、
地
心
山
治
体
は
地
域
比
同
体
に
関
す
る
ふ
γ

て
の
事
務
を
白
り
の
刊
断
と

U
「」の
責
仔
に
本
い
て
涜
律
で
き
る

ItiJと58(4・330)195月
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こ
と
を
こ
旦
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
地
方
自
治
体
は
地
域
共
同
体
に

閲
す
る
ふ
て
の
事
務
を
規
律
で
き
る
権
利
を
持
ワ
が
、
こ
う
し
た

事
務
の
範
囲
は
原
川
的
に
制
限
が
な
い
。
地
方
自
治
体
の
凶
有
事

務
は
法
体
に
特
別
な
規
ど
が
な
い
限
り
、
人
工
て
の
事
y
勅
に
及
ぶ
も

の
で
あ
り
、
包
括
的
に
規
定
さ
れ
る
じ

(
部
)
「
小
中
八
れ
政
権
限
の
地
点
仲
府
議
促
進
な
ど
に
関
す
る
法
律
」
は

中
央
行
政
機
関
の
権
限
を
効
率
的
・
休
系
的
に
地
仁
川
j

一
同
治
団
体
に

移
説
山
川
米
る
制
度
的
牡
組
み
を
設
け
、
同
家
機
能
の
地
方
向
特
設
を

促
進
し
、
地

-
M
U泊
阿
休
の

U
守
一
性
・
貴
行
性
を
強
調
す
る
こ
と

で
住
民
の
福
利
明
進
を
図
る
目
的
で
一
九
九
九
汁
に
金
大
中
政
権

時
に
制
疋
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
こ
の
法
律
が
制
疋
さ
れ
た
背
長

に
は
九
九
一
年
に
一
心
年
同
中
断
さ
れ
て
い
た
地
方
白
治
が
侮

治
し
た
こ
と
に
伴
い
凶
と
地
上
刈
の
役
割
を
見
直
す
必
要
性
が
牛
じ

た
た
め
、
当
時
政
府
は
民
間
合
同
の
協
議
体
で
あ
る
一
地
方
移
譲

ん
門
同
審
議
会
」
を
設
け
、
中
叫
ん
権
限
の
地
ん
移
誕
を
推
進
し
た
が
、

地
方
移
譲
を
体
系
的
に
わ
う
こ
と
が
で
き
る
法
的
な
仕
紺
み
が
存

え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
地
仁
川
分
惟
は
遅
々
と
し
て
進
展
し

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
困
川
氏
の
政
附
一
を
キ
ヤ

y

チ
フ
レ
ー
ズ

に
拘
げ
登
場
し
た
金
大
中
政
権
は
、
先
進
地
方
自
治
の
実
現
と
政

府
機
能
の
効
申
的
な
配
分
を
通
じ
た
国
家
競
争
力
の
強
化
の
た
め

に
、
一
中
央
権
限
の
地
方
移
譲
」
を
回
政
改
革
の
課
題
と
し
て
採

択
し
、
同
誌
を
制
定
し
た
。
で
し
て
、
同
法
に
基
く
体
系
的
効

詐
I

的
な
地
方
移
譲
を
推
進
す
る
た
め
大
統
領
直
属
機
関
と
し
て

「
地
ん
移
一
説
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
中
央
行
政
権
限
の
地
ん

移
譲
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
c

こ
れ
は
地
ん
分
権
を
最
優
先

凶
政
ぷ
屈
と
し
て
掲
げ
た
刻
慮
武
鉱
政
楢
に
引
き
継
が
れ
、
地
心

分
栓
口

l
ド
マ
y
ブ
の
課
題
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
そ
の

結
果
、
「
地
I
M
移
該
推
進
委
員
会
」
は
一

0
0
丘
刊
二
月
ま
で

に
玉
、
一
九
凶
の
地
ん
移
譲
対
象
事
務
か
ら
三
、
立
五
五
の
事
務

を
審
訴
、
一
、
一
川
六
の
事
務
に
刈
す
る
移
一
識
を
慌
た
し
、
九
八

九
の
事
湾
に
刻
す
る
移
一
品
を
完
了
し
た
。
行
政
自
治
郎

『
一
ひ
っ

ハ
年
行
政
自
治
山
香
』
第
一
一
市
、
行
政
自
治
部
。

(
持
)
六
分
野
五
七
ポ
務
と
は
、
③
地
ん
山
治
同
体
の
包
城
、
組
織
止

ぴ
わ
政
包
理
な
と
に
関
す
る
事
務
、
一
必
住
民
の
柄
利
増
進
に
関
す

る
事
務
、
一
百
農
林
商
工
業
な
ど
産
業
振
興
に
閣
す
る
事
務
、
必

地
域
開
花
及
び
住
民
の
生
活
環
境
施
設
の
設
問
・
川
口
理
に
関
す
る

事
務
、

-
3
教
育
・
体
育
・
丈
化
・
芸
術
の
振
興
に
関
す
る
事
務

(
叫
)
現
行
地
方
自
治
法
止
ぴ
同
法
施
行
令
は
広
域
地

h
自
治
凶
体
で

あ
る
特
別
巾
広
域
市
・
道
と
本
路
地
方
自
治
阿
体
で
あ
る
巾
・

白
治

R
凶
の
事
務
配
分
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
一
つ
の
特
例
を
設

け
て
い
る
{
第
一
に
、
特
別
市
・
広
域
市
・
区
間
的
特
例
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
い
は
特
別
巾
・
広
域
市
の
部
と
し
て
人
的
に
設

け
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
そ
の
引
賀
l
市
で
処
却
す
べ

き
も
の
は
一
似
で
処
理
す
る
の
で
は
な
く
、
特
別
市
・
広
域
l
i

巾
で
処

理
す
る
。
地
点
F

川
治
法
施
行
令
の
別
表
二
に
は
自
治
医
で
は
な
く

特
別
市
・
広
域
巾
で
処
珂
す
る
事
務
の
例
示
と
し
て
、
地
方
自
治
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同
体
の
人
事
法
び
教
育
な
と
に
関
す
る
事
務
、
地
仁
川
財
政
に
関
す

る
事
務
、
都
市
計
両
に
関
す
る
事
務
な
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
c

前
一
に
、
人
日
向
。
万
以
の
巾
に
刻
す
る
特
例
で
あ
る
。
人
日

五
C
M以
卜
の
市
に
つ
い
て
は
泊
が
処
理
す
る
事
務
の
一
部
を
直

技
処
理
す
る
こ
と
が
山
中
る
。
こ
れ
は
人
い
よ
刊
の
一
万
以
上
の
大
都

市
に
回
分
す
る
権
限
を
中
小
郷
町
及
び
引
に
配
分
す
る
権
限
と
川

械
に
画
一
化
す
る
の
は
不
介
理
で
あ
る
た
め
、
大
都
巾
に
は
よ
り

多
く
の
権
限
を
ワ
え
る
趣
己
円
で
あ
る
。
地
点
向
治
法
施
行
令
の
別

表
こ
に
は
人
川
台
。
万
以
!
の
巾
が
世
接
処
珂
で
き
る
道
の
事
務

の
例
一
小
と
し
て
、
保
健
医
療
に
関
す
る
事
務
、
地

h
公
企
業
に
関

す
る
事
務
、
作
宅
建
設
に
関
す
る
事
J

説
、
ー
地
同
幽
盆
埋
事
業
に

悶
す
る
事
務
、
環
境
保
全
に
閲
す
る
ポ
務
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い

る
f

(
札
)
第
一
条
に
は
地
む
向
治
川
林
が
処
理
で
き
な
い
国
家
事
務
の

例
示
と
し
て
次
の
よ
う
な
事
項
が
組
定
さ
れ
て
い
る
υ

ア
ノ
一
外
交
、
阿
防
、
司
法
、
阿
税
等
凶
JE
の
存
立
に
必
要
な
事
務
、

③
物
倒
政
策
、
金
融
政
策
、
輸
出
入
政
策
な
ど
全
国
的
に
統
的

処
珂
が
必
要
な
事
務
、
ヘ
ゆ
民
林
・
畜
・
水
産
物
及
び
穀
物
の
需
給

調
節
と
輸
出
入
な
ど
全
凶
的
規
絞
の
ポ
務
、
小
川
一
岡
京
総
人
門
経
済
開

発
計
画
、
国
家
河
川
、
国
ム
竹
林
、
国
土
総
令
開
発
計
丙
、
指
定
港

湾
、
同
速
国
道
般
国
道
、
国
守
公
開
な
と
全
国
的
制
桟
又
は

こ
れ
と
類
似
し
た
規
模
の
事
務
、
一
切
勤
労
基
準
、
測
量
単
位
な
ど

全
国
的
な
本
準
の
統
一
及
び
調
盤
が
必
要
な
苧
務
、
(
6
J

郵
便
、
鉄

遁
な
ど
ん
同
的
規
模
又
は
こ
れ
と
類
似
し
た
規
模
の
事
務
、

cmτ
両

度
の
技
術
を
必
安
と
す
る
検
丘
試
験
・
附
究
、
航
空
管
珂
、
気

象

h
政
、
原
4
J
力
開
発
な
と
地
方
自
治
団
体
内
技
術
及
び
財
政
能

川
で
は
耐
え
難
い
主
務

卜
下
山
の
よ
う
に
地
ー
ゲ
一
円
治
法
第
一
一
条
に
は
、
地
方
自
治
団
体

が
処
埋
で
き
な
い
凶
家
事
務
の
例
示
と
し
て
、
「
岡
家
の
ん
什
止
に

必
要
な
事
F

折
、
ん
l
阿
的
統
及
び
調
整
が
必
要
な
事
F

扮
、
地
方
自

治
団
体
の
能
か
に
合
わ
な
い
事
務
」
な
と
を
規
定
し
て
い
る
が
、

凶
の
事
務
と
地
方
的
事
t
坊
を
区
分
す
る
こ
と
は
、
そ
う
簡
単
で
は

な
い
。
す
な
わ
ち
、
実
定
法
上
は
佃
川
事
務
の
部
を
地
方
自
治

同
体
の
ぷ
に
委
任
す
る
規
定
を
置
く
場
合
が
多
い
が
、
個
別
法
令

が
「
市
・
道
知
ポ
は

0
0事
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の

よ
う
に
地
方
自
治
団
体
長
の
権
限
と
し
て
規
定
す
る
場
令
は
、
こ

れ
が
自
治
事
務
又
は
同
林
委
任
事
務
な
の
か
、
機
関
委
れ
委
事
務

な
の
か
}
え
一
百
上
で
は
判
断
が
離
し
い
。
従
っ
て
、
こ
の
場
合
は
、

当
該
事
務
が
烹
務
長
官
の
統
制
的
ー
で
統
一
的
に
処
理
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
機
関
委
任
事
務
と
し
、
当
該
事
務
が
例
示

さ
れ
た
地
方
自
治
団
体
の
事
務
に
属
し
、
地
域
的
な
特
性
に
よ
る

白
津
処
理
が
望
ま
し
い
場
介
は
、
地
方
自
治
団
体
の
事
務
ト
と
し
て

処
到
す
る
と
い
う
見
併
も
あ
る
。
決
井
市
口
「
条
例
と
侵
害
山
川
保
」
『与

試
界
-
考
試
界
、
九
九
一
一
年
同
川
号
、
二
一
良
f

(
必
)
キ
ム
ゼ
ホ
「
地
点
自
治
川
体
の
市
川
滞
と
条
例

M
J疋
権
」

『地

hEm法
研
究
L

第
凶
呑
第
一
り
、
認
岡
地
方
自
治
法
千
会
、
一
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韓国における条例制止権の範凶と限界(， ) 

。
。
凶
年
六
川
、
七
五
頁
ハ
一

(
ぷ
)
チ
ェ
・
ス
ン
ウ
ォ
ン
「
条
例
制
定
権
の
純
凶
と
限
界
」
『考
試
界
』

ν今
h

山
界
社
、
一

0
0
一
年
月
口
、
一
口
八
頁
。

(
叫
)
ト
八
判

-
u
u
中
匂
一
寸

U
F
Z
U
9
4
大

判

ω
o
c
-
-
-
ω
斗

日
(
)
(
)
『
宮
町
寸
な
ど
。

(
必
)
大
判
一
坦
坦
凶
叶
凶
お
む
日

ηzu-

(
制
)
大
判

5

5
印

H
N

一芋の

E
2

(
釘
)
大
判
N
0
0
0

日

出

D
-
3
C
A
r
-
-

ヨ

(
川
崎
)
大
判

H
U
U
U

坦口一
u
p
F
E
U
D

(
叫
)
大
判
凶

()()HHH
凶
叶
凶

(
)
(
)
r
Z
5

(
日
)
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー

a
分
権
副
社
会
に
お
け
る
山
治
体
法
務
』

財
凶
法
人
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
、
一
心
。
一
、
六
七
!
六
九
頁
一

佐
藤
俊
一

回地
方
自
治
一
些
ん
出
成
文
立
、
一
ひ
っ
ハ
、
一
一
一
一
一

l

一
一
ハ
良
ヨ
神
余
川
県
内
治
総
合
研
究
七
シ
タ

i

『条
例
の
制
定

と
運
用
』
公
人
社
、
一
ひ
っ
口
、
一
口
七

l
一
民
・
川
崎
政
可

『地
ん
山
治
法
基
本
解
説
』
法
学
書
院
、
一

O
G
Iハ
、
五
八

l
i
ハ

凶
頁
。
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